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　まぶしいほどの雪に、すべてが覆おおわれていた。

　奇き妙みように明るい空から、視界をふさいでしまうほどのぼたん雪が舞まい落ちてくる。

　白い反射に顔をしかめて、佳か乃の子こはもつれる足取りでひたすら走った。

　素す足あしのまま雪を踏ふみ、足を取られながら走る幼い体は、六歳になったばかりだ。

　それでも自らの重みで、雪に膝ひざまで沈しずみこんでしまう。

　佳乃子はもがくように足を動かし、父の背中を探して必死に走った。

　吐はく息の白さに視界を遮さえぎられ、冷えた空気が喉のどを通り、胸のなかから体中を冷やしていく。

「はぁ……はぁ、はぁ、とうさ……父さん！　父さん!?」

　不安にかられて呼びかけたが返事はない。

　雪に声が吸われてしまう静けさのなか、背中に迫せまる異様な気配に佳乃子の足は止まった。

　背後にいるなにかを感じて、ゆっくりと、嫌いやな気持ちで振ふり返る。

　どこまでも広がる雪の表面には、転びながら進んできた自分の乱れた足あし跡あとがあった。

　それを追うようにつづくのは、丸みを帯びた小さな足跡だ。

　点々と見えるそれは、人のものではない獣けものの蹄ひづめだ。

　──このせいで父さんは私をおいていった……私を、捨てていった……。

『ツキモノが……』と大人は声をひそめて話し、佳乃子から目をそらした。

　それはお化けのことなのだろうと、佳乃子はぼんやり理解している。

　お化けにまとわりつかれているのは、自分が悪い子だったからなのか。

　たったひとりの家族である父親は、自分をもてあまし、屋や敷しきに置いていこうとしている。

「ごめ……なさい。すぐいい子になるからっ…。そしたら、お化けもどっかにいくから……だから、置いていかないで」

　雪に埋うもれた足の感覚はすでになく、膝を持ちあげることすら難しい。

　姿を見せぬままついてきた蹄の痕こん跡せきは、いまもポソ、ポソと軽かろやかな音を立てこちらに近づいてくる。

　恐こわかったはずのお化けの存在は、いまや腹立たしい存在に変わりつつあった。

「……っう、もう！　こないでっ。あっちへいって!!　お化け、お前のせいなんだからぁ！」

　叫さけぶと涙なみだがこぼれた。わきあがる怒いかりに、両手に握にぎった雪を思い切り背後に投げつける。

「うぷっ！」

　突とつ如じよ声が聞こえ、そこに立つ人ひと影かげに佳乃子はびくりと肩かたを揺ゆらした。

「……だれ？」

　いつのまにあらわれたのか、自分と年も変わらなく見える瘦やせた男の子がいる。

　艶つやのある黒くろ髪かみに、白雪がいくつもとまっていた。

　驚おどろいたはずみで男の子が手から落としたのは、佳乃子の草ぞう履りだ。

　どうやらここまで持ってきてくれたらしい。

　男の子は草履を拾うと「大だい丈じよう夫ぶだから」とぼそりと口にした。

　目の前の相手が、つい先ほどまで佳乃子がいた屋敷にいる男の子だということを思い出す。

　ほとんど口をきいたこともなかったが、姿を何度か見かけたのだ。

「大丈夫なんかじゃない。お化けがいるの……だから……私」

　恐きよう怖ふなのか怒りなのか、口にすると再び涙が頰ほおをすべり落ちた。

　それを目にした男の子は、顔をしかめると佳乃子の草履を放ほうり捨てる。

　細い肩がぐらっと傾かしいだかと思うと、前まえ髪がみで表情が見えなくなった。

「あの……？」

　不安になった佳乃子が伸のばした指の先で、男の子の全身が陽炎かげろうのように揺らめく金色の光につつまれる。華きや奢しやな体がすぅっと雪から浮うきあがると、舞うように宙にとどまった。

　腕うでが優ゆう雅がに持ちあげられ、右手を左ひだり肩かたのあたりにやったかと思うと、そのまま勢いよく腕が水平に振り払われる。

　背後に生まれた強い衝しよう撃げきに佳乃子は驚き振り返った。

　一いつ拍ぱく遅おくれて、ビシャッと水風船を叩たたきつけたような音を立て、白い地面に赤い花が生まれる。

　生暖かく濡ぬれた自らの頰に触ふれ、佳乃子は茫ぼう然ぜんとしたまま宙に浮く相手を再び見あげた。

　男の子の右手は血にまみれ、黒々としたなにかをぶら下げていたが、先ほどの草履と同じように、それも無造作に投げ捨ててしまう。

　あいた手で前髪がかきあげられると、白い額から涼すずしげな瞳ひとみ、すんなりと通った鼻筋があらわになる。

　ふわりとその体が降下すると、伸ばした手で佳乃子の頰を撫なでた。

　恐怖に首をすくめた佳乃子に、これまでとは違ちがった口調で言い放つ。

《　望み通り、お化けは追い払はらってやったぞ　》

　目を凝こらすと、男の子の右目が闇やみ夜よの月に似た黄金色に変じているのに気づく。

「あなたは、だれなの？」

《　ふん、お前の嫌きらいなお化けかもしれぬな。うぬは見たところ、まだまだ熟うれぬ桃ももか。青いのも硬かたいのも我われは好かぬが……　》

　偉えらそうにあごをあげて話す相手の言葉は、佳乃子には半分も意味がわからなかったが、さらに奇妙なことに気づいた。

　男の子の左目は、黒くやさしい色味のまま、いっぱいにたたえていた涙をこぼしたのだ。

《　女……　》と妙みような声こわ色いろの言葉を遮るように、男の子は自らの喉をきつく押さえ、声をふり絞しぼる。

「っ、逃にげろ！」

　黄金の瞳とは裏腹に、黒い瞳は恐怖とあせりを浮かべて佳乃子を見つめていた。

「お化けが嫌なら、すぐにここから離はなれ…ろ……」

　苦しそうな声で告げられ佳乃子はみじろぎしたが、相手の手はしっかりと佳乃子の肩をつかんでいる。

「はや……く」

　男の子は血に濡れた自分の右手を、左手で乱暴につかんで引きはがしにかかる。

　自らの手を引っ搔かいて傷つける行こう為いに、佳乃子は驚かされた。しかし、思った以上に右手の力が強いのか、男の子は左手で自分の顔に触れる。

　金色に変化した右目の周囲に爪つめを突つき立てたことで、なにをするつもりなのか気づき、佳乃子は相手に飛びかかる。

「駄だ目め！　だめよ」

　勢いよく突き飛ばされ、男の子は雪の上に倒たおれた。

　佳乃子は男の子の両手を押さえつけようと、自分の手を重ねて握る。

「離せ！　もう嫌だ……僕は……誰だれも殺したくなんてない……誰も、なにも……」

　色がちぐはぐな瞳は、不安定に揺れつづけている。

　佳乃子はようやく気づいた。

　目の前の男の子が、自分よりずっと辛つらそうだということに。

　お化けを殺してしまうほどの恐おそろしい力に、望まぬまま支配されているのだと。

「大丈夫だよ」

　佳乃子は必死に口にして、男の子の頰に触れた。

　恐がられるのは悲しい。

　奇き異いなものを見る視線を向けられるのは切ない。

　自分がそうして欲しかったように、頰をなで、涙をこぼす相手の左のまぶたにそっと唇くちびるで触れた。

「助けてくれたよ。私は、もう大丈夫。ありがとう」

　あなたがそうしてくれたのだと、佳乃子が必死に繰くり返すと、男の子の右の瞳が徐じよ々じよにもとの色を取り戻もどしていく。

「……ありがとう」

　男の子の口から白い息と一いつ緒しよに漏もれた言葉に、佳乃子もほっとする。

　しん、と静かな灰色の空の下、大きな雪片はいつまでも降りつづいた。
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　長野から汽車に揺られて東京駅のホームに降り立った佳乃子は、行き交かう人と目の前の光景に足を止めてしまった。

「うわ……すごい人」

　三階建てだという広い駅舎は、旅人やその迎むかえでずいぶんと混雑している。

　佳乃子の父である惚そう司じは、人混ごみを避さけ早足で歩くためその背を見失いそうになった。

「父さん待って！」

　慌あわてて小走りになり、佳乃子は父親を追いかけた。

　改札を抜ぬけると、高い天てん井じようにある天窓から明るい光が降り注ぐ。

　まばゆいほどの午ひるの日差しは、シャンデリアに散らされモザイクの床ゆかを美しく飾かざっていた。

　大正二十九年を迎えた東京は、ますますにぎやかに栄えい華がと発展を感じさせる。

　十七年前に関東を襲おそった大災害から、この街はたくましくよみがえり、いまや大東京の名に恥はじない。

　日本国の政まつりごとの中心となり、多くの人々が集まり、異国からの人と物が行き交う国際都市に生まれかわりつつあった。

　佳乃子にとって東京の街は、数々の憧あこがれがつめこまれた夢のような場所だ。

　足早に歩きながら、髪かみをまとめたリボンが傾かたむいていないかを手でさぐり、着物の襟えりを直す。

　今日から父の仕事の都合で、帝都で暮らすことになるのだ。高こう揚ようと緊きん張ちように胸が高鳴る。

　──物語で読んだ通り。やっぱり帝都って、本当になにもかも大きくて綺き麗れいで、人でいっぱいなのね。当たり前だけど、蓼たて科しなの風景とはまるで違う。

　連れだって歩く父親は、春だというのに重たげな色の外がい套とうを着こみ、気むずかしげな横顔をしていた。

　ふたりが東京へきたのは、父の惚司が昔の友人から仕事の依い頼らいを受けたことがきっかけだ。

　佳乃子の父は古美術品や古文書の鑑かん定ていをしている。

　これまでは地方の豪ごう邸ていや商家に招かれ、その地に滞たい在ざいして鑑定を行い、古美術商と商談を繫つなぐ仕事をしてきた。

　詳くわしく聞かされたことはないが、父の生家は士族の家いえ柄がららしく、その名で身元が保証されるのか、行く先では客分としてもてなされることもあった。

　赤あか[image: ]れん瓦が色の駅舎を出ると、広い通りには車が行き交い、旗はた振ふりの動きに合わせてめまぐるしく人や車が動いていく。

　春を迎え四月も半ばのいま、風はややぬるいがときおり強く吹ふきつける。

　気まぐれに強さを増す風に、佳乃子は背に垂らした長い髪を押さえた。

「あぁ、羽はね原はらさん。こちらです」

　車止めの人混みからすっと手をあげてあらわれたのは、スーツに身を包んだまだ若い男性だ。

　父の惚司に近づくと、にこやかに手を差し出す。

　身につけた明るいグレーの三揃ぞろえのスーツは、ひと目で生き地じや仕立ての良さがわかる。

　軽くなでつけられた髪は自然な感じに整えられており、彫ほりのくっきりした顔立ちを引き立てて見せていた。

「初めまして、赤あか枝え深み左さ緒おと申します。兄の景けい護ごのあとにお手紙を差し上げました」

　父は差し出された手を握にぎり返すと、驚おどろいたように目を見張る。まじまじと相手を眺ながめたのち、はっとしたように手を離した。

「申し訳ない。あまりにお若い方だったので驚きました」

「いいえ、お気になさらず。私と兄の景護とは母親が違い年も離れております。いつも若く見られて困っているのですけれど、今年でもう二十九になります」

　人当たりのいい笑え顔がおで、深左緒はすっと佳乃子に視線を向ける。

　その顔立ちから笑みが消えると、冷たく見えるほど整った容よう貌ぼうに佳乃子はどきりとした。

　だが父の惚司は、言葉を交かわしてやや緊張が解けたようだ。

「貴方あなたが景護の弟さんだと思うと不思議な気がいたしますね。あぁ、この子は娘むすめの佳乃子です。ずいぶん前に一度だけ……」

　やや歯切れの悪い父の言葉に、深左緒は思い出したことがあるのか「そうでしたね」とうなずいて佳乃子と向き合う。

「佳乃子ちゃん、いやもう佳乃子さんか。君に会ったのは、ずいぶん昔のことだ。ようこそ帝都に。お父様の仕事の間、東京での暮らしを楽しまれるといい」

　深左緒が体を引くと、後ろから使いの人間らしい男性があらわれ、佳乃子や父の惚司の荷物を受け取り運んでくれる。

　使用人を伴ともなって外出することが当然のような品格が深左緒にはあった。

「もう少し先に車を待たせてある。ご案内する家は本郷にあるのでね。あぁ、そうだ。せっかくだから車は移動させて、少し歩きましょうか？　このまま銀座のデパートに寄って、必要なものを調達してしまいましょう」

　口調はやわらかだが、有う無むを言わさぬ空気をまとう深左緒は、貴婦人をエスコートするように、佳乃子に手を差し伸のべる。

　これまで社交的なパーティに出たことがない佳乃子は、生まれて初めての女性らしい扱あつかいに、どきどきしつつ手を取った。

　──こんなの、まるで華か族ぞくのお嬢じよう様さまみたい。デパート……って、百貨店？　確か、銀座にあるのは……松屋だったかしら。

　東京にくるまで、本や雑誌で憧れて眺めていた帝都の光景が頭をめぐり、佳乃子の胸は痛むほどに高鳴った。
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　かすかに頰ほおを上気させて帝都の町並みを眺める佳乃子に、深左緒が微笑ほほえましそうにうなずくと、三人は銀座へと向かった。

　人の数はもちろん、通りを走る車や市電、目に映るなにもかもが、緑豊かな蓼科とは違ちがう。

　圧あつ倒とうされる風景と活気のなか、佳乃子は自分が東京にいるのだと肌はだで感じられた。

　石いし畳だたみの先にそびえ建つ百貨店を見あげ、洗練された制服の女性たちが迎えてくれる大きな入り口をくぐる。小こ綺ぎ麗れいな身なりの人々が出入りする光景は、王宮のように華はなやかに映った。

「うわぁ……」

　明るい吹き抜けのホールは、七階の天井までつづいている。口から漏れた感かん嘆たんのため息のまま、思わずぼうっとみとれてしまう。

　佳乃子が心を蕩とろけさせ、夢中になるのも無理はない。

　頭上にある巨きよ大だいなステンドグラスを通して照らされる店内は、夢のような眺めだ。

　──すごいわ、ずっと憧れだったもの！　『乙女おとめの時』や『少女界』に載のっていた、香こう水すいやハンケチーフ、硝子ガラスのつけペンに、魔ま法ほう薬みたいに綺麗なインク、なんだってあるんだわ。

　行き交う婦人の衣装や、店内を流れてくる心ここ地ちよい音楽に、佳乃子はうっとり目を伏ふせた。

　──ここは花の帝都。乙女の浪ろ漫まんに満ちた楽園なのね！

　そんなうっとりとした夢想は、渋しぶい男性の声で破られた。

「ようこそお越こしくださいました。赤枝様」

　近づいてきたのは、スーツをぴしりと着こなした百貨店の支配人らしい。すると深左緒の周囲で、幾いく人かがささやく言葉が聞こえた。

「ほら、赤枝財ざい閥ばつの……」「まだ若い……」佳乃子は耳で拾った言葉をつなげて、思わず足を止める。

　経済界に明るいわけではない佳乃子でも、赤枝財閥の名は知っている。

　製糖やビールをはじめ、製鋼や造船、海運と多た岐きに亘わたり展開する、貿易商として世界的に発展している大財閥だ。

　東京へくる前、父が読んでいた新聞で目にした記事にもその名があった。

　赤枝財閥の当主が急きゆう逝せいし、まだ若い息子むすこが代表に就任したというものだ。

　紙面に載せられていた写真の本社ビルの大きさや、以後数日に亘って赤枝財閥に関する記事を目にしていたので印象に残っている。

　──まさか、『赤枝深左緒』って名乗られたけど……それって、あの赤枝財閥のこと？　もしかして深左緒さんが、赤枝財閥のご当主ってことになるの!?

　佳乃子は驚いて隣となりを歩く深左緒の顔を見あげる。

　改めて見ると、整った横顔にただならぬ風格があるように思えて、エスコートされていた腕うでをつい離はなしてしまった。

　そんな佳乃子に深左緒は少し待つように告げると、笑顔で近づいてきた支配人に軽くうなずいてみせた。

「今日はこのお嬢じようさんに、衣装をいくつか合わせてくれないか」

　男は「はは」とかしこまって返事をすると、女性店員を呼びつけて婦人物のフロアへ案内するように指示をした。

　佳乃子は店員に案内されるまま売り場をいくつか歩いたが、もはや舞まいあがりすぎてしまい、周囲がよく見られない。

　これほどたくさんの品が、綺麗に飾かざりつけられた場所にくるのは初めてなのだ。

　着物や洋服などいくつも生地を合わせられ、サイズを測られる。

　目に映るのは、華やかな柄がらと色とりどりの着物だ。半はん襟えりや、組くみ紐ひもにレースやフリルがあしらわれたものも多く、その美しさは花束のように佳乃子の目に焼きつく。

　いまの日本は英国をはじめ、他国との貿易が盛んだ。これまでにない素材の飾りや意い匠しようをこらした着物やドレスが、帝てい都とでは流行だと雑誌にも紹しよう介かいされていた。

　草ぞう履りや靴くつを履はいたり脱ぬいだりを繰くり返すうちに、佳乃子はすっかり目が回ってしまった。

　まとめて衣類を運んだ女性の店員に、深左緒は小さくうなずいたり首をふったりして指示すると、ようやく佳乃子は解放される。

　運ばれていく品を佳乃子がぼんやりと見送るなか、口を挟はさませる隙すきもなく、深左緒は支し払はらいを済ませてしまったようだった。

「佳乃子さん、私はまだ惚司さんと買い物がある。こちらのフロアで待っていてくれ」

　そう告げられ、佳乃子はぼうっとなったままうなずき返してその場にとどまった。

　店を歩く紳しん士しも婦人も、誰だれもが特別に選ばれてここへ招かれた人々に見えてくる。

　自分がひどく場ば違ちがいな存在に思えて心細くなり、佳乃子は壁かべの柱へ身を寄せようと歩き出した。

　──やっぱり、こんな話ってなんだか妙みようかも。父さんが赤枝財閥の人と知り合いだなんて。それに仕事に招いた人間の、身み支じ度たくまで気にかける雇こ用よう主なんているかしら？

　思考が迷めい走そうをはじめた佳乃子の視界に、頭上のシャンデリアのまばゆさが映る。

　──やめよう。せっかく憧あこがれの百貨店にいるんだもの。

　佳乃子は深刻に考えるのをやめ、いまこの場所を楽しむことにした。

　どこからかヴァイオリンの音色がする。このごろ百貨店では、生演奏をする楽団を置くことが流行はやっているのだと耳にしたことを思い出した。

　視線の先には、綺き麗れいに組みあげられた棚たなが広がっている。

　そこには目にしたことがないような、数々の絵ハガキや写真、ポスターが飾られていた。

　舶はく来らいの小間物と一いつ緒しよに、異国の本や印刷物を扱っている催さい事じ場じようのようだ。

　吸い寄せられるように佳乃子は売り場に近づくと、見たことのない町並みや建物、金きん髪ぱつの女優のブロマイドを一心に眺ながめた。

　人々に交ざってそっと手を伸ばすと、異国の建物が描えがかれた絵ハガキを手にする。

　白と黒のみで描かれた繊せん細さいなペン画は強い印象を残した。

　どこか重苦しげな空の下、寂さびしげに、しかし威い厳げんを持ってそびえ建つのは石造りの城だ。

　崖がけのすぐそばにあるのだろうか、灰色の空を切り取るように城の影かげが黒々と見える。

　周囲には美しい花々や、天使や小鳥を描き出したハガキも多く目についたはずだが、気づけばその風景にとらわれていた。

　ふと視界が陰かげり、人ひと影かげが近づく気配に佳乃子は、はっと顔をあげた。

「そのハガキを、お気に召めされたかな？」

　背の高い相手に声をかけられ、振ふり仰あおいで思わず息を吞のむ。

　立っていたのは、身なりのいいひとりの紳士だ。

　金を練りあげたような金髪に、深い紫むらさき水ずい晶しようのような瞳ひとみは、ひと目で異国の人間だとわかる。

　肩かた幅はばの広い体たい軀くにまとうチョコレートブラウンのスーツに、深黄のアスコットタイが映はえていた。

　くっきりとした面おも立だちは、獅し子しのような威厳に満ち、年ねん齢れいは深左緒と同じぐらいか、やや年かさに見える。

　これまであまり異国人に接したことのなかった佳乃子は、突とつ然ぜんのことに慌あわててしまい視線を泳がせた。

「それは私の故郷、英国にある……懐なつかしい場所だ」

　英国人だと口にした紳士は、滑なめらかな日本語を話したため、佳乃子はほっとして返事をした。

「あの……とても、印象的な場所ですね」

　もの寂しく、だが強きよう烈れつな印象を残す古城は、目の前の華やかな紳士にはひどく不似合いに見えた。とまどう佳乃子の表情に、相手も気づいたのだろう。

「あぁ、失礼しました。私はライズワルドと申します。この百貨店には舶来の品をいくつか納めさせていただいていてね」

　どうやら品のいい紳士は、仕事でここを訪おとずれているらしい。

　ならばこの催事場も彼が責任者なのだろうかと思っていると、背後から佳乃子を呼ぶ父の声がした。佳乃子の背後を見つめてライズワルドはすっと目をすがめる。

「ほぅ、あれは赤枝の……」

　ライズワルドのつぶやきに、慌てて振り返ろうとした佳乃子は、ふわりと手を取られ目の前の紳士が近づいていたことを知る。

「素す敵てきなお嬢さん。いま花ひらく乙女……その華やぎに、どうかお近づきのご挨あい拶さつをお許しいただきたい」

　紫の瞳が細められ、奥深く見える光にひたりと見み据すえられた。

　その場に足を縫ぬい留められたように、佳乃子は動けなくなる。紳士は手の甲こうに軽く口づけると、そっと手を離してくれた。異国では当たり前の挨拶なのかもしれないが、佳乃子は初めてのことで恥はずかしさに動転する。

「し……失礼しますっ！」

　足早に立ち去ろうとした佳乃子は、吹ふき抜ぬけになっている中央の空間にあらぬ光景を見た。

　飾り硝子ガラスの煌きらびやかな大シャンデリアが、目の前に迫せまってくる。

　吊つり鎖ぐさりが嫌いやな音を立て、振り子のようにシャンデリアが揺ゆれている。

　最上階の七階近くに吊つるされていたものが、留め具が壊こわれたのか、佳乃子がいる四階にまでずり下がってきていた。

「なに……!?」

　体を硬こう直ちよくさせたまま、佳乃子は瞳を凝こらした。

　迫り来るシャンデリアに、美しい洋装のドレスをきた人形が乗せられていたからだ。その胸むな元もとには、大きな赤い薔[image: ]ばらが飾られている。

　だが、すぐにそれは間ま違ちがいだと佳乃子は気づいた。

　間近に迫った人形だと思ったものが、まごうことなき生身の女性であり、赤い薔[image: ]に見えたのはドレスの胸部が鮮せん血けつに染まっているからだったのだ。

　うつろに開かれた瞳は黒々として、赤い染しみはさらにひろがっていく。

　鮮あざやかな赤に視線が引き寄せられ、佳乃子は口元を押さえた。

　気づくと背後から肩かたを引き寄せられ、深左緒に体の向きを変えさせられた。

「佳乃子さん、こっちへ。見ちゃいけない」

　漂ただよっていた楽団の音色が乱れ、鎖がけたたましい音を立てると大シャンデリアが落下する。

　一いつ瞬しゆんあとには、硝子がくだける激しい音にまじって、けたたましい悲鳴があがった。

　大勢の人が逃にげ惑まどう物音に、佳乃子の恐きよう怖ふは増していく。その間に、深左緒は慌てることなく手を引き、父をうながして店の一角へと足早に向かう。

「あそこに支配人がいる。騒そう動どうに巻きこまれないよう、裏口へ誘ゆう導どうしてもらおう」

　混乱のなか、佳乃子は貧血を起こさぬようにと、必死で意識を保ち深左緒の誘導に従った。

　百貨店の従業員用通路を歩きながら支配人がひたすら謝罪し、深左緒が受け答えしているのがわかったが、その内容まで理解できない。

　──いまの、なんだったの……!?　さっきの女の人、絶対に死んでた。まさか百貨店でこんなことが起きるなんて……。

　靴くつ音おとを立てて急ぐ深左緒が、気づかうように肩に触ふれる。

「佳乃子さん？　大だい丈じよう夫ぶ……なわけはないか。帝都にくるなり、とんだものにお目にかかったものだ。事故か事件かわからないが、あとは警察にまかせるしかない。さぁ、車に乗ってすぐに家で休んだほうがいい」

　佳乃子と父は深左緒と共に車に乗ると、銀座の街を後にした。百貨店の入り口は逃げ出すように出て行く人々と、駆かけつけた警官隊とで大騒動になっている。

　佳乃子は衝しよう撃げきが冷めないままハンカチを手に握にぎりしめ、ぼんやりと車窓の外を眺めていた。

　──一瞬。ほんの一瞬だけど、深左緒さんに抱かかえられてあの場を離はなれるときに、催事場にいた英国人の顔が見えた……。あの唇くちびる、笑ってたみたいだった。
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　佳乃子と父を乗せて走る深左緒の車は、ビル街を抜けて走り、やがて大きな住宅が並ぶ閑かん静せいな場所へとたどりついた。

「ご気分は、少しは落ち着かれましたか？」

「えぇ、すみません。もう歩けると思います」

　気づかう深左緒に佳乃子はそっと頭を下げる。車から降りると、外の空気に澄すんだ緑の気配が混じり胸のつかえが少しやわらぐ。

　見まわせば、板いた塀べいが囲む敷しき地ちには枝し垂だれ桜やモミの木が見える。棟むな門もんをくぐると、庭の奥に風格ある平屋の建物が見えた。

　蓼科に多くあった華か族ぞくの別べつ荘そうも広々としていたが、山の手界かい隈わいでこれだけの土地を使って建てられた屋や敷しきは立派なものだとわかる。

　年月を経た木材の、飴あめ色いろの壁に格こう子し窓。屋根にはずっしりと瓦かわらが並んでいる。

　屋敷を眺めていた佳乃子は、記き憶おくをたどって首を傾かしげた。

　──そういえば……以前に新聞で見たことがある、赤枝財ざい閥ばつの本ほん邸ていって洋館だったような気がしたんだけど。

　不思議に思っていると、前に立っていた父がくるりと振り向いた。

　何度か迷うように瞬またたくと、言いづらそうに口をひらく。

「佳乃子、詳くわしく説明していなかったが……帝てい都との仕事でお世話になるのはだな……」

　もとからあまり饒じよう舌ぜつではない父親が言いよどむさまを見かねたのか、深左緒がやんわりと口を挟はさむ。

「惚司さん、ひょっとしてお嬢じようさんにまだご説明されていらっしゃらない？　では、私からお話ししておきましょうか」

「じつは──」と深左緒からにこやかに切り出された話は、佳乃子には思ってもみないことだった。

　父の惚司は、深左緒の異母兄である赤枝景護なる人物と、昔から親しい間あいだ柄がららしい。

「惚司さんはご存じでしょうけれど、兄の景護には放ほう浪ろう癖へきがあって……惚司さんに仕事の依い頼らいを出したあと、姿をくらませたきりだ。ですが、兄が惚司さんにお願いした依頼は変わらないし、私としても信しん頼らいのおける方にお願いしたい」

　赤枝景護なる人物が行方ゆくえしれずだと打ち明けられ、佳乃子はぽかんとして父を見た。

　やはり父も、依頼主である友人がいないことに戸と惑まどっているのだろう。

「確かに、景護は昔から突とつ拍ぴよう子しもないところがありましたから……それにしても、ご家族にも行く先を告げずにですか」

　心配を声ににじませた父の言葉に、深左緒は苦く笑しようを浮うかべて首を振ふる。

「兄の件についてはお気をわずらわせないでください。いつものことですし、家の者で手分けして捜さがしております。あの図太い兄なら異国でも、地の果てであろうとも、適当にやっているでしょうからご心配には及およびません。ではなかへどうぞ」

　実の弟にここまでばっさり言われるとなると、赤枝景護なる人物は、相当奔ほん放ぽうな人ひと柄がらなのだろう。庭へと入っていく深左緒について、佳乃子も父と共に歩き出す。

「この家は、赤枝の名で買い取ったもので、財閥とは関係のない兄の名義のものです。惚司さんには、この庭にある土蔵の中身について調査をお願いしたい……」

　そこまで聞いてうなずいていた佳乃子に、深左緒は少し間を置くように咳せき払ばらいした。

「幸いこの家には部屋も多くありますし、羽原さん親子にはこちらに住み込みで仕事をお願いすることになる。ただ、ここには私の甥おいたちが暮らしています」

　その言葉が意味するところを佳乃子は考えてみた。

　深左緒の甥ということは、行方のしれない赤枝景護の息子むすこだということだ。そしていま、深左緒は「甥たち」といった。

「えぇと、それは……」

「つまり、赤枝家の四兄弟と同居していただくことになる」

『甥っ子』で『四兄弟』。さらに『同居』の言葉に佳乃子はぎょっと目をむいた。

「朝から晩までご兄弟の皆みな様さまに、みっちりお仕えしろということですか？」

　自分には家事などの仕事があるのだろうかと佳乃子が口にすると、深左緒が眉まゆ根ねを寄せた。

「ほぅ、そう聞くとどことなく破は廉れん恥ちな響ひびきに、ちょっとした人買いの気分だな」

　佳乃子の父は顔色を変えると、うろたえて深左緒の顔を見る。

　思わぬ言葉を返されて、今度は佳乃子が慌あわてた。

「は……あのっ、別にいかがわしい意味じゃないですから！　違ちがいます、お家に男性ばかりのようだったので、女手が必要なのかと思っただけで──」

　頰ほおを赤くして「お仕えする」意味を力説した佳乃子に、深左緒は笑いをこらえてゆったり否定する。

「あぁ、そういうことではないよ。ここには通いの女中がいるから、佳乃子さんに家事をしてもらうつもりはない。貴女あなたのことを労働力として雇やとったわけではないのだからね。あなた方の居室は母おも屋やとはつながっているが離れの棟むねだ」

「すみません。これまで、父の仕事先で家事を任されることもあったので、それで……」

　少しは役に立てるかもしれないと思ったのだ。

　働く父の傍かたわらで、自分もまた役に立てていると感じることが佳乃子は好きだったし、それを苦に思ったことはない。

「いや、しっかりなさっていて感心なことだ。だがお父様とも話はついているし、この家では自由に過ごしてもらいたい」

　ゆったりと口にして深左緒が案内してくれる先に、母屋の玄げん関かんが見える。

　そこを行き過ぎてさらに庭をつっきると、母屋と廊ろう下かでつづいているこぢんまりした離れの棟があった。

　趣おもむきある母屋の古めかしさに比べ、離れの壁かべはやや明るく、増築したのだろうと思われる。

　こちらにも独立した玄関があり、離れだけで出入りが可能になっていた。その奥に比ひ較かく的てき新しい棟と平行して、大きな土蔵がふたつ並んでいる。

　深左緒に案内され屋内へ入ると、広さのある居間の向こうに、襖ふすまで仕切られた部屋がさらに二間ある。佳乃子と父が生活するのに十分な広さだ。

　室内には簞たん笥すや化け粧しよう鏡まで用意され、至いたれり尽つくせりだ。

「ほかにも足りないものがあれば、直接伝えてくれれば手配しよう。惚司さんもお仕事の都合で必要なものもあるでしょうし、遠えん慮りよなくいいつけてください」

　佳乃子の父も深左緒の気づかいに恐きよう縮しゆくするようすを見せている。説明は終わったとばかりに、深左緒は楽しげに廊下へ足を向けた。

「さ、あとは、母屋も案内しておこう。今日はお客様がいらっしゃるということで、甥たちには家にいるように伝えてある」

　渡わたり廊下を通って母屋へ入ると、長い廊下の奥から人の気配がした。

　母屋の玄関口があると思われる廊下の先から、年配の女性の声が聞こえる。

「困ります。千ち春はる様、今日はお客人がいらっしゃるから、必ず在宅するようにと深左緒様の厳命でございますよ！」

「だって、ついさっき事件があったってラジオで放送が……」

「なりません！」

　押し問答をしている人ひと影かげは、近づく佳乃子たちの気配にはっとしたようだ。

「千春、今日はもう諦あきらめなさい。その事件のことなら、多少は私からも話してやれるから」

　千春と呼ばれた男性は、深左緒と並ぶとやや背が低い。

　ゆるい癖くせ毛げと、眼鏡の下には黒目がちの瞳ひとみ。着物の下に丸首のシャツ、袴はかまを身に着けた姿は文人のようだ。

「叔父おじ貴き……事件の話って、まさか『薔[image: ]ばら殺人』の現場にいたとか……!?」

　千春が口にした言葉に、佳乃子の脳のう裏りに目にしたばかりの遺体のありさまがよみがえり、びくっと肩かたが揺ゆれた。

「やめなさい、お客様の前だ。話していただろう、今日からここでお仕事をなさる羽原惚司さんと、娘むすめさんの佳乃子さんだ」

　佳乃子の顔色に状じよう況きようを悟さとったのか、千春ははっとして気まずげに会え釈しやくする。

「申し訳ない、叔父から話は聞いています。赤枝家の長男の千春です。新聞社におりますので、事件だと聞いてつい飛び出してしまって──」

　佳乃子の父にぺこりと頭を下げると、悪かったというように佳乃子にも目配せをする。

　深左緒はこほんと咳払いすると、千春のそばにいた年配の女性を紹しよう介かいしてくれた。

「ここへ通いで勤めてくれているフミさんだ。基本的には食事の世話や家のことは、彼女がみてくれる」

　いくらかシワの目立つフミは、自宅が近いため通いで食事の世話にきているのだという。

「どうぞよろしくお願いいたしますねぇ。あぁ、そうそう。朝食の時間だけは、それぞれでお食事をおとりいただいております。では、すぐにお茶をお持ちしますから皆様座ざ敷しきへ……」

　フミが慌ただしく台所へ戻もどっていくと、言われた通り深左緒が先頭に立ち、全員で座敷へ向かう。

　家にとどまる気になってくれたらしい千春を見て、「もう二十四にもなりますのに、落ち着きが足りず申し訳ない」と深左緒は口にしていた。

　そんな千春は、佳乃子と同じ歳だと言われても信じてしまいそうな童顔だ。

　佳乃子の視線に気づいたのか、千春は首を傾げると、目め尻じりのきゅっとつり上がった大きな瞳で見つめ返してきた。

「ようこそ、我が家へ。ね、佳乃子ちゃんて呼んでいい？」

「は、はい！」

　座敷に入った千春は、腰こしを下ろす前に深左緒に渡すものを思い出したといって、自室へ引き返していく。

「そういえば、あとのふたりが出てこないな。来客に気づいてないのか？」

　廊下のようすをうかがう深左緒に、佳乃子はフミがまだお茶の支し度たくをしていることを思い出す。

「あの、よろしければ、私がお声をかけてまいりましょうか？」

　来客が家人を呼びに行くのも妙みような話だが、今日から世話になることを思い佳乃子が申し出ると、深左緒は助かったといいたげにうなずいた。

「ではお願いしようか。この座敷の向かいの間が、次男の夏なつ祈きの部屋。彼はカフェーを経営していてね。そのはす向かいが三男の艶えん秋しゆうの部屋で画家をしている。そして離はなれとの廊下に一番近いところが、四男の冬とう馬まの部屋だ」

　紹介する声にどことなく誇ほこらしげな響きを感じて、深左緒が甥っ子たちを大事にしているのだとわかる。

　だが佳乃子にとって、『冬馬』という名前は聞き過ごせなかった。

「あの……冬馬さんって」

「あぁ、末っ子の冬馬は中学の四年になる。ただ今日は授業で休めない講義があるとかで、挨あい拶さつは今夜になってしまうかな。佳乃子さんとはひとつ違いか……ふたりとも、会ったことがあるんだったかな？」

　その言葉に、佳乃子の頰が自然と赤らんだ。

「お、覚えてますっ。短い時間でしたけど、子供の頃ころに一いつ緒しよにいたことがあって……東京にきて会えたら嬉うれしいと思ってました」

「あぁ。冬馬もきっと喜ぶよ、君がくることを話したら、顔色が変わっていたから」

　深左緒はどうやらその末っ子をとても可愛かわいがっているらしい。

「落ち着いた、とても聡そう明めいな子でね。あんなやっかいな体質でさえ……あぁ、いや……よそう。佳乃子さんとなら間ま違ちがいなく仲良くやれるだろう」

　深左緒の言葉に佳乃子は舞まいあがる。留守だというのは残念だったが、佳乃子は嬉しさのまま、すっと立ち上がると廊下へ出た。

　ちょうど台所からあらわれたフミが、人数分の茶器を運びいれるようだ。

　さらに自室から戻ってきた長男の千春は、あれ、というように首を傾かしげる。

「夏祈さんと艶秋さんも、お呼びしてきますね」

「佳乃子ちゃんが？　……うーん、まぁ、部屋に奇き襲しゆうかけたほうがいいか。じゃあ、夏祈は出てくるまでしつこく呼びかけて。艶秋は出てきても驚おどろかないで」

　軽かろやかな千春の言葉は謎なぞめいていたが、佳乃子は言われるままうなずいた。

　どちらにせよ、すぐに座敷で挨拶をすることになるのだ。

　佳乃子は次男である夏祈の部屋へ向かった。

　座敷と廊下を挟はさんで、正面にある部屋の前に膝ひざをついた佳乃子は、襖を軽く叩たたく。

　中にいるのが千春の弟だと思うと、気さくな人物なのだろうかと佳乃子は想像する。

「失礼します。あの、お茶の支度が調ととのいますのでおいでください」

「…………とだ……」

　部屋のなかからくぐもって返された声は、小さくてよく聞き取れなかった。

　──どうしよう。千春さんの話じゃ、ここで引き下がるなってことよね。えぇと、それって部屋から出てきたくないってことなのかしら？

「あの……申し訳ございませんが、深左緒さんがお待ちで──」

　佳乃子が声を大きくした途と端たん、目の前の襖がスパン！　と引き開けられた。

「んんっ!?」

　不思議だったのは、戸口に立っているのだと思った人物が、部屋の奥に置かれた机の向こうにいて、椅い子すに座っていたからだ。

　どうやって襖が開けられたのかわからぬまま、佳乃子は目の前の光景にあっけにとられた。

　十畳じようほどの部屋の壁へき面めんには、それ自体が壁だと思えるほど高い棚たなが並べられ、ぎっしりと帳面や紙が詰つまっている。

　和室に不似合いな書しよ斎さい机から立ち上がった青年は洋装姿だ。

　深左緒や千春とは違ちがう、ふわりと軽やかな色合いの髪かみに、襟えりもとをくつろげた白いシャツ、グレンチェックのパンツがよく似合っている。

　ぱっちりとした瞳や、艶つややかな髪に滑なめらかな頰ほおは、絵画で目にする天使のように完かん璧ぺきな造形だ。

　──お……驚いた。というより、赤枝家兄弟って……似てない兄弟？

　見とれてしまった佳乃子は、夏祈がカフェーの店主だと聞いていたことを思いだした。だが耳に聞こえた、ジャラッと鳴る小気味いい音に我に返る。

　──な、なんでこの人、両手に算盤そろばんもって仁に王おう立ちなの!?

　相手の顔に、ほんのり笑えみが浮うかべられたかと思うや、それはどこか殺気を伴ともなったものに変わっていく。

「やかましいっ！　あ・と・だ、といったんだ!!　帳ちよう簿ぼのまとめ時間に声をかけるなど言語道断、君はクビだ」

「首!?　え、えぇっと、なにがですか」

　いきなり怒ど鳴なりつけられ、わけがわからない佳乃子のところへ千春が駆かけつけてくれた。

　襖ふすまをぽすっと叩くと「いいか夏祈。ここは家で、彼女は従業員じゃない」と声をかける。

　すると夏祈は呪じゆ縛ばくが解けたように瞬まばたきをして、はっと我に返った。

「千春……その子、誰だれだ？」

「……だから、それを紹介するために呼びにきたんだってば」

　千春の言葉を聞いた夏祈は、やさしげな面おも立だちからは信じがたいほど刺とげ々とげしく「ちっ」と舌打ちをする。足あし下もとの書類をがさがさ踏ふみ分けてようやく部屋から出てきた。

　確かにこみ入った計算をしていたならば、声をかけたのは悪かったが、あまりに見た目と振ふる舞いの落差がひどく、佳乃子は啞あ然ぜんとしてしまった。

　しかし、ここでめげてなるものかと佳乃子は再度立ち上がる。

「え、佳乃子ちゃん。艶秋のとこにもいくんだ……がんばるねぇ」

「はい、ご挨拶は最初が肝かん心じんですから！」

　これまでの移動の多い生活のなかで、はじめにひるんでは負けだと知っている佳乃子は、気力を奮い立たせて、三男の艶秋がいる部屋に向かった。

　夏祈と穏おだやかでない対面を済ませたばかりだけに、覚かく悟ごして襖に向かって声をかける。

「失礼します。お茶の支度が調いましたので、座敷にいらしてください」

　すると今度は待たされることなく襖が開いた。

　ふわっと甘く鼻先をかすめたのは、花の香かおりだろうか。目の前に見えたのは女物のあでやかな着物の柄がらで、佳乃子は部屋を間ま違ちがえたのかと慌あわてた。

　──あれ!?　いやいや、だってそんなはず……。赤枝家にはフミさん以外に女の人がいるなんて話は……あ、ひょっとして、絵を描かくためのモデルさんとか？

　ではやはりここが艶秋の部屋なのかと、佳乃子は顔をあげてさらに驚く。

　目の前の人物は、かんざし一本で長い髪の一部をゆるく留めていた。

　そこからこぼれ落ちて背を流れる髪は、真しん珠じゆの艶を見せて白く輝かがやいている。

　びっしりと長いまつげに縁ふち取どられた瞳ひとみは、明るい石榴ざくろの色だ。やや厚みのある唇くちびるはたっぷりと紅を差し、婀あ[image: ]だっぽい色気がある。

　うっすらと口元がひらいているのは、細い棒のようなものをくわえているからだ。

　佳乃子が茫ぼう然ぜんと目をみはるなか、紅こう唇しんからくわえていた物がぽろりと落ちた。

　転がったそれが筆だと気づき、佳乃子は自分の思い違いを知る。

「艶秋……さん？」

「はい」

　返事があったかと思うと、艶秋がすとんとその場でしゃがんだ。

「……君は、なんだろう。不思議な香りが──」

　そう口にして、すいっと顔を寄せられると、唇が耳元をかすめるような距きよ離りにせまり、佳乃子はぴくりとも動けなくなってしまった。

「い、いいぃいえ。あの、特になにも……な、なんだろ。香り？　なに？」

　硬こう直ちよくする佳乃子は、視線の先にある最奥の壁かべに、大きな姿見が置かれているのに気づいた。

　さらにやや離はなれた位置に、寝ね椅い子すと床ゆかに広げられた大きな紙や絵皿が見える。

　脚あしの長い小さな円えん卓たくには、外国製の色いろ硝がら子すで作られた酒しゆ杯はいがいくつも置かれていた。絵を描きながら酒杯でも傾かたむけていたのだろうか。

「あの、艶秋さん……酔よっていらっしゃったりしますか？」

「まさか、酔ったりなどしないねぇ。あれはああいう味の水だよ、お米からとれるんだ」

　ようやく佳乃子と距離をとってくれた艶秋だが、いまだその美しい顔は吐と息いきが触ふれそうな距離にある。

「私は普ふ段だん、モデルは使わないのだけれど……君が咲さき初そめの花を眺ながめさせてくれるというのなら、筆を持ってみるのも一興だろうか……」

　返された声の低さに、思わず背筋がぞくりとした。

　艶秋の声はどこか色めいていて、こぼれる言葉はきわどく感じる。白い面おもてにみつめられた佳乃子は、思わず赤面して後ろに身を引く。

「い、いえ！……モデルなんて、とてもとても務まりませんから！」

「そうか。……ん、そういえば、君は誰なんだろう？」

　やや残念そうな表情を浮かべた艶秋は、ほんのりと小首を傾げる。

　──いまさら!?　ここにきてそれを聞くの？

「本日から父がこちらで仕事をさせていただきます。羽原惚司の娘むすめで佳乃子といいます。座ざ敷しきで深左緒さんがお待ちですからいらしてください」

　ここでひるんではならないと、佳乃子がなんとか自己紹しよう介かいをすると、艶秋は納なつ得とくしたようにうなずいた。

「ははぁ、なるほど。そういえば、聞いてたような……。あぁ、だから深左緒叔父おじがうるさく手をまわして捜さがしにきたのか」

　ふぅ、と息をついて艶秋は立ち上がると、やや乱暴な手つきで、自分の髪をぐしゃりとかき乱しかんざしを抜ぬいた。ほどかれた髪が生き物のようにうねり、艶なまめいて背を流れ落ちる。

　棚にひっかけてあった組くみ紐ひもを手にすると、ざっと髪をひとつにまとめ、部屋の奥に歩き出しながら着物を脱ぬごうとした。

「見てくかい？　私の着き替がえ……」

「いっ、いいです！　あの、とにかくお伝えしましたから！」

　尻しり餅もちをつきそうな勢いであとずさった佳乃子は、床に視線を落として手を伸のばす。

　そこに細い筆が落ちていたからだ。

「待ってください。これ、落とし物です」

　大切なものなのだろう。艶秋は振り返ったかと思うと、ぱっと足を踏み出す。

　だが、佳乃子が差し出した筆に手を伸ばしかけて止めた。向けられた眼まな差ざしは、どこか温度をなくした冷ややかなものだ。

「そこに、置いといてくれる？」

　その声に佳乃子が感じたのは、強い拒きよ絶ぜつだった。

　自分の手に触れたくないのだという相手の意思を感じて、佳乃子の気持ちがすっとしぼむ。

　無言で筆を部屋の内側に置くと、そっと襖を閉めた。

　座敷に戻もどると、机がひとつでは足りないからだろう。他ほかの部屋から運びこんだ机をつなげて、フミと千春が茶器を配っていた。

「あ、佳乃子ちゃんありがとね。大だい丈じよう夫ぶだった？　艶秋になにもされなかった？」

　なにかされそうな人のところへ行かせたのかと思わないでもないが、「はい、じきにいらっしゃいます」と佳乃子は答える。

　長卓たくの端はしには、ぶすっとした顔の夏祈も腰こしを下ろしていた。

　身支度を整えた艶秋がそこに加わると、なにやら異様な光景だ。

　末っ子の冬馬こそ欠けているが、赤枝家の三兄弟が持つちぐはぐな雰ふん囲い気きと、紳しん士し然とした深左緒が一いつ緒しよにいることで、座敷はもはや混こん沌とんとした茶会の様相だ。

　全員が席につくと、深左緒は満足げにうなずいてみせた。

「今日から一緒に生活することになる、羽原さん親子だ。おふたりは君たちの父である景護の依い頼らいを受けて、この家に滞たい在ざいすることになる」

　三人の兄弟はおとなしく深左緒の言葉を聞いている。

　事前に父親から話を聞かされていたのだろうかと佳乃子は思いつつ、机に並べられた菓か子しが手土産に持ってきた、栗くり入りの羊羹だと気づいた。

　はす向かいに座る夏祈が、羊羹を口に運ぶのをみて緊きん張ちようする。

　そのとき、隣となりにいた千春にちょんと肩かたをつつかれた。

「いまの、わかる？　夏祈がぎゅっと眉まゆ根ねを寄せて遠くをみたでしょ。あれは気に入った食べ物を口にしたときの顔だよ。間ま違ちがいなく、自分のカフェーで出したいメニューに追加されたね。あいつの部屋をみたらわかるだろうけど、夏祈は金と算盤そろばんを愛する帳場の鬼おになんだ」

　軽口を叩たたき、気さくな空気をまとう千春の言葉に、佳乃子はふふっと笑えんだ。

　──千春さん、私のこと気づかってくれてるのかしら。夏祈さんは怒おこらせてしまったし、艶秋さんは……よくわからない人だけど。

　ちらりと視線を向けると、いまの艶秋は紅を落として、男モノの着流しを身につけている。

　だが髪かみや目の色は生来のものなのだろう。常人離ばなれした美び貌ぼうや身にまとう色しき彩さいは、なじみのない人の目を残らず集めてしまう力を感じる。
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　佳乃子の父も彼が気になるのか、ときおり視線を隣に向けているようだ。

　それに気づいたのか、深左緒が声をかける。

「あぁ、惚司さんならご存じでしょうか。艶秋は画が壇だんとはあまり関かかわりを持ちませんが、美人画を描いていましてね。寡か作さくですが『涙なみだ美人』シリーズは、好こう事ず家かの間でもかなり人気だと聞いています」

　深左緒が口にする話は、絵画にうとい佳乃子にはわからなかったが、惚司は驚おどろいたように湯飲みを置いた。

「やはり、そうでしたか。いや、お名前を伺うかがったときから気になっていたのですが、『艶秋』というのは雅が号ごうだと思っておりました。……それに『涙美人』シリーズのモデルは、まさかご自身……？」

　遠えん慮りよがちな惚司の質問に、艶秋は浅くうなずいてみせる。

「えぇ、私は己おのれしか描きません。食指が動けば別ですが……涙美人シリーズはすべてそうです。いろいろ噂うわさも耳に入るでしょうが、すべて信じていただいて結構ですよ？　この髪や目は幼い頃ころの病がもとです」

　かすかに浮うかべられた笑みや、誤解を恐おそれないと言い切る大だい胆たんさには妙みような貫かん禄ろくがある。

　こうして座っていてもわかるが、艶秋は背が高い。肩かた幅はばもしっかりとあり、女物の着物を身につけて違い和わ感かんがなかったのが不思議なほどだ。

　しかし男モノの着流しを身につけていてさえ、匂においたつような華はなは変わらない。

　深左緒と父がひととおり仕事の取り決めを話し終えると、話題が思わぬことに及およんだ。

「そうだ、明日から佳乃子さんが通うことになる女学校には書類を届けさせてある。初日だけは私が同行することになるが──」

「女学校!?」

　驚く佳乃子に、父の惚司がそっと言い添そえる。

「こちらで仕事をさせていただくのに、深左緒さんの申し出はとてもありがたい話だったんだ。お前は読み書きも達者だし、いまのうちに学べることを学んでおきなさい」

　佳乃子は信じられない気持ちで父を見た。

　これまで父の仕事で滞在してきたなかで、実科高等女学校へ通ったことはあったが、移動の多い生活に通いつづけることは難しかった。なにより、佳乃子自身に自由が許されることもあれば、労働力とみなされ家事を任されることも多かったからだ。

　まさか帝てい都とにきて、学校の話が出るなどとは想像もしていなかった。

　目をきらきらさせる佳乃子に、深左緒もどこか嬉うれしげにうなずいてみせる。

　──本当に学校に行けるの？　でも……都内の女学校は勉強がとても難しそう。私がついていける？　……だけど、学校に行けたら、本物の乙女おとめの園そのをこの目でみられるってこと!?

　あまりに突とつ然ぜんの話に実感がわかない佳乃子は、めまぐるしい気持ちに胸が騒さわぐ。

　深左緒もそれを感じとったのだろう。安心させるように言葉をかけてくれる。

「もちろん、編入ということになるから、最初は授業についていくのが大変かもしれない。でも、勉学はもちろんだが、この年頃ごろに得られる学友は大切なものだ。家には歳が近い人間もいるから、気き兼がねせず勉強を教わればいい」

　深左緒の言葉に、佳乃子は力強くうなずいた。

　佳乃子が好んで読んできた、『少女の友』や『女学生』の乙女小説。そこに描えがかれる女学生たちの生活や物語に、ずっと憧あこがれてきた。

　そうして魅みせられてきた本の世界を、実際にこの目で見られるというのだ。

「ありがとうございます！　すごく嬉しいです」

　自然と弾はずむ声で礼を告げた佳乃子に、深左緒はふっと笑みを浮かべた。

「それほど喜んでもらえると嬉しいね。なにしろ私には姪めいがいない。ぜひ学校での話を私にも聞かせてくれ」

「はい」

　佳乃子が深くうなずくと、話が一段落したと感じたのだろう。佳乃子の隣にいた千春が「良かったね」とつぶやいてすっと立ち上がる。その姿に深左緒が怪け訝げんそうに声をかけた。

「千春？」

「客人にご挨あい拶さつが済んだようですし、俺はやっぱり現場にいってみます。社にも顔を出しておかないと事件当日で落ち着きませんし」

　その言葉に同意だというようにうなずいて、夏祈も立ち上がった。

「悪いけど、僕もおいとまする。一度店に戻らないと、女給ひとりに留守番させてしまっているんです。『薔[image: ]ばら殺人』があったとなると、やはり物ぶつ騒そうですから」

　ふたりの言葉に、佳乃子は百貨店で目にしたばかりの事件のことだろうかと気になったが、深左緒は厳しく戒いましめるような表情を浮かべている。

　だがすぐ隣で、佳乃子の父がそっと口をひらいた。

「申し訳ない、私たちのために仕事の貴重なお時間をいただいてしまって。どうぞお気づかいなく。私も明日からの仕事の支し度たくをはじめたいと思いますから」

　惚司の言葉に、深左緒もこれ以上押し問答をしても仕方がないと感じたのだろう。

「では、おふたりも長旅でお疲つかれでしょう。夕ゆう餉げの支度は離はなれにするよう、フミさんに伝えておきます。明日から、佳乃子さんが女学校で必要になる制服や鞄かばん、筆記用具は部屋に用意させてある」

「……え、もうそんなことまで──」

　佳乃子はうろたえつつ、赤枝家の三兄弟がそれぞれの用で去っていくのを見送ると、深左緒に問いかけた。

「あの、深左緒さん。一体どうしてここまでしてくださるんですか？　父が仕事を請うけ負うにしても、これじゃあんまりに──」

　赤枝家がいくら父を客分扱あつかいしてくれるのだとしても、娘むすめの自分にまでこれは行き過ぎた待たい遇ぐうではないだろうか。

　戸と惑まどう佳乃子の質問に、父の惚司も同じ気持ちなのか、深左緒の真意が気になるようだ。

　しかし当の深左緒は、その質問こそが不思議だといいたげに口をひらく。

「私は、幼い頃の佳乃子さんを知っている。だから、ここにいる甥おいっ子たちと同じように感じているだけだ。女学校に通うのならば、気兼ねなく学業に専念して欲しい」

　備品や制服など些さ末まつなことだというような深左緒の言葉には、それだけ学校生活を真しん剣けんに送るようにとの気持ちがこめられていた。畏おそれにも近い心ここ地ちで佳乃子は頭をさげる。

「ありがとうございます。心して……学業に専念します」

「それに、惚司さんにお仕事をお願いすることについて、不ふ肖しようの兄の景護から手紙が届いて、くれぐれも失礼のないように頼たのまれている。つまり、兄自身の希望でもあるんだ」

　その返事に、父の惚司は顔色を変えた。

「景護が……どこかから手紙を？」

「えぇ、それが手紙の投とう函かん場所はわかっているのですが、人を捜さがしにやってもいたちごっこになってしまって。あちこち移動しているようなんです。ほんとに……困ったものだ」

　口ではそう言いつつも、佳乃子たち親子をこれほどまで手厚く迎むかえ入れてくれる以上、深左緒は兄の意志を尊重しているのだろう。

　結局その日の夜は、運び入れた荷物の片付けや翌日の支度に手間取ってしまい、佳乃子と父はそろって離れで食事を取った。

　与あたえられた自分の部屋で、佳乃子はほっとして畳たたみに座る。

　窓の外に広がる暗がりに、ふと昼間みた衝しよう撃げき的な光景を思い浮かべそうになってしまう。

　カーテンを引こうと窓に近づいて、庭に人ひと影かげがあるのに気づいた。

　敷しき地ちの隅すみに植えられた桜の下に立つ人影は、すんなりした体つきの男性のようだ。

　背格好や衣装の影かげから、それが昼間にあった赤枝家の三人とは違ちがうとわかる。

　手にしている明かりの位置が低いせいか、ぼんやりとした光が足あし下もとを照らすばかりで顔が見えない。

　──ひょっとして、冬馬さん？

　佳乃子は必死に目を凝こらしたが、明かりはゆらゆらと庭を横切ると、そのまま母おも屋やの方へ消えてしまった。

「いまのって、そうだったんじゃないかな……気になる。でももう暗いし」

　さすがにこの時間に庭へ飛び出していくのもはしたない気がして、佳乃子は好こう奇き心しんをぐっと堪こらえた。

　明日の支度を終えてしまおうと、濃こき色の袴はかまに丸まる紋もん地に桜柄がらの着物を合わせて、じっと眺ながめる。明日から通う女学校の制服だと渡わたされた袴に、佳乃子は手持ちの着物から必死に合わせを考えたのだ。

「そうよ。明日には、冬馬さんに会えるかもしれないもの……」

　もう少し考えようかと思ったが、もとよりさほど衣装を持っているわけでもない。

　ついさっきまで恐こわがっていた窓の外に、いまやそわそわと浮き立つようなものを感じて、思わず苦く笑しようがもれた。佳乃子は窓辺に置かれた文机の上のランプを灯ともす。

　佳乃子は手紙を書くのが好きだった。手荷物から、繻しゆ子す地に薔[image: ]柄の生き地じを張った文箱や硝子ガラスのつけペン、色インクの瓶びんなどを取り出して眺める。

　この頃ではこうした便びん箋せんや文具など、異国の図ず柄がらや趣しゆ向こうをこらした物も増え、コレクターも多くいると聞く。

　こぢんまりとした文机に、インクやペンを飾かざり付けるように並べて満足した。

　──そういえば昔、冬馬さんにハガキを出したこともあったな。出会ったのって、もう十年前なのよね。いまじゃ顔立ちも……ぼんやりとしか覚えてないけれど、とにかくすごく目が綺き麗れいだった。やさしかったような、恐かったような……どうしてかな？　印象がまとまらない。

　首を傾かしげつつも、都内での初日の出来事を日記に書き留めようと、佳乃子は一冊の日記帳を取り出した。ひとりの時間が多かった生活のなか、日記をつけたり、自分の頭で繰くり広げられた世界を文字に綴つづってみることは、佳乃子の楽しみのひとつだ。

　書き出してみたものの、憧れの帝都の表と裏を一度に味わってしまったような初日は、思い起こしても波乱が多すぎて、思わずつぶやきがこぼれる。

「『花の帝都』だと思ってたのに、殺人に行きあったり。男兄弟まみれで同居かと思ったら、女学校にいけることになったり……なんだか、目が回る一日だったなぁ」

　──でも、でもよ？　明日の女学校が乙女小説みたいな場所だったら……そうしたらきっと、私なにか書いてしまうわ。

　せめて学校に浪漫ロマンを期待しようと、胸を高鳴らせて布団ふとんに潜もぐりこんだ佳乃子は、子供の頃ころから好んで読んだ異国の物語を思い起こした。

　いつも憧れていた、魔ま法ほうや魔ま女じよによって追いつめられるお姫ひめ様を救うための物語。

　騎き士しや王子が颯さつ爽そうとあらわれ、姫ひめ君ぎみが無事助けられて物語は閉じられる。

　しかしそんな妄もう想そうも長くはつづけられず、疲れた体はすぐに深い眠ねむりに落ちていった。

　部屋でひとりになったときに恐く感じた事件のことも、まだ会えぬ冬馬へ気持ちを馳はせることでまぎれてしまった。
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　翌朝、早くに目を覚ましていた佳乃子は、身支度に時間がかかりすぎてしまい、柱時計を見て慌あわてた。

「うわっ、急がないと！　早起きしたのに、どうしてこのリボン縦になっちゃうの～」

　これまでも滞たい在ざい先によっては、早朝から家事を手伝うことは多かった。

　だが女学校に向かう今朝は、半はん襟えりや帯のひとつひとつ、髪かみのリボンの結び目までが気になってひどく手間取ってしまった。

　ようやくリボンがちゃんと結べて、急ぎ足で母屋に向かう。

　途と中ちゆう、隣となりの部屋をのぞくとすでに父の布団はあげられたあとで、居間にも姿はない。

　どうやら朝食より先に、仕事場となる土蔵のようすを見に行ったようだ。

　母屋にある台所に入ったところで、佳乃子は驚おどろいて足を止めた。

「お、おはようございます」

　左手の壁かべ際ぎわにある竈かまどから、すでに米が炊たきあがる匂においがしていた。

　そこには袴はかま姿すがたの書生のような出いで立ちの青年が、前まえ掛かけをつけて鍋なべの前に立っている。

　どうやら長男の千春が、すでに台所にいるようだ。

「おはようございます、ごめんなさい。遅おそくなってしまって」

「おはようー。昨日はちゃんと眠れた？　どう、佳乃子ちゃんもアジ食べる？」

　七輪の前で不器用に菜さい箸ばしを使って魚を返そうとしている千春に、佳乃子ははっと我に返る。

「はい。しっかり休みました。お魚もいただきます。けど私に代わってくださいな。すぐに支し度たくしちゃいますから」

「えっ、ほんとに？」

　千春はどこか嬉うれしそうに前掛けをひるがえして振ふり返ると、佳乃子に菜箸を渡してくれる。

「そっかぁ、可愛かわいい女の子に朝食支度してもらえるなんてさ、嬉しいなぁ～。癒いやされるね！　今日から登校だよね、制服似合ってるよ」

　軽かろやかな口調で、嬉しくなるような言葉を連ねる千春は、口の端はしをきゅっとつりあげ妙みように愛あい嬌きようがあった。

　その気さくな人ひと柄がらに、佳乃子はつられて微笑ほほえむ。

「じゃあ、俺は先に漬つけ物を出しておくね。じきに叔父おじ貴き……深左緒さんもくるはずだから、君のお父さんの分とあわせて、食事は四人分用意してもらえると嬉しいな。あ、それともうひとつ、女学校にいくならお昼に食べられるものを持っていったほうがいいよ。なにか用意できそう？」

　弁当が必要なのだと言われて、佳乃子は釜かまのご飯をのぞかせてもらった。

「少しお米をいただければ、おにぎりにします」

　佳乃子の返事にうなずきつつ、千春はいそいそと箸やおひつを座ざ敷しきへ運んでいく。

　これまであちこちの屋や敷しきで過ごしてきたこともあり、佳乃子は慣れない台所であってもさほど戸と惑まどうことはなかった。

　なにより女中であるフミはきれい好きなのだろう。収納されている食器や調味料は整理され、じつに使い勝手のいい場所に納められている。

　アジをほどよく炙あぶったところで、佳乃子は竈に置かれた鍋に気づいた。

　フタを開けると油あぶら揚あげと大根の味み噌そ汁しるがあり、こちらは火を入れて温め直す。

　二度ほど往復して、すべてを運び終える頃には、座敷に父の姿があった。

　その隣には、いつの間に訪おとずれたのか、スーツをぴしりと着た深左緒の姿もある。

　佳乃子と父、深左緒と千春が揃そろったところで食事となった。

「いただきます」

　大きな食しよく卓たくを囲み、めいめいが食事をはじめる。

　頭から尾おっぽまで、アジのひらきを綺麗に食べきった千春が、少し悲しそうに味み噌そ汁しる椀わんを見つめている。どうやらかなりの猫ねこ舌じたらしい。

　食後のお茶を出す前に、佳乃子は千春のお茶だけ少し水を足してから渡すことにした。

「佳乃子さんが、すっかりなじんで見えるから安心したよ」

　満足そうに口にする深左緒に、佳乃子はふと気になって問いかけた。

「あの……冬馬さんは朝食にいらっしゃらないんですか？」

　深左緒は、おやと言うように眉まゆをあげて湯飲みを置く。

「そうか、冬馬とはまだ会えてなかったのか。この頃ごろは迎むかえの友人がきて出ていくんだが、たいてい朝が早いからね。私も一いつ緒しよに朝食をとれなくて残念だ」

　心底残念そうな口調からして、本当に深左緒は末っ子が大切なのだろう。

「ちなみに、今日から佳乃子さんが通うのは、小こ石いし川かわにある花はな崗おか女学園だ。四年生に編入することになる。新しい学年が始まったところだから、時期も良かった。今日はこのあと私と一緒に学園に向かうことにしよう。でも、明日からの登下校は冬馬としてもらうことになるかな」

「冬馬さんと……？」

「あぁ、学校が近いはずだから、今日にも会えるかもしれないな」

　佳乃子の疑問に、深左緒に代わるようにして千春が口をひらいた。

「そのことだけど……登下校の注意のことは、ちゃんと話しておいたほうがいいと思う」

「千春、朝からそんな話はよしなさ──…」

「いいえ、いまだから話しておくべきだ。昨日、佳乃子ちゃんが百貨店であった事件のことも、登下校に無関係とはいいきれません」

　猫舌っぷりを披ひ露ろうしていたのと同一人物とは思えない、知的さを浮うかべた表情で千春は語る。

　学校に通わせる以上、ずっと見守っていられはしないのだと、千春は現実をつきつける。

「帝てい都とは人が多い都市だから、治安が万ばん全ぜんとはいかない面があってね……それでなくても猟りよう奇き的な事件がこのところ増えた。昨日佳乃子ちゃんが遭そう遇ぐうしたのは、『薔[image: ]ばら殺人』だとか『心臓泥どろ棒ぼう』ともいわれてる」

　千春の言葉に、佳乃子は硬かたい表情でうなずいた。

「『薔[image: ]殺人』なんて妙な名めい称しようがついたのは、犠ぎ牲せい者しやの女性の胸部の状態からだ。遺体はどれも心臓をまるごとえぐり取られている。狙ねらわれたのは全員が未み婚こん女性で、地位や財産を持った家いえ柄がらの人ばかりだよ」

　佳乃子は昨日の百貨店で見たものを思い出した。

　ぞっとする光景だったが、思えば殺された女性の胸むな元もとに薔[image: ]があると自分も見誤った。

　あれは、胸をえぐられていたからなのだ。

　長野にいたときにも、強ごう盗とうや物取りなど犯罪は起きていたが、学校に通うのに送おくり迎えが必要な状じよう況きようというのは考えもよらないものだった。

　交かわされる会話に佳乃子の父も不安になったのか、わずかに身を乗りだす。

「こうした猟奇的な事件が帝都では増えていると、どうして？」

　もはや隠かくすことでもないと、深左緒が口をひらいた。

「そうですね。ここ一年ぐらいで外国から多く人がやってくるようになって、帝都には人や物があふれています。それだけ金銭も動いて、人の欲よつ求きゆうが膨ふくらむのかもしれません」

　深左緒の言葉に、千春が深刻そうな表情でうなずいているところを見ると、新聞でも事件の記事を取り扱あつかったりするのだろう。

「もちろん、警察や関連組織が全力で調査に臨のぞんでいるけれどね。だから明日以降の登下校はひとりでしないように、佳乃子さんには気をつけてもらいたい」

「わかりました」

　昨日、被ひ害がい者しやを目の前で見てしまったばかりの佳乃子は、うなずくしかない。

　話しこんでいるうちに、時間が押し迫せまっていたようだ。深左緒にうながされ、佳乃子は慌てて鞄かばんを手にした。

「それでは、行ってまいります！」

　父親と千春に頭を下げると、佳乃子は深左緒と共に赤枝家を出た。

　門の外に止められていた箱型のフォードに乗りこむと、赤枝家からそう離はなれていない女学校まで向かうことになった。

「今日だけは、行き帰りとも私の車で通ってもらうことになる。普ふ段だんの通学は歩いて通える距きよ離りだし、冬馬との登下校では市電に乗ってもいい」

「ありがとうございます。あの、ひとつだけお願いがあるんですけれど……」

「なにかな？」

　首を傾かしげる深左緒に、佳乃子は思い切って切り出した。

「赤枝家では皆みなさんお仕事をしていらっしゃいますし、朝食の支度や片付けを任せていただきたいんです。フミさんがいない間、お家うちのことを少しでも手伝わせていただいてお役に立ちたいので」

「そうか、まぁ佳乃子さんの気づかいはありがたいことだし、甥おいたちも喜ぶだろう。……ただ、お父様に仕事は依い頼らいしたが、君まで雇やとったつもりはないんだ」

　佳乃子の申し出を吟ぎん味みする深左緒には、人を使う側に立つ人間の空気が感じられる。

　彼にとって自分は雇こ用ようする人材ではなく、庇ひ護ごすべきお嬢じようさんなのかもしれない。

「私では頼たよりないかもしれませんが、いまのままではお客さんみたいで、かえって落ち着かないんです。学校に通わせていただけるのですから、せめて家事を手伝わせてください」

　必死に言いつのる佳乃子に、深左緒は興味深げに瞬まばたきを繰くり返す。

「なるほど、君は経済観念も持ち合わせているようだ。……わかった。そのほうが、君があの家で過ごしやすくなるのならばそうしてもらおうか。ただし、なにか不都合があったときには遠えん慮りよなく相談して、我が慢まんするようなことはしないでくれ」

「はい、ありがとうございます」

　佳乃子はほっとして礼を告げると、車のシートに背をもたせかける。窓の外に目をやるうち、過ぎる光景に目を奪うばわれてしまった。

　市電や車が行き交かう通りは、朝の混雑で渋じゆう滞たいを起こし、その横をすり抜ぬけていく自転車にまたがった女学生の姿もちらほら目につく。

　さらに道沿いにぎっしりと家々や商店があることが、佳乃子には驚おどろきだった。

　これまでいた蓼科では、駅の周辺を離れると、広がる農場にまばらにある民家や、大きな別べつ荘そうが目につくばかりで、商店の数はさほど多くなかった。

　やがて学園の前に車が止められ、車から降りた佳乃子は、自分がひどく場ば違ちがいなところへきてしまったことに気づく。

　校門は美しいブロンズ彫ちよう刻こくの花模様で飾かざりつけられ、立派な門柱に『花崗女学園』と学校名が掲かかげられている。ここはあきらかに佳乃子が知っている学校とは別のものだ。

　高さのある門もん扉ぴの周囲には桜が幾いく本も植えられ、花びらが降るように舞まっている。

「おはようございます」

　校門を過ぎゆく少女たちは、誰だれもが上品に制服を着こなし、とりどりの花のようにそよそよと挨あい拶さつをして入っていく。

「お……、おはようございます」

　──なんとなく予感はあったけど、ここって深左緒さんが選んだ学校なのよね。やっぱりちゃんとしたお嬢じよう様さまばっかり……ひょっとしなくても、私ものすごく浮いてない!?　はっ、でもこの学園こそ乙女おとめの園そのよ……見たくてたまらなかった、本物の乙女がここにいるはず。

「佳乃子さん？　学園長へご挨拶に参りましょう」

　颯さつ爽そうと学園の中へと入っていく深左緒に、近くを歩く女学生が残らず振ふり返った。

　今日は紺こん地じにストライプの細身のスーツで、さらに引き締しまった印象に見える。すらりとした深左緒の背中に、女生徒たちの熱い視線がいっせいに注がれているのがわかった。

　佳乃子は身を縮めるようにして、深左緒のあとをついていく。

　すれ違ちがう誰もが、生まれながらのお嬢様なのだと思うとひどく気き後おくれした。

　深左緒は人から見られることに慣れているのか、まったく動じることなく校舎へ入ると、案内が出ている学園長室へ向かった。

　ノックの後、入室が許されると佳乃子の喉のどは緊きん張ちように音を立てそうになる。

「おはようございます。本日からこちらでお世話になる、羽原佳乃子さんです」

　深左緒に紹しよう介かいされ、佳乃子は深々と頭を下げる。

　だがそれに負けない勢いで、年かさの女性もお辞じ儀ぎをした。

　もちろん佳乃子にではなく深左緒にだ。

「こちらこそ、お待ちしておりました。当学園が赤枝様のお眼鏡にかなうとは、大変光栄に思っておりますわ」

「私とご縁えんの深い、大切なお嬢さんですのでね。こちらの花崗女学園で学ばせていただければ間ま違ちがいはないと、信念をもって彼女をお預けしたいのです」

　恐きよう縮しゆくしきりの学園長と深左緒の間で交わされる会話に、大人のやりとりをひしひしと感じて、佳乃子は頰ほおを引きつらせながらソファに座っているしかない。

　ややあって学園長室の扉とびらが叩たたかれる気配に、「入りなさい」と学園長が応じると扉がひらかれた。

　そこに立っていたのは、ひとりの女生徒だ。

　すんなりとした、白い鳥のような美しさに目が留まる。

「失礼いたします。四年藤ふじ組の九く条じよう小さ夜よです」

「いらしてくださったのね。今日から貴女あなたとクラスメイトになる、羽原佳乃子さんよ。委員長の九条さんが教室へ案内してくださる？」

「喜んで、ご一いつ緒しよしますわ」

　教師に向かって会え釈しやくすると、小夜は佳乃子を招くように体を扉の外へと傾かたむけた。

　佳乃子は退出する前に、扉の前で深左緒に向かって深く頭を下げた。

「深左緒さん、今朝は送っていただいてありがとうございました。本当に感謝しています」

　学園長先生にも会釈をして部屋を出ると、廊ろう下かを少し歩いたところで「少しお聞きしたいのだけれど」と、小夜が突とつ然ぜん口にして立ち止まった。

　紺地に桜柄がらの着物の小夜は、艶つややかな黒くろ髪かみと白い肌はだが印象的だ。

　にこりともしない表情は人形のように整っているが、感情が見えずどこか近づきがたい。

　長いまつげを伏ふせがちに、佳乃子のことを観察すると問いかけた。

「羽原さんは、どちらの学校からいらしたの？」

「あ……あの、私はまだ東京へきたばかりで、学校はこれまで実科にしかいったことがないの」

　目の前の委員長がまとう硬こう質しつな空気に気け圧おされつつ、佳乃子は正直に答えた。

「そうなの。でしたら失礼なようだけど、学園ここでの授業に追いつかれるのは大変だと思うわ」

　きっぱりと口にする小夜は、遠慮のない性格のようだ。だが、その口調に棘とげはなく、淡たん々たんと事実を告げられただけだとわかる。

「そう、ですか」

　やはりと思いつつ、教室に向かう足が鈍にぶりそうになった佳乃子だったが、状じよう況きようはそれほど悪くないと思い直す。

　なにより赤枝家にいる間、毎日女学校に通えと深左緒は言ってくれたのだ。

　赤枝家での労働を強しいられるでもなく制服まで揃そろえてもらった。

　だとすれば、自分も恥はずかしくない態度で学問に向かうべきだろう。

「少しでも、皆さんや九条さんに追いつけるように努力するわ」

　決意をこめた言葉に、小夜がふっと空気をやわらげた。

「いいわ……私は委員長だから、疑問や教科書について聞きたいことがあれば、いつでも声をかけてくれてかまわない。今日からクラスメイトですもの、『九条さん』なんておやめになって、私のことは『小夜』と呼んでちょうだい」

　淡々とした口調とは裏腹の親切な言葉に、佳乃子はきょとんとしてしまった。

　よく見ると、小夜の黒曜石のような眼まな差ざしには温かさが宿っている。

「ありがとう。私、今日は朝からここにくるのが楽しみだけど不安で、ときめくのにとても恐こわくて……もう、大変だったの！　私のことも、佳乃子って呼んでくれたら嬉うれしいわ」

　嬉しさのあまり一気に口にして、佳乃子ははっと言葉を切った。

「ごめんなさい、ずうずうしかったかしら？」

　すると初めて小夜はほんのりと笑った。綺き麗れいな面おも立だちが思わぬ愛らしさに彩いろどられる。

「いいえ、楽しいのね佳乃子さんて。貴女みたいな人、私は好きよ。きて、教室へ行く前に面おも白しろいところへ連れて行ってあげる。きっと緊張もなくなるわ」

　小夜から名を呼んでもらい、さらりと口にされた「好きよ」という言葉に佳乃子の胸はどきりとする。

　人形のように整いすぎて感じられた小夜の美び貌ぼうだったが、こうして話してみると少しだけ距きよ離りが近くなった気がした。

　──小夜さんて、表情からはわかりにくいけど、本当に親切な人なのかも。でも見み透すかすみたいにまっすぐな目をしてるから、つい緊張しちゃうのね。

　小夜は廊下を歩くとそのまま渡わたり廊下へ向かい、裏庭らしき場所へと出て行く。

　まだ授業が始まるまで時間があるのか、校庭には女生徒の姿があり、校舎の窓から顔をのぞかせて談だん笑しようする顔もある。

　同じ年頃ごろの裕ゆう福ふくな家いえ柄がらの子女ばかりが集つどうさまは、どこかまぶしい眺ながめだ。

　とりどりの着物の柄と半はん襟えりが華はなやかで、そこかしこに花が咲さいているようだった。

　佳乃子はつい記き憶おくに鮮あざやかな一節を口ずさむ。

「春におとずれし我が楽園よ……重ねられた花びらの、天てん蓋がいのもと手招く君よ……甘く誘いざなうことなかれ──」

　するとはっとしたように小夜がこちらに視線を向け、すっと唇くちびるを動かした。

「我は憐あわれな花はな盗ぬす人びと。永遠に花乞こいさすらう憐れな恋こい人びと」

　つづけて小夜が口にしたのは、佳乃子が知る乙女小説の一節とまったく同じものだった。

「木き家や多た実み恵えの『春しゆん宵しようの恋人』ね」

「そうなの、私あの物語が大好きで」

　どうやら小夜も乙女小説を好むらしいと知り、佳乃子は嬉しくなった。

　小夜は迷いのない足取りで、正門とは真逆にある裏門らしき場所へと近づいていく。

「小夜さん？　一体どこに──」

　佳乃子の問いかけに小夜は、「しっ」と指を立てる仕草で振り返る。

「んん？」

　どうやら行く先には椿つばきの垣かきがあり、すぐそばに身を潜ひそめているようすの女生徒が数人見えた。

　──あの人たち、こんなところで何してるんだろ？

　どうやら垣かき根ねが切れている付近を、熱心にのぞきこんでいるようだ。

　背後に近づいて佳乃子も隙すき間まに視線をやると、どうやら垣根の向こう側には道があり、女学校と面した通りを仕切る鉄てつ柵さくが見えた。

　ぞろぞろと歩く人ひと影かげに気づいて視線をあげると、道をいくのは男子学生のようだ。

　学ランを着て、靴くつや下げ駄たを履はいた青年たちが足早に歩いている。

「ここはね、隣となりの敷しき地ちにある明めい薫くん中学の通学路なの。学校の庭で花を愛めでている私たちは、偶ぐう然ぜん彼らの姿を見かけてしまうこともあるという場所ね」

　すまして答える小夜の口調から、どうやら花崗女学園の生徒にあるまじき行こう為いだが、美しく正当化されているらしいと佳乃子も悟さとる。

　──つまり目の保養というか。花を愛でるに似た楽しみというわけね。

　そのとき垣根に群がっていた女生徒たちが、「きゃあ」とさざめきをあげて、いっそう寄り集まる。

　佳乃子も人だかりの隙間に目をやると、通りかかったのは将校服に身を包んだ長身の青年と、学ラン姿のふたり連れだった。

「う……わ、格かつ好こいい」

　頭がなにか考えるより先に、ぽろりと言葉がこぼれる。

　周囲の人間より頭ひとつは背が高い将校は、彫ほりのはっきりとした男らしい面立ちだ。

　すっきりと伸のびた背に、広い肩かた、緩ゆるんだところのない将校姿は、誰だれがみても目を留めずにはおかないだろう。

　どうやら目の前の女学生たちも、彼のことを目当てにしている者が多そうだ。

　小声でささやかれる言葉のなかに、「……赤枝様の」と耳慣れた名前が聞こえて佳乃子ははっとする。

　──赤枝……って、そういえば学校へいけば冬馬さんに会えるかもしれないって、深左緒さんがいってたけど……。

　通わせてもらう女学校の近くに、冬馬の通う中学があると聞いていたことを思い出す。

　目の前を行く軍服姿の将校は、まさに佳乃子が脳のう裏りで描えがいてきた理想の王子様像そのものだった。

　明るい肌の色、色素の薄うすい髪かみや瞳ひとみはやや日本人離ばなれして美しく、まるで異国の本に登場する王子のようだ。そのとき将校の隣を歩く学生服の青年が、ふっと足を止めた。

　それにつられたように将校も歩みを止め、こちらに視線を向ける。

　すっと体の向きを変えると軍ぐん靴かを鳴らし、将校がまっすぐこちらに近づいてきた。

　周囲の女生徒たちが水が引くように遠巻きになるなか、取り残された佳乃子は将校と向かいあう形になり軽く動転した。

「おはようございます」

「ぅ、あ……は、おはようございます」

　挨あい拶さつまで底そこ抜ぬけにさわやかな相手の声に、慌あわてた佳乃子は奇き妙みような返事をしてしまった。

　将校は垣根のさらに前方を指さして促うながすようにうなずく。

　どうやらそこへ来て欲しいということらしい。

　背後を振ふり返ると、小夜が怪け訝げんそうな視線を向けている。

「殿との方がたからこちらに近づいてくるなんて、不ふ審しん者ならすぐに通報するけれど、佳乃子さんのお知り合い？」

　その言葉が聞こえたのか、将校はやや挑ちよう戦せん的な光を目に浮うかべて小夜に話しかける。

「貴女あなたが真のご令れい嬢じようならば、私の姿をご覧になって不審者などと口にはできぬはず。お名前は？」

「朝っぱらから、女学校の垣かき根ね越ごしに話しかける紳しん士しになど、名乗る名はございませんわ」

　つんと鼻先をあげて、小夜は背の高い将校をにらみつける。双そう方ほうが並外れた美男子と美少女だけに大変な迫はく力りよくだ。

　もはや完全に蚊帳かやの外になっていた佳乃子は、はっと我に返り小夜の着物の袖そでを引く。

「ま、待って。不審者じゃないはず……。知り合い……というか、お世話になっているお家うちの関係者だと思うの」

「では、話は手短に願いますわ。あと少しすれば始業になってしまいますもの」

　佳乃子にそう告げると、小夜は再度将校姿の青年をきっとにらみつける。

「いいこと、貴方あなたがたが少しでも佳乃子さんに妙みようなことをすれば、地の果てまで追い詰つめますわ。脅おどしなどではなくてよ」

　なんとも恐おそろしい言葉を口にして、小夜は佳乃子を送り出してくれた。

　──そうよね。ここはお嬢じよう様さまが通う学校なんだもの、公道で男の人とお話しするのはやっぱり問題なんだわ。

　佳乃子が周囲の女生徒から、羨せん望ぼうの眼差しとささやきを全身に浴びつつ垣根の先へ向かうと、校務員が使う小さな木製の扉とびらを見つける。押してみると扉は軽々とひらかれた。

　将校もそこまで歩いてきてくれたようだ。

　通りに出て長身の将校を見上げた佳乃子は、異国の彫ちよう像ぞうを思わせる堂々たる体たい軀くに圧あつ倒とうされる。

　──私も背は高いほうだけど、この人ほんとに大きい……。それに、やっぱり王子様みたい……朝日にキラキラして見えるもの。

「初めまして。あの、私は羽原──」
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「佳乃子さん、でしょう？」

　相手に突とつ然ぜん名を呼ばれ、佳乃子の胸はさらに動どう悸きが速まった。

　──な、なんで私の名前を知ってるの!?

「あの……ひょっとして、私のことをご存じなのは、まさか、貴方が冬馬さん？」

　口では問いかけながらも、冬馬は学生だと聞いていなかったか？　と、佳乃子は引っかかる。

　すると将校は、「あぁ」と言いたげに眉まゆをかすかにあげた。

「私の名は風かざ戸と理り津つだ。冬馬というのは、彼のことかな？」

　口にして、すっと肩を引いたかと思うと、将校の傍かたわらに学生服姿の青年がいた。

　──え、人!?　そうだ……もうひとりいたんだった！

　恐ろしいことに、そう言われるまで将校の陰かげにもうひとり人がいることを、佳乃子はすっかり失念してしまっていた。

　そこに立つ人物は、艶つやのある黒くろ髪かみがややうっとうしげに右目を隠かくして見える。

　佳乃子より上背はあるが、猫ねこ背ぜに見える背中と薄い体軀は華きや奢しやだ。

「……え、……冬馬さん？……って、貴方が!?」

　口にした瞬しゆん間かん、ざっと春風が強く吹ふきつけ、薄うす紅べにの花びらを足もとから舞まいあげる。

　向き合って立つ冬馬の前まえ髪がみが風にあおられ、涼すずしげな瞳があらわになった。

　佳乃子の胸中と脳裏によぎったのは、極きよく端たんなふたつの感情だった。

　この人が長年想おもってきた王子様なのかという驚きよう愕がくと、なつかしさに心が震ふるえる。

　声がつまり、言葉がうまくかけられない。

　──思い描いていたのと全然違ちがう……違った。でも、明るい色の右目……覚えてる、あの日はとても寒い日で……。

　幼い頃ころ、雪のなかで出会った男の子は、はっとするほど綺き麗れいだった。

　一いつ瞬しゆんだけあらわになった面おも立だちに目を惹ひきつけられたが、その青年はどこか得体の知れない雰ふん囲い気きをまとっている。

　思い起こせば、昨夜庭で見かけた人影もほっそりしていた。ますます目の前の青年が冬馬なのだと佳乃子も認めざるを得ない。

　うろたえて視線を泳がせる佳乃子に、冬馬だと言われた青年が近づいてくる。

「あの私、昨日から赤枝の家にお世話になっていて……ひ、久しぶり、よね？」

　かすかに前髪が揺ゆれて、冬馬がうなずいたのだろうかと思う。

　長い前髪ではっきりしないが、やはり左右の目の色がやや違うように見えた。

　冬馬はじっとこちらを見つめてかすかに首を傾かしげると、すっと伸ばした指先で佳乃子の右みぎ肩かたを指さした。

「相変わらず、ついてるね」

「え、あの。ゴミかなんか……」

　身だしなみは確かめてきたのにと慌てる佳乃子に、冬馬は違うと首を振って、ふたたび口をひらいた。

「違う。だから、憑かれてるよって」

「別に疲つかれてなんか──」

　戸と惑まどう佳乃子の前で、将校姿の男がかすかに笑いを堪こらえるように口を挟はさむ。

「察しの悪いお嬢じようさんだな。つまり冬馬は、貴女に人でないなにかが、とり憑いているといっているんだ」

　さわやかな朝の通学路で、突然そう宣言されて納なつ得とくできるものではない。

　佳乃子は気味が悪くなって、自分の肩あたりを手ではらいつつ、思わず背後をふり返る。

「とっ、とり憑くとか！　……そんなこと、突然いわれても困ります」

「え……それはつまり、なにか準備をしてからとかそういう──」

　戸惑い気味に冬馬に問い返されて、佳乃子は恐きよう怖ふより怒いかりが打ち勝った。

「そういう問題じゃないでしょう！　どういったって、駄だ目めでしかないわよ」

　佳乃子と冬馬の傍らで、風戸理津と名乗った将校は耐たえられないとばかりに吹き出して半身をそらしている。

「いっておくと、貴女がなにを憑けているのか俺にはわからんが、それは冬馬のせいじゃない。彼は親切で貴女に忠告してやってるんだ」

　先ほどの紳士的な口調をがらりと変えて告げられた言葉に、尊大な印象と軽く威い圧あつ感かんを覚えて、佳乃子はわずかに肩を引いた。

「理津、笑うな」

　冬馬は将校をとがめつつ、しばし佳乃子の足あし下もとに視線をさまよわせると、手をひらいたり握にぎったりしている。

「つまり……そうじゃなくて、憑いてるから僕が──」

　まだ恐こわい言葉を口にする冬馬に、佳乃子は聞きたくなくて声を荒あらげた。

「憑いてるとか、憑いてないとか……縁えん起ぎ悪いことばっかりいわないで！」

　──こんなの、だいなしだわ……帝てい都とで冬馬さんと再会できたらどんなに嬉うれしいかと思ってたのに、なんでこんな話……。

「ちっとも、ロマンチックじゃない」

　思わずつぶやいて、混乱する気持ちを冬馬にぶつける。

　すると、向かいに立つ冬馬が「ろまん？」と首を傾げた。その背後に、小夜が駆かけ寄ってくるのが見える。

「貴方たち、佳乃子さんになにかしたの？」

　佳乃子の顔色になにごとか気づいたのだろう。小夜がひやりとする声で問いかけると、将校は分が悪いというように、冬馬の襟えり首くびをひょいと引く。

「あぁ、もうおいとまするとしよう。こちらも彼を学校へ届けないといけないんだ」

　そう口にすると、将校は冬馬を連れ、さっさと中学の正門へと向かって歩き出した。

「佳乃子さん、無事かしら？」

「あっ、ううん。なにかされたわけじゃないの。小夜さんこそ、迎むかえにきてもらっちゃってごめんなさい。行きましょう」

　始業前には戻もどらねばと、佳乃子と小夜は急いで女学校の校舎へ戻ることにした。

　足早なふたりの勢いに押されたのか、固かた唾ずを吞のんでようすを見守っていた女生徒たちは、佳乃子への質問を飲みこむと、ばらばらと校庭へ散っていく。

　小夜と連れだって教室に入った佳乃子を待ち受けていたのは、新たな好こう奇きの視線だった。

　どうやら学校に付き添そってきてくれた深左緒が、赤枝財ざい閥ばつの人間だと知っている生徒がいたようだ。

　質問攻ぜめにあいそうな予感がして、佳乃子はそっとため息をついた。
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　佳乃子と別れたあと、よろよろとした足取りで正門へと向かう冬馬に、将校姿の風戸理津が問いかける。

「冬馬。いまの娘むすめ、憑き物の話ぐらいであの反応、ずいぶんひ弱そうだぞ。赤枝家でやっていけるとは思えないな……。それに久々の再会だというのに、あんなに怒おこらせてよかったのか？」

「……いいわけないだろ。僕がああいうこという前に止めるのが、理津の役目じゃないのか？」

　きっと顔をあげた冬馬は、将校を呼び捨てにしてにらみつける。

「そんな重大任務、俺には到とう底ていつとまるまいよ」

　ほんのり意地悪く笑えんで、理津は我関せずとばかりにそっぽを向いた。

「冬馬の大事な女性が、赤枝の家に滞たい在ざいすると聞いたときから興味はあったが、それがあの娘か……ふん、なるほどな」

「娘っていうな、羽原佳乃子さんだ」

「お前の初はつ恋こいの人だとか」

「初恋っ……とかいうな、命の恩人だ」

　ぐ、と言葉に詰つまりそうになりつつ、冬馬は唇くちびるを嚙かみしめる。

　自分がにらみつけたぐらいでは、髪かみの一筋も揺るがないだろう理津の堂々たる受け答えに、冬馬の心は折れそうだ。理津は前を見つめたまま不ふ機き嫌げんそうに眉をひそめる。

「まったく、お前のそれ……不器用通り越こしてるな。だいたい、日ひ頃ごろからあれだけ女学生の衆目にさらされて、まだ緊きん張ちようするのか？」

　理津の言葉に冬馬の肩がぴくりと揺れ、不満もあらわに顔をあげた。

　自分より理津が年上だということを差し引いても、その男性的な魅み力りよくにあふれた顔立ちと、貴族のような風格ある立ち姿に、天の不公平さを感じずにはいられない。

「その九割は理津、お前を見てるんだ」

　先ほどの佳乃子の驚おどろいた顔を思い出せば、あからさまにわかっていることだ。

「まぁ、そういじけるな」

「学校で僕がなんていわれてるか知ってるだろ」

「あー……『影かげ薄うすい、根暗、挙動不ふ審しん』──」

　事実を口にする理津の隣となりで、冬馬の頭が徐じよ々じよにうなだれていく。

「人にいわせて落ちこむぐらいなら、お前を不快にする不届きな輩やからを片っ端ぱしから叩たたきのめしておくとするか」

　腰こしの軍刀に手をかけて校内に押しかけそうな理津を、冬馬はなんとか押しとどめる。

「困る、そういうのほんと困るから！」

　幼い頃にも、冬馬を馬ば鹿かにした相手を打ちのめしたことがあるのだ。理津がどこまで本気なのかわからず、冬馬は戦せん慄りつしながらため息をつく。

「でも……さっきのは僕がまずい」

「もちろん。うまくはないだろうが、事実ならば仕方ないだろう」

「昔から、彼女が恐がりだって知ってた。けど……相変わらずあれこれ憑けてるから、つい懐なつかしくなって……」

「それは……懐かしむところか？　でも、彼女の家はそうではないんだろう？」

　理津の言葉に、冬馬はふっと顔をあげた。

　落ちこんでる場合ではない。せっかく十年の時を経て、羽原佳乃子との再会が叶かなったのだ。

　もう会うことはできないかもしれないと思っていただけに、佳乃子とどんな言葉を交かわせばいいのか戸惑いすぎて、結局相手を怒らせてしまった。

「彼女がそうでもどうでも関係ないよ。僕は佳乃子さんに命を救われた……大事なのはそのことだ」

　そんな冬馬の胸むな元もとに、理津はトンと手の甲こうで触ふれた。

「お前の気持ちももちろん大事だが、忘れるなよ。俺は風戸家の人間で、いつだってお前のそばにいる。冬馬の盾たてとなり支えていくことが務めだ。彼女がお前にとって、毒か薬か見定める必要がある」

「理津……」

　日頃の軽かろやかな口調とは違ちがう声こわ音ねで忠誠を誓ちかう理津に、冬馬は沈ちん黙もくで応こたえることしかできない。額にうっとうしくかかる前まえ髪がみの下で、冬馬は右目をぎゅっと押さえた。

「冬馬……？」

　理津の呼びかけを冬馬は軽く手で制し、「頼たよりにしてる」と小さくつぶやく。

　じきに始業の時刻を迎えるため、冬馬は理津に手をあげるとそのまま校舎へと向かった。
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　女学校で一日授業を受けてみた佳乃子の感想は、自分がついていくには相当苦労しそうな内容だということだった。

　渡わたされた教科書と教師の話に集中しすぎたのか、立ち上がると頭がふらつく。

　それでも、夕暮れの日が差す教室で終業の鐘かねの音が響ひびき、「おジャンでございます！」と生徒たちが口にするのを聞けば嬉うれしさがこみあげる。

　──すごい、学校にきてるんだなぁって思えるわ。

　東京にくる前には、自分が帝都で学校に通えるなどとは想像してもみなかった。

　しかし思ってもみない幸運には、思ってもみない状じよう況きようがてんこ盛りだ。

　なにしろ授業の合間や休み時間のたびに、「羽原さんて、赤枝様とはどういった関係でいらっしゃるの？」「朝、ご一いつ緒しよに学校へいらした方についてですけれど……」と囲まれては質問攻めにされてしまう。

　助けを求めて小夜を見ると、すっと近づいてきて「先生が渡した教材のことで呼んでいらっしゃるわ」と言い、廊ろう下かへ連れ出してくれた。

「ありがとう。でも、なんでみんな深左緒さんのことを質問するの？」

　小夜は不思議なものを見るように、しばし沈黙したあと口をひらく。

「はっきりいわせていただくわね。この女学校に通うのは、つまるところ良家の子女や商家の娘がほとんどよ。いずれ社交の場に出ることになるし、私たちの歳になれば、婚こん約やくや結けつ婚こんのお相手も意識せざるをえない。そして今朝、貴女あなたと一緒にいらした赤枝深左緒様は、赤枝財ざい閥ばつのご当主になられたばかり。しかもあの方は独身でいらっしゃるのよ」

「そっか。深左緒さんはまだ奥さんがいらっしゃらないのね」

　そのことに初めて考えが至った佳乃子に、小夜はあきれたようだ。

「のんきに納なつ得とくしてる場合じゃないのよ。つまり一部の女学生は、貴女に近づけば赤枝財閥と関かかわりが持てるか、ひいては深左緒様にお会いできるかもしれない……そんな下心があることをお忘れにならないことね」

　澄すました顔で語る小夜に、佳乃子は聞いてみる。

「じゃあ、小夜さんが私の面めん倒どうをみて下さるのも、そうした理由なの？」

「そう思われるのかしら？」

「ちっとも思えないから、不思議な気がして聞いてるの」

　正直に答えた佳乃子の言葉に満足したのか、小夜は小さく笑んでうなずいてみせる。

「そう、ならいいわ。赤枝財閥のご当主をどうにかしたければ、私は自分でなんとかしますもの。なにせ家いえ柄がらも美び貌ぼうも、持ち合わせには不自由していないから」

　黒々と艶つやのあるまつげの下から、流し目のように見つめられ、佳乃子は深く納得した。

　──うぅ、小夜さんて、なんか圧あつ倒とうされちゃう。真のお嬢じよう様さまはこうでなくっちゃ！　ほんとに高貴で、華はなのような威い厳げんがあるんだわ。なんだか物語が生まれそう……。

　これまでひたすら憧あこがれをこめて読みつづけてきた、乙女おとめ雑誌や女性誌に登場する人物と同じく、小夜には特別な魅力があった。

「そういえば、新しい学校はいかがかしら？」

　教師のように尋たずねられ、佳乃子は教室を見み渡わたして満足のため息をついた。

「……すごく、すっごく楽しいわ。人と机を並べて授業を受けられるなんて、久しぶりだもの。知らないことを教わるのってとても刺し激げき的ね」

　わきあがる喜びを口にすると、小夜がゆるやかに首をふってため息をつく。

「佳乃子さんったら、そんな笑顔を見せたりして。外の……隣の男子生徒たちがいる前だったら、たちどころに愛の告白が押し寄せてよ？」

　小夜の冗じよう談だんだとわかったが、佳乃子は苦く笑しようして自分の頰ほおを両手で押さえた。

「楽しいのでしたら良かったわ。これから、級友としてよろしくしてくださいませね」

　たおやかな声に、佳乃子は幸せを嚙みしめてうなずく。

　女学校とは勉強を教わるだけでなく、こんなに美しい人に級友と呼んでもらえるところなのだ。佳乃子はうっとりしつつ、これこそ憧れてきた帝てい都とでの生活だと実感した。

　午後の授業も終わり、一日を締しめくくる教師の話のなかで思わぬ注意が告げられた。

　このところ女学校の界かい隈わいで恐おそろしい事件が頻ひん発ぱつしているため、ひとりでの登下校をしないようにということだ。途と端たんに周囲の生徒がざわめきたつ。

「ほら、今朝も事件があったとか……」

「植物園で遺体がみつかったって……何人目の犠ぎ牲せい者しやなのかしら」

「三年生の水すい仙せん組の方が、先週から行方ゆくえしれずなのですって」

　佳乃子の周囲でも、ひそひそと女生徒が不安そうに眉まゆをひそめて言葉を交わすのが見えた。

　──まさか、私が見たのと同じ『薔[image: ]ばら殺人』ってやつかしら……それとも別の事件の話？　帝都ってそんなに毎日人が殺されてたりするの!?

　今朝千春が口にしていた通りなら、花崗女学園に通う女生徒はまさに格かつ好こうの獲え物ものなのだろう。

　学校が神経を尖とがらせるのも無理はない。

　佳乃子は小夜と連れだって下げ駄た箱ばこに向かうと、自分の履はき物の上に見慣れぬ封ふう筒とうを見つけてドキリとする。

　──ひょっとしてこれが噂うわさの……女学生の秘密の手紙交こう換かん？　でも私、今日ここにきたばかりなのに。

　佳乃子が通ったことがある実科高等女学校では、こうした習慣を目にしたことはなかったが、愛読している乙女雑誌には、女生徒同士が交わす秘密の手紙について書かれていた。

　淡あわい花はな柄がらの封筒を、佳乃子は慌あわてて鞄かばんにしまいこもうとした。

　女生徒同士が交わす親愛の言葉や詩を連ねた手紙は、誰だれにも知られぬよう、下駄箱にひっそりと置いてゆくことが決まりなのだと本にあったからだ。

　校舎を出る手前で、佳乃子の横を歩いていた小夜が、ひそっとささやいた。

「今日、近づいてきた人間のなかでも、槇まき坂さかさんには気をつけて」

　なにを言われたのかわからず佳乃子は首を傾かしげたが、小夜は急いでいるのか足早に下校していってしまった。

「槇坂……って、どの人だっけ……あ」

　鞄の中の手紙を手にすると、ふわっと花の香かおりが漂ただよう。少し大人びた香りを漂わせていた女生徒を佳乃子は思い出した。その女生徒は槇坂と名乗っていたような気もする。

　──どことなく、お姫ひめ様みたいにふんわりした髪かみの人だったような。

　淡い黄色地の銘めい仙せんには蝶ちようが描えがかれ、市松の半はん襟えりを合わせた衣装の女生徒がいた。

　都会の女学校にはやはりお洒落しやれな人がいるものだと、感心したのを覚えている。

「でも、気をつけてってどういうことなの？」

　お嬢様たちの事情は複雑そうで、学校初日の自分には計り知れないと、佳乃子は短くため息をつく。

　校門を出ると、初日は送り迎むかえをすると深左緒が言っていたとおり、行きと同じ車が校門からやや離はなれた位置で待っていた。




　赤枝家には、日暮れを迎える時刻に帰宅した。車で送ってくれた深左緒が、離れに大量の箱を運びこませるのに佳乃子は困こん惑わくする。

「あの……深左緒さん、これは？」

「昨日、百貨店で買い入れた品を届けさせたんだ。これから佳乃子さんが花崗女学園に通い、帝都で生活するために必要なものだよ」

　遠えん慮りよを許さない、当たり前のことを告げる口調で深左緒は説明してくれた。

　昨日佳乃子が目にした、着物や靴くつが収められた綺き麗れいな包みは、とても高価なものだとわかる。

　気おくれしたものの、深左緒の立場や態度から、ここで遠慮の押し問答をするほうがかえって失礼なのだと気づいて、佳乃子はすっと頭を下げた。

「あの……本当に、とても嬉しいです。ありがとうございます」

　丁寧に礼を告げて、あとで父にも報告しなければと思いながら部屋に戻もどる。

　贈おくられた衣服の箱はまだ自分の物とも思えず、すぐに手を触ふれることができない。

　窓の外の日の傾かたむき具合に気づいて、佳乃子は普ふ段だん着ぎの銘仙に着き替がえた。

　鳥の子色の着物の袖そでを留め、前まえ掛かけをつけて部屋を出る。

　──食事の支し度たくをしちゃわないとね。台所は朝に見てるし、手早くできそう。

　思った通り、台所にはすでに女中のフミが作っていってくれた、総菜の数々が用意されていた。

「さぁ、やるわよ！」

　佳乃子は鍋なべをのぞき、品数に必要な皿を棚たなで確かく認にんしながら料理を温め直していく。

　根菜の煮に物ものから豆とう腐ふの和あえ物といったなじみ深いおかずから、別の皿には焼いた鶏とり肉にくや、日ひ頃ごろあまり目にしない、苺いちごや桃ももといった果物が盛りつけられた皿まである。

「なんだか、すごいごちそうが用意されてるのね」

　それとも赤枝家では、これが普段の食事なのだろうか。

　野菜が棚に置かれているのが目に留まり、かなりたくさんキャベツがあることに気づく。

「そっか。春だといただきもので、キャベツがたくさんになっちゃったりするのよね」

　副菜をもう一品ぐらい作ってしまおうかと、佳乃子は包丁を握にぎった。

　そのとき入り口ののれんが揺ゆれ、思わぬ人物が顔を出す。そこに立っているのは、制服姿の冬馬だ。

　──当たり前だけど、そりゃ冬馬さんだってこの家に帰ってくるのよね。

　朝に怒ど鳴なりつけて別れたままになっていただけに、佳乃子は非常に気まずかった。

「……………………」

　しかし沈ちん黙もくをつづける冬馬に、佳乃子はしびれを切らして問いかける。

「あの、どうかしたの？　夕ゆう餉げの支度ならあと少しかかるわよ」

「フミさんがまだいるのかと思って……君だったから、びっくりした」

　どうやら佳乃子が台所にいるとは思わなかったらしい。

「ごめん」

「え？」

　唐とう突とつに謝られ、佳乃子はなにを言われたのかわからない。

「朝のこと……恐こわがらせたいわけじゃなくて。でも憑つかれやすいのはほんとで、だから昨夜も──」

「や、やめて。十分恐いから！」

　冬馬に悪気はなくともその言葉を止めたくて、佳乃子はとっさに遮さえぎったが、結局つづきが気になってしまう。

「……その、昨夜のってなに……？　気になるからやっぱりいって」

　ぐぐ、と力みつつ覚かく悟ごをする佳乃子との矛む盾じゆんした会話に、冬馬は困惑しつつ口をひらいた。

「えっと、その……庭に気になるモノがいたけど、もう追い出したからって伝えときたくて」

　冬馬が婉えん曲きよくに口にした『気になるモノ』が引っかかってしまい、佳乃子はじとっと冬馬をみつめる。

「追い出したってのは、つまり幽ゆう霊れいとか、目に見えないようなもの？　冬馬さんは人じゃないものが視みえてるってこと？」

　あいまいな問いかけだと思ったが、他ほかにどう聞いていいのか佳乃子にもわからない。

　冬馬は答えを探そうというのか頭上に視線をやっていたが、諦あきらめたようにうつむくと「詳くわしいことは、ここでの生活に慣れてから……」と答えた。

「なるべく、恐くないようにしてね」

　こくりとうなずく冬馬はどこか幼くも見え、佳乃子はふっと懐なつかしさがわきあがる。

　──なんだかいまのって、子供の頃ころの雰ふん囲い気きを思い出すかも。それにひょっとして……いや、しなくても、冬馬さんてすごく話し下手べたなのかしら。

　冬馬がのれんをくぐり、廊ろう下かへ出ようとしたところ、長男の千春がひょこっと顔をのぞかせた。

「あれ、なんだ～。若人わこうどたちの時間に邪じや魔ましちゃった？」

「な、なに、いってるの。……でも千春兄さんが、早くに帰宅するなんてめずらしい」

　からかいに狼ろう狽ばいする冬馬の前まえ髪がみを指ではじいて、千春は笑え顔がおを絶やさない。

「冬馬こそのんきだね。もー、大変だよ、深左緒叔父おじ貴きの厳命だってのに、夏祈は帰ってこないし……艶秋は出かけちまったからなぁ。羽原親子を囲む会、お前も盛りあげろよ」

　その言葉に佳乃子はやはり気になってしまう。

　父と自分がきたことで、夏祈や艶秋は生活を乱されて迷めい惑わくしているのかもしれない。

「あぁ、いいの。佳乃子ちゃんは気にしないで、そうでなくともまとまりなんてまったくない家うちなんだからさー」

　千春は手をふり軽い口調で告げると、冬馬の肩かたをぐいっと廊下へ引いた。

「ほら、支度なら手伝うからさ。冬馬もさっさと着替えて手伝いな」

　千春の言葉に冬馬は部屋へと戻っていき、佳乃子は手早く夕飯の支度を進めた。

　最後に佳乃子が父を仕事場の蔵くらから呼び戻すと、夏祈と艶秋をのぞく全員がようやく食しよく卓たくに揃そろった。

　部屋の奥側に佳乃子の父と深左緒が座り、廊下側には千春、冬馬、佳乃子と並んで座る。冬馬と佳乃子以外は、それぞれが酒で満たされたグラスを持っていた。

　食事が進むなか、深左緒が正面に座る冬馬の皿に目をやるとぼそりともらす。

「冬馬、よそってやったその皿、やたらと赤い野菜が残っていないか？」

　深左緒の言葉にびく、と肩を揺らした冬馬は、不承不承といった表情で人にん参じんを口へ運ぶ。

　甥おいっ子の子供じみたようすに、満足そうに深左緒はうなずくと佳乃子の父に酌しやくをされる。

　その一いつ瞬しゆんに、冬馬は隣となりにいる千春の皿に野菜を移してこづかれた。

　思わず佳乃子は吹ふき出しそうになって、とっさにうつむいてこらえる。

　どうやら冬馬は味覚に偏かたよりがあり、叔父の深左緒は見た目を裏切る甥おい馬ば鹿かなのだ。

　シルクのネクタイを締しめている深左緒が座ざ敷しきで上着を脱ぬいで、煮に豆どう腐ふを口に運びビールを片手にする姿は、和室に舞まい降りた孔く雀じやくのようで、どこか違い和わ感かんがぬぐえない。

　冬馬の赤い野菜を引きうけてやった千春は、やはり熱い物が苦手らしい。

　おかずを小皿に移しては、吹き冷さましてから少しずつ口に運んでいた。

　仕事をはじめたからだろう。佳乃子の父は蔵のなかにある物について、深左緒と話をしているようだ。

　会話が盛り上がっている大人を前に、佳乃子は隣に座る冬馬をそっとつついた。

「ねぇ、さっき台所でしてた話なんだけど……朝学校の前で会ったときに、『憑いてる』っていったのはどういうこと？」

　父親には聞かれたくなくて佳乃子が声をひそめると、冬馬も合わせるように小声で返した。

「いや、あれは……君は気にしなくていいよ」

「朝、強く言い返しちゃったのはごめんなさい。会うなりだったから、恐くて……。でも、なんだか気になってるの」

　食い下がる佳乃子に、冬馬はしばし考えこむように沈黙してから口をひらく。

「佳乃子さんは、子供の頃のこと覚えてないだろ？」

　問われて、確かに冬馬の顔もおぼろげになっていたことを思い出す。

「べつに、全部忘れちゃったわけじゃないわよ。でも、細かいことまでは……自信がないかも」

　幼い頃からあまりに転々とする生活がつづいたせいで、季節も思い出もかなり記き憶おくがあいまいな部分があると佳乃子は自覚している。

「じゃあ、やめたほうがいい。僕の話は混乱するって、理津によくいわれるから」

　頑かたくなな冬馬のようすも気になるが、口にされた理津の名につい反応してしまう。

「理津さんて、朝一いつ緒しよにいた将校さんの名前よね？」

　問いかけに、冬馬は軽くうなずいた。

「彼は風戸理津といって、これからしばらく学校の行き帰りに同行することになる。そういえば、明日から一緒に登下校するようにって、深左緒さんから聞いてるよ」

　そんな冬馬の言葉を耳にしたのか、ふいに隣に座っている千春が身を乗りだした。

「そうだ。佳乃子ちゃん、『薔[image: ]ばら殺人』の犠ぎ牲せい者しやがまた出たって話があるんだけど、その小石川植物園っていうのが、花崗女学園のすぐ近くなんだ」

　千春の言葉に、佳乃子と冬馬の表情が緊きん張ちようしたものになる。

「それって、まだ夕刊にも詳しい記事はでてなかったと思うけど」

「どこの社にも圧力がかけられていてね。犠牲者がご令れい嬢じようだったってこともあって……」

　その言葉に、佳乃子も教室で耳にした会話が断だん片ぺん的によみがえる。

「女学校では、三年生の女生徒がひとり行方ゆくえ不明だって噂うわさになってました。それも……私が百貨店で見たのと同じ『薔[image: ]殺人』なんですか？」

　なにか思い出せないかと気持ちは焦あせったが、朝食の席で聞いた千春の話がよみがえる。

「犠牲者は未み婚こんの女性で、良い家いえ柄がらの人だったりするっておっしゃってましたよね？　つまり花崗女学園の生徒は、狙ねらわれやすいってことですよね」

「まぁ、そうだねぇ。佳乃子ちゃんが通う学校の生徒なら、もちろん条件はあてはまってる。今回の犯人もこれまでの『薔[image: ]殺人』と同じような年頃ごろの女性を狙ってることや、その手口から同一犯だろうって推測されてる」

　そこまで口にして、千春は少し迷うように食卓を見み渡わたす。

　すでに佳乃子も冬馬も食事は食べ終えており、向かいに座る深左緒と惚司は酒もまわり熱心に話しこんでいる。

「じゃあ、少し話しておこうか──予想される犯人像はいくつかあるんだ。事件は金品や身みの代しろ金きん目当てではないし、被ひ害がい者しやには乱暴された形けい跡せきはない。たぶん犯行は男性によるもの。短時間で女性を殺し、心臓をくり抜ぬくなんて力ちから業わざだからね」

　言われてみると、百貨店でもシャンデリアの上に遺体が落下したのだと思われたが、女性ひとりをかついで運べるだけの力が犯人にあるということなのだろう。

「ちょっと、食事の席で行ぎよう儀ぎが悪いけど──遺体にある傷口はね、すべて綺き麗れいに肋ろつ骨こつが切り取られてるんだ。心臓を傷つけないように取り出すため、注意をはらってるんじゃないかって話だ」

『心臓を取り出す』という言葉に、佳乃子は眉まゆをひそめ、冬馬が首を傾かしげて口をひらく。

「いくらなんでも……人を殺すときにそんなに手て際ぎわ良くいくもの？　相手は女の人だけど、まだ若いし健康だろう？」

「手法はともかく、正気の沙さ汰たじゃないよね。なにより、身分のある未婚のご令嬢に近づけるってことは、犯人の身元はそれほど怪あやしくないはずだ。あからさまに異様な人物であれば、被害者だってすぐ気づくだろうし、その手際を考えると……」

　千春はふっと言葉を途と切ぎれさせると思案深げに大きな瞳ひとみを瞬またたかせた。

「華か族ぞくや商家に出入りできる、医師……もしくは医学生なんて線が濃こいって予想もできるんだけど」

「そっか、身元がちゃんとしていて、人体に詳しい。……さらに、刃は物ものの扱あつかいに慣れてる人ってこと」

　冬馬のつぶやいた言葉に、佳乃子は背筋がぞっとした。

　──女学校にも保健医はいるわ……それに大きなお屋や敷しきだったら、お抱かかえの医師がいる家だってあるはず。

「佳乃子さん。大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと送り迎むかえするよ？」

　青ざめた顔に気づかれたのか、冬馬がじっとこちらを見つめている。

　わずかにその首が傾かたむけられると、長い前髪がさらりと流れてすっきりした目元から顎あごのラインまでがあらわになった。

　佳乃子はつい目を留めてしまい、同じく首を傾げる。

　──冬馬さんて、もっと髪かみを整えて背筋を伸のばして歩けば、それこそ理津さんと並んで注目されるぐらい綺麗な顔立ちをしてるのに……って、ちがう。みとれてる場合じゃないし！

　我に返った佳乃子は、明日から冬馬や理津と一緒に登校するのだという現実に気づいて愕がく然ぜんとした。

　それでなくとも、男子学生と一緒に登校するなどと、女学校で噂の的にされることはまちがいない。女学校の裏庭の光景を思い出して佳乃子は恐おそろしくなる。

　途と中ちゆうから会話をこぼれ聞いていたのか、深左緒が食卓の向かいから口をはさんだ。

「そうだ。佳乃子さんの通学については、学校の先生に話はしてあるから、冬馬たちといて指導されるようなことにはならない。いまじゃ、ほとんどの女生徒が送り迎えをしてもらっているそうだ。問題だとは思われないだろう」

「あ、ありがとうございます。あの、冬馬さん、明日からよろしくお願いします」

　佳乃子が頭を下げると、冬馬は面めん食くらったようにこくりとうなずいた。

　夕食を済ませた深左緒は自宅へと帰り、父はふたたび仕事場の蔵へ向かったようだ。

　冬馬と千春も自室へと戻もどったあとで、佳乃子は食卓をすっかり拭ふきあげてから、風ふ呂ろ場ばに向かうことにした。

　深左緒の説明では、この家には内うち風ぶ呂ろが備えつけられているという。銭湯に出向かなくて済むことに感謝しつつ、佳乃子は湯を使ってから自室へと戻った。

　離はなれへ戻ると屋内に人の気配はなく、このようすでは父が戻ってくるのも夜半遅おそくなるのだとわかった。

　シンとした居間に立つと物もの寂さびしさに襲おそわれるが、いつものことだと佳乃子はため息をつく。

　──小さい頃ころからずっとだもの。父さんは仕事に没ぼつ頭とうし始めるとなかなか戻ってこないし。私が一緒にいても、いないのと同じ……うぅん、ほんとは一緒にいたくないのかも……は、いけない。こんなこと考えない、考えないってば。

　つい愚ぐ痴ちっぽくなってしまったと自覚して、佳乃子は胸に涌わいた気持ちを振ふりはらう。

　父とふたりだけの家族で転々と暮らすうちに、気持ちの切り替かえはめっきり得意になってしまった。

「思えば刺し激げき的な一日だったな。今日だけでもどれだけの人と会って、名前を聞いたかわからなくなるぐらい」

　濡ぬれた髪を櫛くしでとかして乾かわかしながら、佳乃子は翌日の登校の支し度たくをする。

　そして明日の朝からは、冬馬や理津と一緒に登校するのだと思うとふいに気持ちがそわそわするのに気づいた。

　今朝、理津を冬馬と間ま違ちがえたことを思い出してしまうと、自分がどれほど冬馬との再会を夢想していたのか思いしる。

　気づけば佳乃子は、目の前の棚たなから異国の絵本を手に取りひらいていた。

　絵物語に出てくる王子様。何度も眺ながめて想像したのは、美しい馬にまたがる王子がマントをひるがえす凜り々りしい姿だ。

　──うわ、でもちょっと……これってかなり恥はずかしい。……会ってなかった間に、私のなかで冬馬さんがものすごく王子様化されちゃってる。白馬に乗って剣けんを持って、悪者を倒たおして助けられる姫ひめ君ぎみの気分になったりしてたかも……いやなってた！

　幼い自分の妄もう想そうに耐たえられなくなると、佳乃子は赤面して絵本を片づける。

　明日の学校の支度をしてしまわねばと鞄かばんを開けると、取り出した教科書の隙すき間まから、ぱさっと音を立てて一通の封ふう筒とうが滑すべり落ちた。

　下校の時に下げ駄た箱ばこから持って帰った封筒だと思い出し、佳乃子は差出人の名前を見た。

　綺麗な字で『槇まき坂さか清きよ香か』と記された名前に、佳乃子はやはりとうなずく。

「『気をつけて』だなんて、小夜さんはどういうつもりで……？」

　言葉の意味は気になったが、佳乃子は腹をくくって手紙をひらいてみた。




〈　突とつ然ぜんのお手紙許してくださいませね。同じ学級の槇坂清香といいます。委員長が貴女あなたのお世話をしていらっしゃるけれど、私たちも早く羽原さんと楽しくお話がしたいわ。ぜひ明日は私とお話をしてくださらない？　裏庭のチューリップの花か壇だんでお待ちしています　〉




　まるで乙女おとめ雑誌でみた手紙のやりとりそのものの文面に、佳乃子は妙みように胸が騒さわいだ。

「うわ、どうしよう……返事を書かないとね。えっと、素す敵てきな便びん箋せんはあったかな。あ～どうしよう！　いまは春だし、やっぱり桜？　うぅん、でももうちょっとめずらしい、野の薔ば[image: ]らの模様のほうが素敵かも……？」

　大切にしている便箋が詰つまった文箱を開けると、佳乃子は迷いに迷ったすえ、便箋を決めて手短に返事をまとめた。

　清香について小夜にされた忠告は、この手紙からだけではよくわからなかった。

　なにしろ、お互たがいに相手のことを知らないのだ。明日には清香本人と直接会って話をしてみたいと感じていた。

　新しい環かん境きようで出会う人のことを、佳乃子は自分自身で確かめたかった。

　それはこれまで移住生活が長かったなかで、自然と身についた処世術でもある。

　人の噂うわさを鵜う吞のみにしないことが、思わぬ発見をもたらすこともあるのだ。

　翌日の支度をしたあと、佳乃子は教科書をひらいて、今日の授業でわからなかった箇か所しよや質問したい場所に印をつけることにした。

　このままでは授業についていけなくなるのは明白だ。明日登校してから、小夜にお願いして見てもらうつもりだった。

　文机に向かっていると、背後の襖ふすまからカタリ、と音がした。

　教科書をめくる手が思わず止まる。

　気のせいだとは思えない、はっきりとした違い和わ感かんを感じて、佳乃子は振り返ろうとした。

　途と端たん、体が緊きん張ちようしてしまい息をひそめる。

　背後の襖の向こうは居間だ。佳乃子の右手にある襖は、廊ろう下かに通じているため部屋は二カ所から出入りができる。

　──居間で音がしたってことは、父さんが戻ってきたのかも？　だってもう遅い時間だし、こんな時間に母おも屋やから人がくるなんてこと、あるはず……ない。

　そのときふいに脳のう裏りをかすめたのは、百貨店の大シャンデリアの上でぐったりと倒れていた血まみれの女性の姿だ。

　虚こ空くうを見つめていた瞳と、青白い顔色がまざまざと甦よみがえる。

　襖の向こうには、ぞろりとした赤いドレス姿の女性が立っているかもしれない。

　文机のインク瓶びんに半ば立てかけてあった硝子ガラスペンが、カタンと音を立ててころがった。

　部屋の空気がひどく張りつめ、さぁっと血の気が引いた。

　恐こわいことが起きる。なにか、良くないものが自分に近づいてくるという確信と戦せん慄りつ。

　幼い頃の自分にとって、それは日常でありながらひどい重圧を伴ともなうものだった。

　ひた……、ひた……と近づく気配をはっきりと肌はだに感じる。重みがある足音が襖の手前で、ぎゅっと畳たたみを踏ふみしめたのがわかった。

　ス、ススと襖が引き開けられる光景が脳裏に浮うかぶと、佳乃子はようやく強こわばった体を傾け、ぐっと力を入れて立ち上がる。

　その勢いのまま、決して背後の居間を振り返るまいと己おのれに言い聞かせ、佳乃子は自分の右手にあった襖を取りすがるように開けた。

　うまく息が吸えず、胸が苦しい。

　手は震ふるえ、前に進む自分の足がひたすら重たく、まるで水のなかにいるようだ。

　どこへ向かうという意思よりも、あのまま部屋にいればなにかが入ってくるという恐きよう怖ふと、居間にいるものを目にしたくない一心で、佳乃子は離れを飛び出した。

　母屋へとつづく廊下を急ぐ。少しでも妙な気配から離れたくて、廊下を渡わたりきる頃にとうとうそっと背後を振り返った。

「きゃっ！」

　前を見てなかったところへぶつかったものがあって、佳乃子は尻しり餅もちをつきかけた。

「っわ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「冬馬さん……あれ、ここって」

　佳乃子の腕うでを引いて起こしてくれたのは、着物姿の冬馬だった。

　どうやら風ふ呂ろを使ってきたところなのだろう。しっとりと濡れた長い髪がかきあげられて、いまは顔がすっきり見えている。

　滑なめらかな額に、切れ長のすっきりした瞳ひとみがあらわになり、端たん整せいな面おも立だちがよく見える。

　戸と惑まどう佳乃子に、冬馬も視線をさまよわせて背後を気にした。

「僕の部屋、すぐそこだから」

　指さされたのは、離れとつながる廊下を渡りきってすぐの部屋だ。

「顔……青いみたいだけど、どうかした？」

　ぽつりと問いかけられた言葉に、佳乃子は再び足あし下もとから恐怖が這はいのぼってくるようで、思わず冬馬に詰め寄った。

「さっき夕食のときにも話してた、私に憑いてるのってなに？　気にしないでいいっていわれたけど、気になるし知りたいの！　いますごく恐い感じがして……」

　恐怖を忘れたくて勢いこんだ佳乃子は、つい冬馬の着物の袖そでをつかむ。

　驚おどろいた冬馬が身を引いたはずみで、その着物の前が大きくはだけた。

　首筋から胸までが目に入り、いけないと思いつつ滑らかな肌を佳乃子は凝ぎよう視ししてしまう。

　ドキリとしたのは胸むな元もとに斜ななめに走る、二筋の傷を見たからだ。

　鋭えい利りな刃は物もので切られたのだろうかと思うような、理由を問うのがはばかられるほど大きく痛ましいものだった。

「あっ！　ごめんなさ……」

　ぱっと手を離して謝りかけた佳乃子は、その手をつかまれて驚く。

　逆に強い力で体を引き寄せられ、傷のある胸に頰ほおが触ふれるほどの距きよ離りになる。

　湯上がりの肌の温度と石せつ鹼けんの香かおりに、佳乃子は動どう揺ようした。

「冬馬さん!?　なに……」

　離はなれようともがくと、冬馬の指が顎あごにかけられあおむけられる。

　自分に視線を注ぐ冬馬の顔つきが、これまで見たことのないものに変化していた。

　あらわになっている両目の奥に、金色の光がちらちらと揺れているようだ。

　圧あつ倒とう的な存在感。目の前にいるのは冬馬の姿をしているが、違和感がぬぐえない。

　──どうして、この感じ……前にもどこかで……。

　記き憶おくが呼びさまされる佳乃子の瞳を、冬馬は獲え物ものを射い貫ぬくような鋭するどい視線でのぞきこむ。

　その瞳に縛しばられてしまったのか、指先すら動かせなくなり、どこか甘い陶とう酔すいに似た浮ふ遊ゆう感かんに包まれる。炎ほのおのように揺れる金色の眼まな差ざしで、冬馬はうっすらと笑えみを浮かべ、佳乃子の髪かみをひと房ふさ指にからめとり、ゆっくりと口づけた。

「いっ……！　な、なにする……」

《　懐なつかしいな、娘むすめ。我われを覚えておらぬか？　》

　唇くちびるから漏もれた声は、昼間聞いていた冬馬のものとは違ちがい、やや低く艶なまめいている。

　傲ごう岸がん不ふ遜そんな口調や声、挑ちよう発はつ的な視線は余よ裕ゆうたっぷりで、先ほどまでの冬馬とまるで違う。

《　ふん、まぁ悪くないぐらいに育っておる。偉い大だいなる我に望みがあるならば、叶かなえる代だい償しように若いつぼみを散らすのも一興か。愛めでさせよ、乙女の純潔……　》

　わずかに意地悪く笑い、冬馬の唇に指先を持っていかれた。

《　どうした。ひどく冷えて……それに、怯おびえておるな　》

　佳乃子はしばらくあっけにとられたが、自分の頰から首筋に触れる冬馬の手の温かさに、はっと我に返る。

　驚くほど互いの距離が近い状じよう況きように赤面し、慌あわててつかまれていない手でパシンと相手の手を払はらい落とした。

「触さわらないで……悪ふざけにつきあうつもりはないわよ」

《　威い勢せいのいいことだな。さすがあの女の娘だ。そのお前が雑魚ざこにじゃれつかれるのは、我の本意ではないが……　》

　そう口にして、金色の瞳を離れにつづく渡り廊下へひたりと据すえる。

　佳乃子には相手が口にする言葉の意味はさっぱりわからなかった。だが、これ以上なぶられてはたまらないと、つかまれた腕を取り返すため足に力を入れ身を引く。
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　ふいのことだったのか、冬馬が姿勢を崩くずして傾かたむくと、背後の柱がゴンと鈍にぶい音を立てた。

　そのまま頭を両手で押さえたかと思うと、ずるずると床ゆかにうずくまる。

「ちょっと、大丈夫？　でも……冬馬さんが急に」

　佳乃子は相手を立たせようと手を差し伸のべると、冬馬は柱に取りすがるようにして身を遠ざけた。

「……ごめん！　佳乃子さんほんとごめんっ。でも、いまは……手とか……ださないで」

「は、……え、あれ？」

　着物の襟えりをかき合わせて身を縮める冬馬を見れば、まるで佳乃子がなにかよからぬことをしたかのような図に見える。

　乱れた髪が半ば表情を隠かくしているが、わずかな怯えとひどく混乱しているようだ。

「ちょっ、ちょっと待ってよ。手を出さないでってそれは私の──」

「と、とにかく。困るから！　いまは駄だ目めだから」

　壁かべに張りつくようにして佳乃子と距離をとろうとする冬馬に、取り乱している相手をこれ以上問い詰つめるのも、ひどい気がして佳乃子は口を閉とざした。

　背後にある離れへの廊下を振ふり返ると、先ほどまであった後を追われるような恐怖はもう感じない。いまは冬馬の妙みような言動にふりまわされて、違う意味で落ち着かなかった。

「もう、よくわからないけど、とにかく私は部屋に戻もどるわ！　冬馬さんも、湯冷めしないうちに部屋に入ったほうがいいわよ！」

　気持ちのやり場に困って佳乃子がそう告げると、冬馬はふらりと立ちあがり、うつむいたまま部屋へと戻っていく。

　廊ろう下かに吊つるされているランプから漏れる光が、冬馬の足下に影かげを作るのが見えて佳乃子はふと視線を留めた。それは妙に細長く黒々と見えたからだ。

　──なんだろ、角度のせいかな。なんか影の頭が角みたいに尖とがって……異国の本でみた悪あく魔まの影みたいな……。

　思わぬ想像をしかけたが、その影に恐怖は湧わいてこなかった。

　火ほ照てっている頰を手のひらでぎゅっと押さえる。

　自分が冬馬にしたことも、冬馬に触れられたことも、すべてが予想もしていなかったことだ。

　結局、自室へと戻った佳乃子は横になり布団ふとんを頭までかぶる。居間に父の気配が戻ることも確かく認にんできぬまま、いつの間にか眠ねむりに落ちてしまった。
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　翌朝には、佳乃子も赤枝家での生活の調子がつかめて、早起きすると手早く身み支じ度たくをすませた。父の部屋と居間をのぞくと、もうすでに姿はない。

　どうやら朝食もとらぬまま、仕事場の土蔵へといってしまったのだろう。

「もう、父さん。せめて朝はちゃんと食事して欲しいのに」

　食事を作り置いておこうと決めると、佳乃子は台所へ急いだ。

　釜かまで米を炊たき、湯を沸わかした鍋なべに刻んだネギと豆とう腐ふをいれて味み噌そを溶とく。魚の干ひ物ものを炙あぶりはじめた頃ころ、台所の入り口に冬馬があらわれた。

　昨夜の行こう為いについては驚かされたし、聞きたいこともたくさんあったが、冬馬自身が抱かかえている問題ならば無理に聞き出すのも気が引ける。

　なにより冬馬自身の戸惑うような空気を察して、佳乃子はわざと大きな声をかけた。

「おはよう。ご飯の支度ができるから、お兄さんたちを起こしてきてもらえる？」

　昨夜のことは、水に流そうという佳乃子の意図に気づいたのか、冬馬はあきらかにほっとしたようすで口をひらいた。

「いいけど。ただ、あの──」

「どうしたの？」

「夏祈兄さんと艶秋兄さんは、仕事の関係で朝が遅おそいから朝食は一いつ緒しよに食べないんだ」

　赤枝家にきた初日にわかったことだが、カフェーを経営している夏祈は自分のペースを乱されたくなさそうであり、三男の艶秋も画家という職しよく業ぎよう柄がらか、どこまでも自分時間を生きているように思える。

　この時間に朝食を食べるのは、通学する冬馬と佳乃子、そして新聞社へ出勤する千春だけのようだ。

「わかった。じゃあ三人分だけよそっておくわ」

　夏祈と艶秋の食事の頃には、女中のフミがきてくれるだろう。父親の朝食を離れの居間に運んでおこうと決めて、佳乃子は支度を進めることにした。

「あ、だとしたら、ここでは普ふ段だんお夕飯もそれぞれ別に食べてるの？」

「うーん……ばらばらかな。揃そろって食べたことってほとんどないかも」

　冬馬の言葉に、佳乃子はいままで訪おとずれた一いつ般ぱん家庭の基準は忘れたほうがいいらしいと肝きもに銘めいじる。

「千春兄さん起こしてくる」

　冬馬はそう告げると、踵きびすを返して千春を呼びに奥へと入っていった。

　その背中を見送って、佳乃子はうーんと首を傾かしげた。

　赤枝家の四兄弟については、いまだよくわからないままだ。

　佳乃子は自分のすることが、役に立っているのか迷めい惑わくなのか気になっていたのだが、そのことを誰だれに確かめたものかと途と方ほうにくれる。

「ここのお家うちって、みんなちょっと変わってるけど、でもじつは冬馬さんが一番わからない気がする……」

　それでも今日から登下校を共にするのだと気づいて、佳乃子ははっと手を止めた。

　──そうよ、登下校といえば、理津さんもいらっしゃるのよね。

　少しだけそのことを楽しみに感じる自分に、浮うかれている場合ではないと戒いましめつつ、佳乃子は手を動かした。

　千春が猫ねこ舌じただったことを思い出し、ひとり分だけご飯や味み噌そ汁しるを先によそって冷ましておく。さらに自分の昼食分になるおにぎりを握にぎり、卵焼きと合わせて容器に詰めた。

　三人分の朝食を座ざ敷しきにそろえると、ちょうど冬馬が千春を連れて戻ってきた。

「千春さん……どうかしたの？」

　思わず佳乃子が声をかけてしまったのも仕方がない。冬馬は千春を肩かたにかつぐようにして、座敷にあらわれたのだ。

「あー、まぁ。千春兄さんの朝って、これが普ふ通つうだから」

「普通って、ほとんど意識がない重病人みたいだけど」

「病気なら治るかもしれないけどね。とにかく、朝に起きられない人なんだ」

　冬馬はそういって、千春を食しよく卓たく前に座らせる。

「昨日の朝お会いしたときには、もう少しちゃんと起きてたと思うんだけど」

「たぶんそれは、朝方帰ってきたんだと思う。仕事の状じよう況きようによって千春兄さん帰ってこられない日もあるから」

　そもそも寝ねていなかったから、寝ね惚ぼけようがなかったらしい。

　新聞社に勤めているとは聞いたが、記者というのはそれほど生活が不規則なのかと佳乃子は驚おどろかされた。

「……味噌汁のにおい……」

　ぐんにゃりとした姿勢から、千春はなんとか食卓に手をついて顔をあげる。

　ずれた眼鏡の下、普段はぱっちりした目がいまや糸のように細まり眠さの極きよく致ちのようだ。

「きっと食べたら目が覚めるよ」

　冬馬は千晴の手をとると、箸はしを握らせてしまった。これではどちらが弟だかわからない。

　どことなく微笑ほほえましい光景を眺ながめながら、佳乃子は残るふたりの夏祈と艶秋と会わずに済んだことに、少しだけほっとしている自分に気づいていた。

　朝食を済ませた佳乃子が冬馬とそろって家を出ると、開いていた門の前まで、将校姿の理津が迎むかえにきている。

「おはようございます」

　何度会おうと、見慣れる気がまったくしない美び貌ぼうを前に、佳乃子は思わず息を吞のむ。

「お、おはようございます。あの、今日から私も通学をご一緒させていただきます」

　昨日は思わぬ出会いとなってしまったが、改めて向かいあう理津の視線には、どこか自分を検分するような色を感じる。すると、佳乃子の隣となりにすっと冬馬が立った。

「理津、今日から彼女が登下校に同行する。これは深左緒さんの厳命だ。佳乃子さんも彼のことは理津って呼ぶといいよ」

　その言葉に理津はふっと眼まな差ざしをやわらげると、面おも白しろがるように眉まゆを上げてみせる。

「…………なるほど了りよう承しようした。では佳乃子さん、今後よろしく」

「はい」

　長身の理津を見あげると、意識せずとも頰ほおが赤らみそうになる。間近で見ると、理津の瞳ひとみが緑がかっていることに気づいた。

　──昨日お会いしたときも、髪かみとか肌はだの色が明るいと思っていたけれど、理津さんてご家族に外国の方がいらっしゃるのかしら？

　通学を共にとは言うものの、花崗女学園の生徒が朝から男性と歩いていれば、いらぬ噂うわさを呼びかねない。

　佳乃子の用心のためだからと、理津と冬馬は離はなれてやや後ろを歩くことになった。

　朝の都内をこうして歩いてみると、道路の渋じゆう滞たいはもちろん、そこを走る市電も乗り合いバスも大変な混雑だとよくわかる。

　佳乃子は帝てい都との街を眺めることができて嬉うれしい反面、誰かといるのにひとりきりで歩くような奇き妙みような寂さみしさを感じていた。

　やがて冬馬が通う中学の正門が近づく。花崗女学園の正門は、さらに角を折れて回り込むことになるため、冬馬のほうが先に学校へ到とう着ちやくするようだ。

　理津がすっと佳乃子に歩み寄ると振ふり返り、「彼女を女学校の校門まで送り届けてくる」と冬馬に断りを入れる。

　佳乃子をうながすように理津は歩き出すと、前をむいたまま声をかけてきた。

「羽原佳乃子さん、貴女あなたたち親子の事は調べさせてもらった」

「……え？」

　どうやら冬馬には聞かれたくないことを、理津が話すつもりなのだと佳乃子は気づいた。

　思わぬ言葉と冷たい声こわ音ねに、自分と父のなにを疑っているのかと困こん惑わくする。

「慌あわてずとも結構。確かに、貴女のお父上は赤枝景護様のご友人だ。羽原のご本家は士族の家いえ柄がらとあって、身元が怪あやしいこともない。だが俺は、誰であっても冬馬に近づく者を警けい戒かいしている。それが務めだからだ」

　重々しく口にされる言葉に、事情はわからないながらも佳乃子は黙だまってうなずく。

「冬馬があの家で異母兄弟たちと暮らしているのは、景護様のお考えあってのことだが、彼らの関係はまだ不安定だ」

「……異母兄弟!?　千春さんたちと冬馬さんのお母様は違ちがうってこと？」

　初めて耳にする話に、佳乃子は戸と惑まどいを隠かくせない。

　理津はそれもわかっていたように、落ち着いた声で教えてくれた。

「彼らもいちいち説明はしないだろうが、いずれわかることだ。彼らのお父上は景護様だが、兄弟全員の母親は違う。景護様と深左緒さんの計らいで、彼ら四人が同居をはじめたのも、ここ半年ほどの話だ」

　佳乃子にとってそれは驚きの事実だったが、どこか納なつ得とくできることでもあった。

　──だから兄弟なのに、みんなバラバラな印象があったのね。小さい頃ころから一緒にいたわけじゃなくて、同居してまだ半年だなんて。

　それぞれに成人して、しかも仕事を持ってからの同居であれば、他た人にん行ぎよう儀ぎにもなるだろう。

「でも、どうして私にそんな話を？」

　足を止めた佳乃子を、理津は厳しい眼差しで見下ろしてくる。

「先ほどもいったように、俺は冬馬のそばにいる。あいつの身を守るのが務めだからだ。もし貴女が原因で、彼の身に危険がおよぶことがあれば、迷惑だとはっきり伝えておきたかった」

　ひどく挑ちよう戦せん的な感情をぶつけられ、佳乃子は負けじと相手をにらみ返した。

「私は、冬馬さんを傷つけたりしないわ」

「さぁ、どうだかな。憑つき物のことひとつ指し摘てきされたぐらいで、あれほど取り乱すようでは。冬馬に関かかわるには覚かく悟ごがいる、それが貴女にあるとは思えないが」

　昨日の朝のことを指摘され、ふっと鼻で笑われてしまった佳乃子は、眉をぎゅっとしかめた。

　──理津さんってほんとは意地悪な人なの？　それとも、よそからきた私や父さんをうさんくさいから、警戒してるってこと？

「そんなこと、貴方あなたにいわれる筋合いは──」

「いいか、これだけはいっておく。冬馬を傷つけることがあれば許さない。」

　とんと肩をわずかに押され、気づけば佳乃子は女学校の門をくぐるばかりのところにいた。

「あっ、ちょっと」

　聞きたいことは山ほどあったが、理津はすでに背を返し、往来にいる冬馬の元へと戻もどっていってしまう。佳乃子は半ば茫ぼう然ぜんとしながら、校舎に向かって足を進めた。

　──な、……一体なんなの!?　理津さんが私と父さんの身元を調べたのは、きっと冬馬さんのためよね？　だけど、いまの話は冬馬さんに聞かせたくなかったんだわ。

　冬馬の身を案じる理津の言葉に、偽いつわりはないように感じられた。

　ただ、どうして自分が冬馬の身に危険を及およぼすだなどと心配されるのかわからない。

　昨日の朝のことを理津が揶や揄ゆしたことを思うと、恐こわがりの自分が冬馬の言動を大げさに受け取って、彼を傷つけると心配なのだろうか。

　──それって昨夜、冬馬さんのようすがおかしかったことと関係が？

　下げ駄た箱ばこがある場所まできて、佳乃子は小さくため息をついた。

「わけがわからない……。それに赤枝家のみんなが、異母兄弟だったなんて」

　小さくつぶやいて途と方ほうにくれる。

　理津は赤枝家の事情を自分に伝えたが、直接当人たちから聞かされたわけではない以上、しばらく知らぬふりをするしかなさそうだ。

　それでも理由がわからぬまま、理津に厳しい眼差しを向けられるのは気が重かった。

　とぼとぼと教室にたどりつくと、佳乃子は途と端たんに幾いく人かの女生徒に囲まれてしまう。

「羽原さん、どうしてあのおふたりの殿との方がたとご一いつ緒しよなの!?」

　登校時から予想はしていたものの、級友たちが漂ただよわせる好こう奇き心しんの渦うずのなか、佳乃子は意味のない笑えみを浮うかべるしかない。

　まさか赤枝家での暮らしを正直に口にできるはずもなく、佳乃子はひたすら押し黙る。

「ご一緒されてたのって、風戸様でしょう？　どういったご関係なの？」

　──関係もなにも、まさにいま警戒警報発令されたぐらいに威い嚇かくされた気がするのに。これをなんていうのか私が聞きたいぐらいよ……。

「貴女が赤枝財ざい閥ばつ御当主の許嫁いいなずけだってお話は本当？」

「……いっ!?　って、それって深左緒さんの!?」

　どうやら女学校登校の初日に、深左緒を伴ともなって送り迎えをされたことで、佳乃子のまわりではすでに噂が育ちまくっていたらしい。

「まさか！　違うわ。私は誰だれとも婚こん約やくしていないし、父の仕事の関係でお世話になっているだけだから」

　大きな誤解を解いておかねばとあせる佳乃子に、助け船を出そうというのか小夜が近づいてくる気配がある。

　だがそれより一いつ瞬しゆん早く、すっと佳乃子の机の隣に立った人ひと影かげが周囲を見回した。

「貴女たち、羽原さんを質しつ問もん攻ぜめにするものではありませんわ。まだ編入してきたばかりだもの、私たちのかしましいおしゃべりには慣れていらっしゃらないのよ。ねぇ、佳乃子さん？」

　親しげに名前で呼ぶと、薄うすく化け粧しようを施ほどこした笑顔で、女生徒はそっと目配せを送った。

　華はなやかな西洋人形を思わせる、大きな瞳に表情豊かな唇くちびる。

　ゆるくクセをつけた髪を束そく髪はつにし、金茶から白茶のぼかし地に百合ゆりや菊きくが染められた繻しゆ子すの着物。裕ゆう福ふくな家に暮らしているのだとわかる。

「ほら、先生がいらっしゃるわ。じゃ、佳乃子さんお昼にチューリップを眺ながめましょうね」

　その言葉で、相手が昨日下駄箱に手紙を入れた、槇坂清香なのだと佳乃子は確信した。

　教師が入ってくると、授業が始まってしまうため、佳乃子は慌てて昨夜したためた手紙の封ふう書しよを清香に渡わたす。

　小夜に聞きたいこともたくさんあったが、結局そのまま昼休みを迎えてしまった。

　佳乃子は、用意したおにぎりと卵焼きで昼食にすることになった。

　小夜に誘さそわれ、今日は校舎の外階段で食事をとることにする。

　弁当の包みと教科書を抱かかえて歩く佳乃子に、小夜が声をかけてきた。

「佳乃子さん。槇坂さんからなにかいわれたの？」

　先ほどのやりとりだけで、小夜はなにかを察したらしい。昨日の忠告が頭をよぎり、佳乃子は正直に答えた。

「じつは、昨日もらった手紙があって、差出人は槇坂さんだったの。でも手紙の内容だけじゃどんな人なのかわからないし、私この街にも学校にもきたばかりだから、自分で確かめてみたいと思って」

　佳乃子のきっぱりとした言葉に、小夜は一瞬足を止めて佳乃子を見ると、「そうね」とつぶやいて再び歩き出した。

「それもそうだわ。貴女はもの知らずな田舎いなか者かもしれないけれど、ちゃんと自分の気持ちを言葉にできる人だもの」

「……田舎者」

「あら、そうではなくて？　しかもここは女学校のなかでも、選りすぐった家柄の生徒が多いところよ？」

　あえて高飛車さを装って、頰ほおに手を添そえてみせる小夜に佳乃子は笑ってしまった。

「ほんと、私ったらとんでもないところへ迷いこんだ気分」

「ただ槇坂さんについて忠告したのは、出過ぎた真似まねだったかもしれませんわ」

「でも、私を心配してくださったんでしょう？」

　気持ちはわかっていると、うかがうように佳乃子が尋たずねると、小夜はふいっとそっぽを向く。

「別に、佳乃子さんが痛い目をみたからって、私にはなんの影えい響きようもないことですのよ。少し気になっただけですわ」

　歯に衣きぬ着せぬ小夜の言葉は、きついようだが真実だ。そのおかげで、逆に佳乃子は遠えん慮りよすることなく近づいていける気がしていた。

「ありがとう。小夜さんの気持ちはとても嬉うれしいわ。じゃ、さっそくもの知らずな田舎者に勉強を教えてくれないかしら？　そのあとで槇坂さんとも話してみる」

「いいわ、じゃあ先に腹ごしらえをしてしまいましょう」

　小夜はそういうと漆うるし塗ぬりの重箱を取り出し、いつも食べ切れたことがないのだといって、佳乃子に大量におかずを分けてくれた。

　代わりに佳乃子が焼いた卵焼きを口にして、あまりに褒ほめてくれたので、恥はずかしさにうつむくはめになる。

　しっかりとお腹なかがふくれたところで、佳乃子が教科書を広げると、小さな疑問についても小夜はてきぱきと教えてくれた。

「すごい小夜さん、教師みたい。……うぅん、先生よりわかりやすかった」

　佳乃子が感心しきりにうなずくと、小夜はまんざらでもないのか細い顎あごでうなずいてみせた。

「いいのよ。佳乃子さん、貴女あなたは基き礎そができていたみたいだから、飲みこみが早いのね。良かったわ、あんまりお粗そ末まつなようだったら、委員長としてどのぐらいこらしめたらいいかしらと、いろいろ想像してしまったわ」

　そのことをほんのり残念そうに口にする小夜に、勉強ができなければ一体どんなことをされていたのだろうかと佳乃子の笑顔はひきつる。

「でも、本当にこれまで学校へは通っていらっしゃらなかったの？」

「これまでに二度ほど、実科の学校にいったのだけど、短期間だったし……こことはずいぶん授業内容が違ちがったから」

　佳乃子がこれまで通った学校は、良りよう妻さい賢けん母ぼを掲かかげた作法や料理、裁さい縫ほうについてなど、家事に関わる内容を主体とした学校だ。だが東京の女学校では、男性とそれほど変わらぬ学問を女性も受けられるのだと知った。

「でしたら、佳乃子さんはたくさん本も読んでいらっしゃるようだし、しばらくがんばれば追いつけますわ。ここを卒業したら、どなたかのもとへ嫁とつぐの？　それとも、仕事に就つきたいと思っていらっしゃるのかしら？」

　小夜の質問は佳乃子には思いがけないことで、一瞬ぽかんとしてしまう。

　──ここを卒業？……でも、卒業なんてできるのかしら。父さんの仕事次し第だいじゃ、いつ移動になるかわからないし。

　小夜が口にした「仕事」という言葉は、佳乃子の胸に思わぬ未来を落として広げた。

「そう、よね。皆みなさんお嫁よめにいく予定がもうおありの方もいらっしゃるのよね。私は嫁ぐ予定はないけれど……でも、東京へきてたくさん働く女性を見たわ」

　そしていま、自分は帝てい都とにいて女学校に通っている。これまで窓の外からのぞくように見ていた世界に立っているのだ。

「これまでに、花崗女学園を卒業なさった方には、歌人や教師、雑誌の記者になったなんて変わった人もいるらしいわ」

「……記者」

　赤枝家でも、長男の千春が新聞社に勤めていることを思い出す。

　小夜の話を耳にするうち、ここでは誰もが自分の先のことを想像したり考えているのだと実感させられた。

　──考えたって……仕方がない。来年のいま頃ごろ、自分がどこにいるかだってわからないのに。

　心ではそう思うのに、気づけば佳乃子は口にしていた。

「例えば、女学校を卒業していたら……仕事をするのに、雇やとっていただくときに有利になったりするのかしら？」

　佳乃子のつぶやきに、小夜は笑わず丁てい寧ねいに答えてくれた。

「そうね。花崗女学園の名前は、お嫁よめ入いりにも評判がいいもの。仕事につくときにだって有利に働くと思うわ。本来なら編入だって簡単なことではないものよ。貴女の将来のためにも、ぜひ卒業しておくことを勧すすめますわ」

『将来のため』という小夜の言葉は、佳乃子の心にしっかりと刻みつけられた。

　──そうよね、希望をもつぐらいはいいわよね。いつか、父さんとも話をしてみよう。

　佳乃子は自分の気持ちの変化に驚おどろかされていた。

　学校へ通えるというだけでも過ぎるほど幸せだと思ったのに、ひとつ可能性が手に入れば次々と気持ちはふくらんでしまう。

　つい浮うき立ちそうになる気持ちを抑おさえつけようとして、佳乃子ははっと気づいた。

「あ！　待ちあわせの時間……」

「あら、もうそんな時間。佳乃子さんが納なつ得とくいくまで、槇坂さんとお話しされるといいわ」

「えぇ、いってきます！」

　佳乃子は小夜の声に背を押され、おにぎりを包んでいた風ふ呂ろ敷しきを巾きん着ちやくにしまうと裏庭へ向かった。

　待ちあわせの場所である、チューリップの花か壇だんはすぐにわかった。

　咲さいている花は、明るい黄色や赤だけでなく、白やピンクの花弁が波打ったようなものまであり、華はなやかで春めいたながめだ。

　だがそこに立っている清香は、佳乃子を見るとかすかに顎を引いて微笑ほほえみを浮かべる。

「きてくださったのね。花崗女学園では編入生はめずらしいから、気になっていたのよ。お手紙も拝見したわ、とてもいい趣しゆ味みの便びん箋せんね。文面もとても端たん正せいだけれど、貴女はここの生徒とは少し違う空気をまとっているわ」

　清香の声こわ音ねはやさしいが、言葉の合間には棘とげがいくつも含ふくまれているような響ひびきがあり、佳乃子はあいまいにうなずく。

「羽原さんの、ご出身はどちらなのかしら？　お父様のお仕事で帝都にいらしたそうだけど、お家うちはなにか事業をしていらっしゃるの？」

　次々と立ち入った質問を投げかける清香の瞳ひとみには、どこか相手を探さぐろうとする色がある。

「ここへくる前は、蓼科にいたの。家のことは、あまり詳くわしく知らなくて……母は子供の頃ころに亡なくなってしまったし、父は生家のことをあまり話さないから……」

　自分の出自のことなどあまり気にしてこなかった佳乃子は、改めて聞かれると自分があまり両親のことを知らないのだと実感する。

「父の仕事は、美術品の鑑かん定ていをしたり、古美術商との橋はし渡わたしをしたりすることよ。店を構えているわけではないから、依い頼らいを受けて直接お宅にうかがうことがほとんどなの」

　佳乃子の言葉に、一いつ瞬しゆん清香は黙だまりこんだ。その言葉の意味するところを考えたのだろう。

「じゃあ、まさかずっとお父様の仕事について、転々としていらしたの？」

「えぇ。短くて三ヶ月、長いときは半年から一年以上いることもあるわ。こないだまでいたところは比ひ較かく的てき長かったから、実科の高等学校へ通えてたの」

　帝都の女学校に通う清香には、信じられない話なのだろう。

　旅から旅の生活ではあったが、佳乃子がこれまで過ごしてきた郊こう外がいの家庭では、女性が学校にいくこともめずらしいことなのだ。

　佳乃子の父、惚司の生家は士族の家いえ柄がらだと聞いたこともあったが、父は母との結けつ婚こんをきっかけに家を飛び出してそれきりとなっている。

　仕事の依頼者と父との会話から漏もれ聞くうちに、佳乃子がわかってきたのはそれだけだ。

「だから、こんなに素す敵てきな学校にくることができて、ありがたいと思っているわ」

「そうだったの、だから羽原さんは誰だれにでも親しい空気をまとっているのね。これまで外でお仕事をされてたの？　まさか、牛を追ったりしていらっしゃらないわよね？」

　笑いながら語る清香の口調は、明らかに佳乃子を見下げている高飛車なものだった。

「この学校の生徒は華か族ぞくや政治家の関係者が多いわ。当然、みんな相手の背後にあるものでお互たがいを測るの。私の家は商家だけれど、最近じゃ英国とも取引をはじめているのよ。羽原さんも、赤枝様のところにお世話になっているのなら、きっと耳にすることがあるわ。ライズワルド様の商館は、いまや帝都になくてはならないといわれるほどだもの」

　話しつづける清香の言葉は、佳乃子にはわからないことばかりだ。

　おとなしく聞いていると、清香は自分を格下で与くみしやすい相手だと見たようだ。細いあごをつんとあげて、得意そうに家のことを話しつづける。

　──はぁ、どうしようかな。これまでいた商家でも農家でも、こういう人はいたけど、話しはじめると長いんだもの。

　清香のような人間に会うのは初めてのことではない。向き合う相手を自分の下におくことで、安心したり満足したいだけなのだとわかっている。

　はじめはそれを腹立たしくも思ったが、父が仕事を請うけ負う先で相手に逆らっても良いことなどなかった。

　だから学んだのだ。感情で逆らわないこと、それでも決して相手に媚こびたり、自分の心を殺すような真似まねはすまいと、佳乃子は自分に課していた。

　授業が始まる時間が近づくと、清香はようやく話を切りあげ、ふたりは教室へ戻もどった。

　清香が明らかに自分に失望したと感じただけに、もうかまわれることもないだろうと佳乃子は少しほっとした。

　短い会話で清香のことをわかったつもりにはなれないが、かといって友人になれるような気もしなかったのだ。







　それから二日間。佳乃子は授業の合間や昼休みをほとんど小夜と過ごしていた。

　登下校には冬馬や理津と行動し、赤枝の家に戻れば夕食の支し度たくをしたが、一いつ緒しよに食べるのは冬馬や父とだ。

　他ほかの三人に仕事があることを思えば、一緒に食しよく卓たくにつくのはなかなか難しいのだろう。

　だが佳乃子の父は手早く食事を済ませてしまうと、仕事を片付けたいのかすぐに外の土蔵へと戻ってしまう。

　冬馬とふたりで座ざ敷しきに残されると、なにを話そうかと戸と惑まどう。それでも、三日前の夜のように冬馬のようすがおかしくなることはなかった。

　冬馬が部屋へ引きあげる前にと、佳乃子はお茶をいれて座敷に座り直す。

　ひとりで離はなれに戻りたくない気持ちがあることは否いなめない。あれ以来、部屋のなかではときおり異様な気配があり、どうにも落ち着かなかった。

　湯飲みを渡わたすと冬馬は礼を告げ、すっと廊ろう下かへ視線を向けた。

「君のお父さん……」

「え？　父がなにか──」

「ずいぶんと仕事熱心だね」

　冬馬のぽつりと落とす言葉は、特別な意味を持つような気がして、佳乃子はつい深くとらえてしまいそうになる。

「そうね。でも……どこへいってもこんな感じだから。父さんは仕事してるときが、一番楽しいんだと思う」

「相変わらず……なのかな」

　ため息まじりにつぶやく冬馬の反応は、思わせぶりで気になった。そこへさらに問いかけられる。

「それと、佳乃子さん眠ねむたかったりする？」

　とつとつと重ねられる質問に、佳乃子はきょとんとした。

「えっ、眠たいわけじゃないけど。なにか変？」

「昨晩、遅おそくまで部屋の明かりがついてた」

　思えば冬馬の部屋の前からは、離れの窓がよく見えるはずだ。気づいていたのかと佳乃子は表情を曇くもらせる。

「じつは……あんまりぐっすり眠れてないの……なんか気配がするっていうか、落ち着かない感じがして」

　夜になると棚たなの影かげが揺れて気になる。襖ふすまの向こうに人の息づかいを感じたり、誰かが廊下を歩いている気がして、何度襖に手をかけそうになったかしれない。

　だがそこでなにか見てしまうのも嫌いやだったし、赤枝家の人を煩わずらわすこともしたくなかった。

　なにより父の仕事で世話になっている人の家で、妙みような気配がするなどと口にするのはさすがにはばかられる。

「ねぇ、聞いてもいい？　私と会った日に冬馬さんが『憑いてる』って口にしたこと。やっぱり、まだ私になにか憑いてたりする？　視みえるんでしょう？」

　佳乃子自身は特別に信心深くはないが、人並みに暗くら闇やみは薄うす気味が悪いし、幽ゆう霊れいやお化けをばかばかしいと笑い飛ばすことはできない。

「視えるっていうか…………なんていうか」

「お願い、ちゃんと説明して欲しいの。中ちゆう途と半はん端ぱなのってよけい恐こわくなるから」

　引き下がってなるものかと、口調を強めた佳乃子に、冬馬は観念したように手にしていた湯飲みを置くと、改まったようすで顔をあげた。

「じゃあ、正直に話すけど……」

　そう切り出して、しかしまだ冬馬の気持ちは揺ゆらいでいるようだ。佳乃子は辛しん抱ぼう強づよく答えを待つ。

「僕には、憑つき物がある」

「つき……もの？」

　はじめは意味をはかりかねたが、それが漢字となって脳のう裏りに浮うかぶと、佳乃子は自分がからかわれているのだろうかと思った。

「ふざけてるんじゃないんだ。見ただろう、夜に、廊下で」

「あ……」

　驚おどろいた佳乃子は、飲みこもうとしていたお茶にむせた。

「ご、ごめんなさっ、ごほっ、ごほん!!　……憑き物って、一体どういうこと？」

　ややうつむいた冬馬の表情は髪かみに隠かくされてわかりづらいが、別人のように振ふる舞まったことにやはり理由があったのだと佳乃子は納なつ得とくした。

　──そういえば、一昨日理津さんがいってた。憑き物のことで私が騒さわいだっていったり、冬馬さんに関かかわる覚かく悟ごがどうとかって話は……冬馬さんに憑き物があるからってことなの!?

　佳乃子の呼吸が整うのを待って、冬馬は「ふぅ」と気が重そうに口をひらく。

「急にいわれても困ると思うけど……まぁ、ゆっくりいいようもないか……僕は子供の頃ころから憑かれていて」

「えーと、ちょっと待ってね。確か、憑き物筋っていうか……そういうお家うちがあることは、これまでいった町とか村で聞いたことはあるけど……それって、犬とか狐きつねとかそういう？」

　集落によっては、犬神筋や狐きつね憑つきといった家が存在することは知っていた。

　だがたいていは周囲から距きよ離りを取られ、ひっそりと暮らしている家人たちと接せつ触しよくしたこともなければ、それがどういうものかも佳乃子は知らない。

「まぁ、狐とか……そんな感じだよ」

　打ち明けられた内容は気になるものの、どこまで踏ふみこんでいいのかわからず、佳乃子は再び湯飲みを手にする。温かいものに触ふれたくなるほど、指先が冷えていた。

　冬馬は佳乃子の「ちゃんと説明して欲しい」という気持ちを汲くんでくれているようだ。懸けん命めいに言葉を探して口をひらく。

「別にこの家にいるからって、佳乃子さんやお父さんに害はないはずなんだ。だけど、佳乃子さんは……」

「私が、なにかあるの？」

「子供の頃にも、人ではないものに過か敏びんだっただろう？　なんていうか、いろんなものに好かれやすいんだと思う。ここにきた日も……庭が騒がしくなってたから」

　それが冬馬がいっていた『憑かれてる』にもつながるのだろうか。

「やっぱり。あの夜、庭にいたのって冬馬さんなのね？」

「庭の桜に寄ってたモノには、出てってもらったんだけどね」

　少し気まずそうにうつむく冬馬の髪が、さらりと流れて目元を隠す。

　──あぁ、そうか。

　聞かされた話よりも、佳乃子は冬馬の頰ほおの線を目で追ってしまった。

　冬馬のうっとうしい前まえ髪がみ。人より明るい色の右目を隠すような髪の長さは、憑き物のことを負い目に思っているからかもしれない。

　恐くないといえば噓うそだが、それこそ理津が案じたように冬馬を傷つけたくないと思う。

　きっと目の前の青年は、自分の憑き物を隠しておきたかったはずだ。こうして自分に打ち明けてくれるのにも、相当勇気がいっただろう。

　その気持ちが嬉うれしかった佳乃子は、できるだけ不自然にならないよう、口の端はしを笑えみの形につりあげた。

「話してくれて、ありがとう。いまの話を聞いたら、少しすっきりした気がするわ。東京にも来たばかりで……ほら、最初の日に『薔[image: ]ばら殺人』なんて見ちゃったから、私が気にしすぎなのかも。父さんは仕事が楽しいみたいだし、私もこの家になじめそうな気がしてきてるの」

　そう答えると、冬馬の肩かたからふっと力が抜ぬけて、ひどく緊きん張ちようしていたのだとわかる。

「もう、部屋にひとりでいても恐くないと思う。あの、庭をみてまわってくれたりとか、いろいろ気にしてくれてありがとう。でも、大だい丈じよう夫ぶだから」

　佳乃子が普ふ段だん通りの口調で告げると、冬馬はほっとしたのか、不思議に体が斜ななめに傾かしいでいく。

　──んん？　えーと、冬馬さんのこの姿勢は、疑問があるの？　それとも悩なやんでるの？

　その口元がほんのり笑みを浮かべたのが見えて、佳乃子は脱だつ力りよくした。

　──そっか、嬉しかったのよね？　冬馬さんって、やっぱりちょっと不思議な人かも……。

　お茶を飲み終えた冬馬は、これからも気になることがあれば言って欲しいと告げて、部屋に戻もどっていった。

　日ひ頃ごろから冬馬は、帰宅したあと部屋にこもっているようで、中学に通うぐらいなのだから真ま面じ目めに勉強しているのだろう。

　下げた食器を洗って片付けながら、佳乃子は小さくため息をつく。

　──冬馬さんのようすがおかしいのが、まさか憑き物があるからだなんて。でも、これで理津さんの態度もよくわかった気がする。

　同じく聞かされた、赤枝家の兄弟が最近同居しはじめたばかりだということや、異母兄弟だということも、冬馬の憑き物と関係があるのだろうか？

　人の家の事情を詮せん索さくするのははしたないと思うものの、赤枝家の謎なぞはわかったと思った途と端たんに増えていく。

　しかし佳乃子が赤枝家の兄弟について考えていられたのも、離はなれに戻るまでだった。

　廊ろう下かから直接部屋に入ると、足あし下もとでカサッと音がした。

　足の裏に、何かを踏んだ違い和わ感かんがある。

　嫌な予感がして、佳乃子は無意識のうちに息を詰つめたまま、部屋の電気をつけると小さく悲鳴を漏もらした。

「っ──！」

　白々と照らされた床ゆか一面に、びっしりと散らばった、とりどりの風景や人の顔。

　それはすべて佳乃子が好きで集めてきた、便びん箋せんや絵ハガキだった。

　佳乃子が持ってきた文箱にしまってあったはずのものだが、棚たなから箱が落ちたのだとしても、これほど部屋の隅すみ々ずみにまで広がるのは不自然すぎる。

「なんで、誰だれがこんな……」

　佳乃子が便箋や絵ハガキを集めていると知っているのは父親ぐらいだ。だが父はもちろん、わざわざこんな意味不明な悪戯いたずらをする理由がある人はいないだろう。

　──でも、こんなのまるで……誰かが丁てい寧ねいに並べたみたい。

　背筋がぞっとしたが、このままでは足の踏み場もない。

　拾って片付けなければと思うものの、便箋になにか書かれていたらどうしようかと思うと、確かめるのも恐かった。

　佳乃子はぐっと息を止めて目を閉じると、かがんでそっと一枚を手に取る。

　覚悟をきめて裏返してみると、幸い便箋は汚よごされておらず、床に散らかっているだけのようだ。

　それでも佳乃子の心はひどく動どう揺ようしていた。

　──さっきの冬馬さんの話だと、憑き物といっても私に悪さはしないってことだった。それともひょっとして、私に寄ってくるっていう幽霊みたいな……。

　考えると恐くなるだけだと気づいて、佳乃子は必死に思考を振り切った。

「うぅん。大丈夫、これは全部私の大事な便箋だもの……恐こわくない、恐いもんじゃないわ。床に散らばっちゃっただけで……うん、便箋もハガキも無事で良かった…………そういうことにしとくべきよね？」

　自分でも無理があると思いながらも、なにか口にしていないと恐きよう怖ふがふくれあがってしまいそうだ。

　佳乃子はぐっと歯をくいしばって、異常など起きていないのだと自らに言い聞かせる。

　しかしさっきのいまで、冬馬の部屋に押しかけてこの事態を説明すれば、彼の表情を曇くもらせてしまうだろう。きっと自分の憑き物のせいだと思わせてしまうに違ちがいない。

　佳乃子は便箋を片付けると、部屋に布団ふとんを敷しいた。まだ父親は土蔵にいったまま、離れはシンとした夜の静けさに包まれている。

　佳乃子は頭まで布団にもぐりこんでしまうと、行ぎよう儀ぎが悪いとわかってはいたが、明かりも消さないままぎゅっと目を閉じる。体をちぢめ、ひたすら息を殺した。

　──大丈夫、こんなこと初めてじゃないもの。

　幼い頃、一番恐かった日。真っ白な世界で自分が見た金色の光。その輝かがやきを心に思い浮うかべると、ほんのり胸に灯火があるようで少し恐怖がやわらいだ。
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　次に佳乃子が気づくと、すでに窓の外は明るくなりつつあった。

　どうやら少しは眠ねむれたようだ。

　離れの脇わきにある水場で顔を洗い、少し腫はれぼったく感じられるまぶたをこする。

　まだ朝はひんやりするが、土や草の匂においは春のもので朝日を浴びればほっとした。

「さ、急いで支し度たくしないと……」

　赤枝家の兄弟の謎や、理津の態度。そして不可解な昨夜の出来事で寝ね不ぶ足そく気味だ。

　それでも朝の支度を終え、朝食を済ませた佳乃子は、冬馬と連れだって家を出ると理津と合流した。

　春の空は明るいが、気持ちはどんよりと晴れないまま通学路を歩いて行く。

　冬馬に昨夜のことを相談してみようか迷ったが、迷めい惑わくをかければ理津にまた釘くぎをさされるような気がして言い出せなくなる。

　その日、佳乃子は眠ねむ気けと闘たたかいながらの授業になった。

　せめて誰かに話ができれば気持ちも晴れるところだが、小夜は用事があるらしく授業が終わるとすぐに帰ってしまう。

　教室に残った佳乃子が下校時刻を冬馬に合わせるには、校内で少し時間をつぶさなければならなかった。

「はぁ……」

　意識せず大きなため息をついてしまい、その原因に自分でも思い当たる。

　──帰りたくないなぁ。昨夜のことも気味が悪いし……あの部屋にひとりでいたくない。それに、このまま帰宅するときに、理津さんに会うのも気が重いんだわ。

　自分のなにが理津の気に障さわったのかはわからないが、素す敵てきだなと思った相手に理り屈くつもわからぬままきつい態度をとられるのは辛つらい。

　さらに赤枝家のなかでも、自分がここにいていいのか、微び妙みように測りかねる空気なのだ。

　千春や冬馬は好意的に迎むかえてくれたが、夏祈や艶秋にとっては仕事の邪じや魔までしかないのかもしれない。帰宅するのがだんだん億おつ劫くうになるようで、佳乃子はもうひとつ息を吐はいた。

　迎えがきて女生徒たちがさらに教室を出て行くなか、佳乃子がのろのろと鞄かばんを片付けていると近づいてくる生徒がいた。

「羽原さん」

「……槇坂さん」

　今日の清香は、あざみ柄がらの着物にフリルの半はん襟えりをあわせ、耳元の髪かみを編みあげた一段とめかしこんだ姿だ。楽しげな笑みを浮かべると、佳乃子の机に手を置いた。

「今日は委員長といらっしゃらないのね。あの方しきりたがりだもの。彼女がいるから、みんななかなか羽原さんに話しかけられないでいるのよ」

　あてつけるように口にする清香に、佳乃子はつい反発してしまう。

「違うわ。私が小夜さんを頼たよってるの。勉強を教えてくださるだけじゃなくて、とても楽しい方なのよ。委員長だと頼りにされるだけあるわ」

　はっきりとそう口にすると、清香はそれ以上小夜について言げん及きゆうできないようだ。

　佳乃子の脳のう裏りに、「槇坂さんには気をつけて」という小夜の言葉がよみがえる。

　しかし、清香は気まずそうに髪をなでると、すぐに笑えみを浮かべた。

「今日はお話ししたいことがあるの。今夜、家うちでパーティがあるのよ。芸術家の方たちをたくさんお招きした内輪のものなのだけど。羽原さんのお父様も美術品に関かかわってらっしゃるなら、貴女あなたも目が肥えていらっしゃるのではなくて？　お近づきになったんだもの、ぜひ遊びにいらしてくださらない？」

　突とつ然ぜんの提案に佳乃子がぽかんとしていると、清香はたたみかけるように口にした。

「家で扱あつかっているステンドグラスは素す晴ばらしいのよ。別べつ棟むねに西洋式のアトリエもあるし、たくさんの絵画や壺つぼもご覧いただけるわ」

　清香は裏庭で話して以来、とくに近づいてくることもなかった。佳乃子は単に、自分から興味が離れたのだろうと思っていたが、どうやら違っていたらしい。

　突然の清香からの誘さそいに、相手の本意がつかめず佳乃子は戸と惑まどった。

　わずかな警けい戒かい心しんは生まれたが、それよりも強い好こう奇き心しんに負けてしまう。

「槇坂さんのお家って、美術品を扱ってるの？　ステンドグラスも？」

　佳乃子の疑問に、清香は少し得意げに教えてくれた。

「家は槇坂商会の名で、昔から硝子ガラスを扱っているの。もともとは建築に使うものが主なのだけど、この頃ごろは洋館が増えてきたでしょう？　ステンドグラスも扱っているから、あわせて装そう飾しよく品も揃そろえているのよ。それで芸術家や職人の方とつきあいがあって……ね、じきに迎えの車がくるからご一いつ緒しよにまいりましょう？」

　あまりに急で強ごう引いんな誘いに佳乃子は迷ったが、そのとき脳裏に浮かんだのは、部屋の床ゆか一面に便箋が散らされていた光景だ。

　赤枝家に戻もどり、ひとりで部屋にいることが耐たえられないような気がして、少しでも帰宅を引き延ばしたい気持ちになっている。

　──そうよね、結局食事もそれぞれにとるんだし、私がいてもかえって気をつかわせるだけなのかもしれない。父さんも……仕事に没ぼつ頭とうしてばかりだし。

　清香に誘われてすぐに断ろうと思ったはずなのに、佳乃子はうっかりこぼしてしまった。

「……でも、一緒に帰る人を待っていないといけないから──」

「あぁ、いまはみんな登下校に送そう迎げいがあるものね。大だい丈じよう夫ぶよ、家の者を使いにやって、お迎えの方に突然のお誘いについてお詫わびしておくわ。もちろん帰りも責任をもって家まで送り届けるから安心して。ほんとこの頃物ぶつ騒そうになってしまって、羽原さんも驚おどろいたでしょう？」

　いいながら、すでに佳乃子は一緒にくるものだというように、清香は視線ですっとうながすと教室を出て行く。

　──大丈夫よね、ちゃんと家の人が伝えてくれるっていうんだもの。ひとりで帰るんじゃなければ危険もないんだし。

　心の隅すみでは「断るべきだ」という気持ちがあったが、つい先ほどまで自分の胸をふさいでいた憂ゆう鬱うつから逃のがれられるのならと、ずるい思いに負けてしまう。

　佳乃子は後ろめたさを抱かかえたまま、鞄を手に教室を出た。
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「友人宅へ寄り道？　彼女、もうそんなに女学校に馴な染じんだのか」

　女生徒の使いだという人間から、佳乃子が友人宅のパーティに招かれたと伝えられた冬馬の隣となりで、理津が意外そうに首を傾かしげ口にした。

「佳乃子さんなら、きっと友達もすぐできるんだろうなぁ」

　憧あこがれる口調の冬馬に、理津はあきれたように目を細めた。

「お前が、学校でまったく友達を作れないのと大おお違ちがいだな」

「うるさいな、僕は理津や佳乃子さんみたいにはいかないんだよ」

　冬馬は理津に向かって顔をしかめると、ぷいと背を向けて先に歩き出す。

「そうはいうけど、お前ってほんと不器用だな。どうして彼女の前でも、そのぐらい普ふ通つうに話ができないんだ」

「それができてたら、いまこんなじゃないと思う」

「ひらき直るなっていうんだ」

　理津に髪をくしゃくしゃに乱され、冬馬は逃れるように道を急いだ。

「気になるのはわかるが、彼女との距きよ離りはほどほどにするんだ」

「……理津？」

「わかっているだろう。赤枝家の事情に、臆おく病びような彼女を巻きこみたくないのなら、本来近くで関わるべきじゃない。まったく、景護様もなにを考えてこの時期に他人を呼びつけたりしたのか……」

「僕だって巻きこみたくはない。それに、彼女は恐こわがりだけど臆病じゃないよ」

　誤解しないで欲しいと気持ちをこめたが、理津は納なつ得とくできないようだ。

「会うのが十年ぶりだといっても、人の本ほん性しようはそう簡単に変わらない」

　半ば突つき放すような口調ながら、その言葉には冬馬が傷つくことがないようにと、心配がこめられているとわかる。

　理津はいつも自分のために動いてくれるが、こうして現実を突きつけることも忘れない。

　冬馬にとっては気を許せる反面、遠えん慮りよのない言葉をくれる大切な相手でもあった。

　──でも、理津はわかってない。十年前と変わらないから、彼女は強くてやさしいのに。

　ふたりは市電に乗って銀座近くまで出ると、にぎわう人ひと混ごみの先にある一いつ軒けんのカフェーを目指した。

　西洋風の店構えのカフェーは看板に『三み日か月づき洋燈ランプ』と掲かかげている。

　焦こげ茶色を基調にした木造の店内はやや薄うす暗ぐらいが、酒類は出していない純じゆん喫きつ茶さだ。

　だが扉とびらを開く前に、冬馬は立ち止まり理津を見た。

「悪いんだけど、理津。使いを頼たのみたいんだ。少し先の百貨店で、いま外国の絵ハガキが売っているはずだから、便びん箋せんも含ふくめていくつか見てきて欲しい」

　突然切り出された冬馬の頼みごとに、理津は首を傾げる。

「……絵ハガキ？　どうしてそんなものを──」

　だが途と中ちゆうではっと口をつぐむと、かすかに眉まゆをひそめた。

「まさか、彼女に……なのか？　知らん。俺はお前のそばにいる、それが役目だ」

　頑がんとして言い放つ理津に、冬馬は店の扉を開けてみせる。

　すると店内奥のテーブルに、見慣れた袴はかま姿すがたの人物を見つけて「千春さんか」と理津は苦々しくつぶやいた。

「僕は千春兄さんと話があるから。理津が戻ってくるまで絶対にこの店から出ない。だったら大丈夫だろう？　それにここなら夏祈兄さんもいる」

　冬馬がさっさと扉をくぐってしまうと、理津もそれ以上は食いさがれないのか、仕方なさそうに店を離はなれた。

　冬馬が店内を進むと、ひとりだけいる女給の真ま知ち花かが「いらっしゃいませ」と声をかける。

　わずかに下がり気味の目め尻じりに、愛らしい唇くちびるに紅を差した真知花は、いつもほんのりと眠ねむたげに見える。肩かたで切りそろえた髪かみを揺ゆらして会え釈しやくされた。

　冬馬は軽く会釈を返すと、千春が手をあげるテーブルに向かった。カウンターの向こう側には夏祈がいたが、厳しい視線で豆の挽ひき加減をみているようだ。

　冬馬がコーヒーを頼んで席につくと、千春がそっと口をとがらせた。

「ほんと夏祈って身内には冷たいよねぇ。普通に客が入ればすっごく愛あい想そがいいくせにさ。俺たちは店内の置物以下だぞ、ちゃんと代金支し払はらうのに」

　文句を口にしつつ、千春がテーブルに広げたのは新聞や業界紙の切り抜ぬきをまとめたファイルだ。冬馬はファイルを手に取ると、熱心に目を通していった。

　店の入り口を眺ながめた千春がくすっと笑う。

「そういえば、今日はあの番犬ならぬ理津君を上手に使いにだせたじゃないか」

「千春兄さん、そういういいかたは──」

　咎とがめる冬馬を千春は軽くいなすように肩をすくめた。

「ま、とにかく本題に入ろう。ここでなら事件の話も存分にできる。『薔[image: ]ばら殺人』に限らず、このところ異常な事件が多すぎる。そうだろう？」

　千春の言葉に冬馬もうなずく。

　強ごう盗とうや殺人など、帝てい都とでは物騒な事件が数多く起きてきた。

　だがここ一年ほどの間だけで、世間や新聞をにぎわす事件は、猟りよう奇き的で常じよう軌きを逸いつしたものが増えているのだ。千春が差し出した記録にあるのは、不気味な見出しの記事ばかりだ。

　さらわれた人間が死体となって、街角の時計塔とうの振ふり子代わりにぶら下げられる。

　局所的な落らく雷らいがつづいたかと思えば、港こう湾わんの倉庫が焼失した跡あとに、逆五ご芒ぼう星せいの呪じゆ術じゆつ的な痕こん跡せきが残されていた。

　つづけて赤ん坊ぼうがさらわれたかと思えば、それぞれが人形のなかに押しこめられる形で遺体が発見されたこともあった。

「『薔[image: ]殺人』も……やっぱり悪あく魔ま崇すう拝はい者の仕し業わざかな」

　冬馬のつぶやきに、千春は「んー、だろうねぇ」とうなずく。

　悪魔崇拝などという単語を口にするのは、どこかおとぎ話じみた響ひびきがあった。だがそれも、いまや帝都では笑い話ではない。

「深左緒叔父おじ貴きもいってたけど、異国から人や物が行き交かいだして、悪魔崇拝なんて言葉も知られるようになった。しかも、ちょうど記事の猟奇事件が増加した時期とも一いつ致ちしてる。今回の事件が、悪魔崇拝者の仕業である可能性は十分だ。異常な手口や規則的に繰くり返されるところも、悪魔に捧ささげるための供く物もつだと考えられる」

　さらに千春は店の入り口をちらりと見て口をひらいた。

「それに、理津君が冬馬の身辺についてるってことは、『薔[image: ]殺人』について、特務省が動いてる証しよう拠こだっていえないか？」

『特務省』と口にした千春は、眼鏡の奥で黒々とした瞳ひとみをきらめかせた。

「……かもしれない。僕からは聞いても答えてくれないだろうけど」

　迷うように言葉を濁にごした冬馬は、日ひ頃ごろから警護と称しようして側そばを離れない理津のことが気になっていた。

　理津が所属する『特務省』は、十七年前に新設された部署であり、帝都を脅おびやかす悪魔崇拝者や、異常犯罪による事件を中心に捜そう査さを任命されている。

　公おおやけにできない事件が多いため存在は隠かくされているが、冬馬の父である赤枝景護は、そんな特務省創設メンバーのひとりであった。

　記者としての仕事を持つ千春は、理津の目を避さけ冬馬と話しあうことになる。

「今回の事件は、各紙がこぞって書き立ててる。『帝都震しん撼かん！　乙女おとめの心臓ハート泥どろ棒ぼう』だなんて悪あく趣しゆ味み丸出しだけど、これだけ世間の目が集まってるっていうのに大だい胆たんな奴やつだ。で、俺がさぐってきた収しゆう穫かくがこれってわけ」

　千春は、『薔[image: ]殺人』が起きた箇か所しよを地図に記していた。どうやら事件は、山の手を中心に起きているようだ。

「世間でも騒さわがれてるのに、慎しん重ちようになるどころか事件の周期は短くなってる。それにここ……とうとう佳乃子ちゃんが通ってる、花崗女学園のそばでも事件が起きた」

　眉み間けんにしわを寄せる千春は、眼鏡の奥の瞳をすっと鋭するどくする。

「悪魔崇拝をしている人間は、まともな思考を失ってる状態だけれど、端はたから見てそれがわかるかっていうとまた別だ。前にも話したけど、今回の犯人が医師だったり、上流階級の人間と接せつ触しよくできるだけの知性と立場があるのなら、簡単には見つからないかもしれない」

「だから、百貨店なんて人目につくところで、犯行に及およべたってことか」

　徐じよ々じよに犯人の狂きよう気きが高まっているのを感じて、冬馬は眉まゆ根ねを寄せた。

「こんなとき、親父おやじどのなら、悪魔崇拝者について情報提供も受けられたんだろうけど、まったく勝手に失しつ踪そうなんてしてくれちゃうから……」

　ふんと腹立たしそうに息をついて、千春は眉をひそめる。

「それに、本来なら悪魔崇拝者の存在が増えていると、もっと世間に知らしめるべきなんだ。今回の事件だって気づく人は感づいてる。なのに記事が大げさなばかりでちゃんと扱あつかわれないのは、大手の新聞社や経済誌に、圧力がかかってるからだ」

「圧力って、特務省が？」

　意外そうな冬馬の問いに千春は首を横にふる。

「いや、どちらかというと政財界……かな。政治家だけじゃなくて、企き業ぎようのお偉えら方がたも動いてるみたいだ。そこで、もうひとつ気になることがあって──」

　そういって千春が取り出したのは、古びた新聞記事の写しだ。

「最近、悪魔崇拝者が帝都で起こしてる事件っていうのは、いまから十七年前に同じように増えていた時期があった」

　いくつか選び出された記事には『またしても一家消失、座ざ敷しきに血の五芒星』『地下の隠れ家が、血ち塗ぬられた頭ず蓋がい骨こつと祭さい壇だん』と、見出しはどれも悪趣味なものだが、記事の内容を見るとあながち大げさに煽あおったものでもない。

「古い記事を洗ってたら、かなり怪あやしい人物を見つけたんだ。特務省も、きっとなにか気づいてる」

　千春の声はやや興奮気味で、大きな秘密を打ち明けるように瞳はきらめいていた。

「ほら、ここを見てくれ。当時の英国領事館でのパーティを撮った写真なんだけど」

　差し出されたのは、華か族ぞくや政治家などの特集記事を扱う雑誌だ。

　古い誌面の写真は、当時活かつ躍やくしていたまだ若き実業家たちが集つどっている洋館でのパーティの風景を写したものだ。指さされたのは、写真の端のほうに写っている金きん髪ぱつの人物だった。

「じゃあ、次はこっち。つい先月の同じ財団広報なんだけど……」

　まだ新しい広報誌を手にした冬馬は、ぎょっとしてふたつの記事を見比べた。

「こっちの人と、先月の記事の人……同じ……人？」

　片方は写真がモノクロなうえ、遠目の写真なので確信はもてなかったが、その横顔の輪りん郭かくやがっしりとした肩かた幅はばはうりふたつに見える。

「最近の広報のほうに特集記事があるんだけど、彼は英国の貴族でやり手の富ふ豪ごうだ。『海運王、ライズワルド侯こう爵しやく』が日本に渡わたってきた時期と、帝都で事件が起き始めた時期は一致してる」

「でも、十七年前ならもう少し年を取ってるはず」

　冬馬も怪け訝げんに思いさらに記事に見入った。この写真の男が同一人物ならば、若々しい人物だとしてもあまりに変化がなさすぎる。

「ひょっとしてだけど、兄弟だとか近い家系の別人だって可能性もあるけどね。ただ、いまの日本は和蘭陀オランダや英国との貿易で奇き跡せき的な復興を遂とげたといってもいい。異国からやってくる貿易要人に、悪い意味で注目が集まるのは避けたいはずだ」

　そのために、帝都で起きている事件報道に圧力がかけられている可能性があるのだと、千春は苦々しい表情だ。

「じゃあ、千春兄さんのいる新聞社でも記事にはできないんだ？」

「残念ながらね、編集長に企き画かくが通らないだろうな」

　悔くやしいがそれが現実なのだろう。冬馬も重くため息をついた。しかし千春の記者魂だましいは簡単にあきらめはしないだろう。

「でもさ、ほんとこういう話が家でできないのもめんどくさいな」

　叔父の深左緒や警護役の理津は、冬馬が身の回りで起きる事件に興味を持ったり、近づこうとするのを嫌いやがる向きがあるのだ。

「それにさ、これは事件とは別だけど、親父どのが手紙を出して、この時期に羽原親子を帝都に招いたことも気になってる。単なる偶ぐう然ぜんとは思えないんだけど……ほんと自己中心っていうか、勝手な人だから」

　仕方がないと呆あきれをにじませる千春に、冬馬は気まずさを感じつつ申しん告こくした。

「じつは、昨夜佳乃子さんが、家で奇き妙みような気配を感じるって口にしてたんだ」

「えっ、なにそんなことあったの？　佳乃子ちゃん明るくしてるし気づかなかった。そういや、佳乃子ちゃんて子供の頃ころから憑つかれやすかったって話だよね。……それに帝都にきた初日に『薔[image: ]ばら殺人』にいきあうなんて運が悪い」

「うん。それで、家で眠ねむれなかったり落ち着かないのは、僕が原因かもしれないから……その、憑き物のこと話しちゃって」

「ちょっ!?　なに、自分から内ない緒しよにしといてくれなんていっときながら、結局話しちゃったのか。なんだそれ」

　驚おどろき唇くちびるをとがらせる千春に、冬馬はがばっと頭を下げる。

「悪いと思ってるよ。全部は話してない。ただ、やみくもに恐こわがらせたくもないから」

「そりゃねぇ。いきなり全部を知らされても、佳乃子ちゃんだって困ると思うよー」

　千春はさらっと言ってのけると、目の前で落ちこむ冬馬にかまわず、コーヒーに三度目のミルクをつぎ足してしまう。さらに手をあげて真知花を呼んだ。

「真知花ちゃーん、ミルクおかわり！　あと、冬馬にコーヒー足してやって。砂糖でじゃりっじゃりになってるから」

　向き合って座る兄弟のカップは、なんとも惨さん憺たんたるありさまだ。

　千春は極度の猫ねこ舌じたに、コーヒーにミルクばかり足してしまい、冬馬はとうとう六さじ目の砂糖を入れてしまったところだ。

「冬馬、その異常な味覚が発動してるってことは、アレの気配が強くなってるのか？」

　その質問に、冬馬は苦々しい顔でじゃりじゃりとカップをかき混ぜてうなずく。

「悪あく魔まの気配っていうのかな。この頃はとくに反応するみたいだ。目の色の変化も強まってるし、こないだも佳乃子さんに……」

　そう口にして、うめくようにテーブルに伏ふせる。

　とんだ振ふる舞まいに及びかけたのは、自分の意思ではなかった。これも憑き物を完全に支配下におけているわけではないからだ。冬馬は心底嫌そうにつぶやいた。

「アイツも……佳乃子さんのこと気にしてるみたいだし」

「へぇぇ。なに佳乃子ちゃん可愛かわいいし、すっごく良い匂においするから、冬馬に憑いてるアレもやっぱり反応しちゃってるわけだ」

　ひやかすような千春の言葉に冬馬が言い返そうとすると、ふたりのテーブルにずかずかと夏祈が近づいてきた。

　ミルクカップをタン！　とテーブルに叩たたきつけたかと思うと、冬馬のカップにどばっとコーヒーを足す。

「まったく軽けい薄はくな長男に、辛しん気きくさい末弟だな！　ここは女学生がたむろする公園か」

「軽薄……」

「しんきくさい……」

　どうやらそうとういらついているらしい夏祈に、千春も冬馬も圧あつ倒とうされる。

「どんな悪魔だか、崇すう拝はい者だかがうろついてるにしろ、とっとと根絶やしにしてもらわないと、僕たちに安住の地はないんだろ。このところ異様に腕うでがむずついて苛いら々いらするよ」

　仁に王おう立ちになっている夏祈を見あげて千春は苦く笑しようする。

「まぁ、だからこそ親父どのにどういうつもりがあるのか、とっつかまえて確かめたい」

「身近なところからつぶしていくしかないのかな……」

　冬馬がつぶやく前で、千春がもう一度資料の束をぱらぱらとめくる。

「そうだな。気になるといえば、ライズワルドは近年このあたりの会社と取引が急激に増えてる。今日も槇坂商会で芸術家を招いたパーティがあるらしくてさ、ちょうどいいから──」

「いま……槇坂家のパーティっていった？」

　嫌な予感に冬馬は千春の言葉を遮さえぎると、立ちあがって手元の書類に視線を落として顔をしかめた。

「ここの娘むすめが、佳乃子さんと同じ女学校にいる。今日、その子の家のパーティに誘さそわれたっていわれて」

「じゃあ、彼女は槇坂の家にいるっていうのか!?」

「……帰りも家まで送り届けるからって使いがきて」

　その言葉に千春はがたっと立ち上がると、テーブルに広げていた地図をみた。

「迎むかえにいったほうがよさそうだ。取り越こし苦労で済めばいいし、面めん倒どうが起きるなら……そりゃもう面倒じゃすまないってことだ」

　冬馬は鞄かばんもそのままに席を立ち、千春があとにつづくと、ふたりは店を飛び出した。
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「いま帰ったわ。ねえや、衣装の着付けをしたいの。手伝ってちょうだい」

　清香はそう口にしながら、佳乃子の手を引いて屋や敷しきのなかへ入っていく。

　連れていかれるままに清香の屋敷へと招き入れられた佳乃子は、目の前の光景に圧倒されっぱなしだった。

　門をくぐって車止めへと向かう間にも、前庭にある噴ふん水すいや彫ちよう刻こくが並ぶ光景に気け圧おされてしまったのだが、屋敷の内部はそれに輪をかけて、贅ぜいを凝こらした装そう飾しよくに満ちていた。

　吹ふき抜ぬけの玄げん関かんホールに下げられたシャンデリアは、巨きよ大だいな高窓にはめこまれたステンドグラスの光を受けてきらめいている。

　──帝てい都とのお金持ちって、ほんとに本で見た通りなのね。こんな舞ぶ台たいみたいなお城みたいな場所で暮らしてるなんて……目が回りそう。

　先ほどから、そろいのお仕着せを身につけた女中が幾いく人も行き来しているのは、パーティの支し度たくに余念がないのだろう。

　ばたついているなか、衣装がぎっしりと吊つるされた部屋に清香が入っていくと、すぐにねえやと呼ばれた女性があらわれた。

　清香といる佳乃子を見て、「あら」と言うように眉まゆをあげる。

「こちらのお嬢じよう様さまが、あの方とお話しされていたご友人でいらっしゃいますの？」

「もう、しっ……その話はいいから。彼女も今夜のパーティに出席するの。私のドレスでは丈たけがあわないでしょう。ねえやのを貸してあげられない？」

　上品な束そく髪はつのねえやは佳乃子の顔から足あし下もとまでを眺ながめると、「そうですわねぇ、では少しお待ちになってね」と言って部屋を出て行った。

　再び両手にドレスを持ってねえやが戻もどってくると、佳乃子は瞬またたく間に袴はかまと着物をはぎ取られ、ドレスを着付けられてしまった。

　自らもてきぱきと支度を進めていく清香は、着き替がえさせられた佳乃子を見て、「まぁ」と目を見張った。姿見をのぞきこんで、意外そうに声をあげる。

「羽原さんって背が高いから、大人っぽいドレスが似合うのね。あぁ、コサージュはこれをつけるといいわ。ねえや、靴くつも貸してあげて」

　清香に背を押され、慣れない靴に戸と惑まどいつつ椅い子すに座らされると髪かみをまとめられる。

「ほら、素す敵てきじゃない。私も友人として嬉うれしいわ」

　清香のはしゃいだ声を聞くと、佳乃子も混乱していた気持ちが浮ふ上じようしてきた。

「あ、ありがとう。でも、ドレスなんて初めて着るから、裾すそを踏ふんじゃいそう」

　清香と共に廊ろう下かに出ると、もうパーティの客が入ってきているようだ。

　廊下の先にあるソファに、着き飾かざった男女の一団が見える。階下にはざわめいた人の気配がして、さらに多くの人がいるようだ。

「さぁ、こちらにいらして」

　清香にエスコートされる形で佳乃子が階下に下りていくと、玄関ホールに立つ人々の視線が集まって恥はずかしさに頰ほおが赤らむ。

「清香様だわ。ご一いつ緒しよの方はどなたかしら……」

「美しい。是ぜ非ひふたりご一緒にモデルをお願いしたいな」

　階段を下りてパーティのメイン会場に入ると、頭上に燦さん然ぜんと輝かがやくシャンデリアの下、飲み物を手に多くの人が語らっている。

　スーツを着た紳しん士しが近づいて、清香の手を取り恭うやうやしく礼をした。

　まばゆい金の髪に広い肩かた幅はばの、品の良い異国の紳士だ。

「今日はお招きいただいて光栄です。先ほどお父上にもご挨あい拶さついたしました。清香様のように美しいご令れい嬢じようがいらして、槇坂様はお幸せなことです」

　こうした賛辞にも慣れたようすで、清香はゆったりと微笑ほほえんで会え釈しやくすると、佳乃子を前に出すようにすっと体を引いた。

　紳士と向き合った佳乃子は、その人物に会ったことがあると思い出す。

　──そうだ。この人、銀座の百貨店にいったときに話した絵ハガキの人だ。

　向こうも佳乃子のことを覚えているのか、わずかに悪戯いたずらめいた表情で会釈してみせる。

「ご紹しよう介かいするわ。こちらライズワルド侯こう爵しやくは、お父様の仕事のパートナーでもいてくださるのだけど、芸術にとても造ぞう詣けいが深くていらっしゃるの。新進気き鋭えいの芸術家を常に支えてくださるのよ」

　──そうだった、東京にきた初日に百貨店で印象的なお城のハガキの話をして、故郷は英国だって話してた。そのあと……。

　彼と会話をしたあとすぐ『薔[image: ]ばら殺人』が起きたのだ。

　現場から立ち去り際ぎわに、目の前の紳士がなぜか笑えみを浮うかべていたことまで思いだす。

　だが清香は、佳乃子のようすになど頓とん着ちやくせず、ライズワルドに向かって話しはじめた。

「彼女は羽原佳乃子さん、女学校でご一緒している友人ですの。赤枝財ざい閥ばつともご縁えんがおありのようですわ」

「……槇坂さん。困るわ、そういうつもりでここにきたわけじゃ──」

　だがライズワルドは、落ち着いた声で佳乃子に話しかけた。

「ほぅ、赤枝財閥というと、新しく就任された代表は深左緒さんでしたね。彼はなかなか社交の場に姿を見せてくださらないので」

「いえ、あの。私の父が仕事でお世話になっているだけで……赤枝家のことについてはなにも存じておりません」
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　どう答えれば問題がなく、赤枝家に迷めい惑わくがかからないだろうかと考えつつ、佳乃子は紳士との会話を切りあげようとする。

　だがライズワルドは余よ裕ゆうのある態度で、佳乃子の焦あせりもやんわりと押し包んでしまう。

「なに、仕事のことなど無ぶ粋すいでしたね。いまの私は貴女あなたに興味があるのです。絵画や彫刻、美を宿したものは総じて甘美さがあるが、麗うるわしい乙女おとめのみずみずしさには敵かなわない」

　神秘的な菫すみれ色いろの瞳ひとみに見つめられて、佳乃子はひどく居い心ごこ地ちが悪くなる。

　佳乃子に執しゆう着ちやくするようなライズワルドの態度が面おも白しろくないのだろう。

　清香はドレスの裾をすっと引くと「呼ばれているようですので、わたくしは失礼いたしますわね」と告げて、別の女性のところへ去ってしまう。

　ひとりで置き去りにされてしまい不安になる佳乃子に、ライズワルドがわずかに身をかがめると、低い声でささやく。

「百貨店でお見かけしたときから、不思議と初めてお会いした気がしないのですよ。花のようなかぐわしさに、懐なつかしい思い出が甦よみがえる」

　その言葉は浮いた世辞のようでありながら、特別な感情がこめられた響ひびきがあった。

　これ以上向き合っているのをためらうような光が、ライズワルドの紫むらさきの瞳にあらわれる。

　うっとりと浮かべられた笑みに、なぜか陰いん惨さんな印象を覚えて、佳乃子は一歩足を引いた。

　手て袋ぶくろに包まれたライズワルドの指先が、結ゆい上げて流れ落ちた髪に触ふれる。

「さぁ、美しい蝶ちようは舞まってこそです。いかがです、今日は私にエスコートをさせていただけませんかな？」

「……あの、すみません。でも私、今日は清香さんとご一緒するつもりですので」

　ライズワルドの言葉と表情に、得体のしれない気味の悪さを感じて、佳乃子は会釈すると身を翻ひるがえす。

　清香の姿を探すと、フロアの中心へと向かう清香が肩かた越ごしにちらりと振ふり返る。その表情を目にして、佳乃子はやられたと唇くちびるを嚙かんだ。

　──槇坂さん、最初から私を赤枝家の関係者だといって、パーティで放ほうり出す気だったの？

　相手がそのつもりならここで清香を追うだけ無む駄だだと気づき、佳乃子はすぐに諦あきらめた。

　清香に気をつけろと言っていた小夜の言葉はこういう意味だったのだろうか。もっと素す直なおに忠告を聞いておくべきだったかと後こう悔かいしてももう遅おそい。

　佳乃子はライズワルドのそばから離はなれようと、談だん笑しようする人々の間を縫ぬってなんとか壁かべ際ぎわに逃にげることにした。

　紳士らしくかしこまったスーツの人間もいれば、シャツにベストで着き崩くずした感じの洒落しやれた紳士や、着物や袴はかま姿すがたの男性もいる。女性は佳乃子が着せてもらったイブニングドレスや着物、そして奇き抜ばつな洋装に短く肩かた口ぐちで髪を切りそろえたモガもいた。

　今夜は芸術家たちが多く集まるといっていた清香の言葉を思い出す。

　屋や敷しきに美術品が多く置かれているようすを見ると、清香の父親は事業の傍かたわら芸術家たちのパトロンを買って出ているのだろう。

　初めて目にする社交の場に、佳乃子は戸惑うばかりだ。慣れない靴に足が痛む。

　自分がここで誰だれより場ば違ちがいな人間だと思うと、佳乃子はいたたまれなかった。

　ようやく壁際にたどり着くと、その先に休きゆう憩けい用の椅子やソファが置かれた一角があり、人だかりがあるのが見える。

　周囲の人々の態度やささやく言葉から、めったに会えることのない、めずらしい人物がきているようだとわかった。

「誰だろ……」

　そんな場合ではないと思いつつ好こう奇き心しんが勝まさり、佳乃子はつい足を進めた。

「あれ……？　まさかあそこにいるのって──」

　幾いく人かの人にとりまかれているのは、グラスを手にした艶秋の姿だった。今日は蝙蝠こうもり柄がらの着物を身につけ、白い髪をゆったりと肩口で束ね、組くみ紐ひもと帯留めでまとめている。

　華はなやかな場にあっても、誰より異質な空気をまとっている艶秋は、やはり画家として注目されているのだ。

　同じ画家や芸術家はもちろん、焦こがれるような目で近づく婦人も多い。誰の目もひどく熱心に艶秋に注がれているのを見ると、佳乃子は自分が近づけるとは思えなかった。

　それに艶秋は、自らの名を雅が号ごうとして名乗っているが、当人が赤枝財閥と関かかわりがあると公おおやけにしていないのだ。

　いまは自分が声をかけないほうがよさそうだと佳乃子は判断した。

「く、仕方ない。やっぱりさっきのねえやを見つけて、服を返してもらおう」

　周囲を見回していた佳乃子は、背後にすっと近づいた人の気配に驚おどろいて顔をあげた。

　立っていたのは、仕立ての良いシャツにパンツという、洋装の男だ。

　パーティの場にあって、それほど格式張っていない雰ふん囲い気きに少しほっとする。

「やぁ、美しいご婦人だ。こちらの清香お嬢じよう様に勝るとも劣おとらない。ご友人かな？」

「はい、清香さんとは同じ学校で机を並べております」

　繊せん細さいさを感じさせる男性は、はにかむように笑みを浮かべたが、その面おも立だちはやや頰が瘦こけ、目元に隈くまが浮いている。

　やわらかい物もの腰ごしと、不健康そうな空気がどこかちぐはぐな感じがした。

「そうでしたか、ではこちらの建物にある特別なアトリエについてはご存じかな？　この槇坂商会では、社長がお認めになった芸術家や職人だけにアトリエを一いつ郭かくいただける。私もその栄えい誉よに与あずかっていてね。ご招待したお客様を、案内する役目も請うけ負っている」

　どうやら男は、佳乃子にそのアトリエを案内すると言いたいようだ。

　だがいまは、ねえやを捜さがしてここから早く立ち去りたかった。

　佳乃子が断ろうとすると、男の笑顔がふいに不自然なものに変わる。無ぶ遠えん慮りよに手が伸のばされ、佳乃子は手首をつかまれた。

「なに、心配はいらないさ……そう、じきになんの心配もいらなくなる」

　歌うように口にすると、歪ゆがんだ笑顔のまま男が下ろしていた手をすっと腰こしのあたりに持ちあげる。その右手には巨きよ大だいな彫ちよう刻こく用ノミが握にぎられていた。

「黙だまって、ついてくるんだ。お前に拒きよ否ひ権はない」

　これほどの人がいるなかで、刃は物ものを突つきつけてくる男の神経はまともではない。

　相手の表情からも異様さが伝わってきて、佳乃子は逆らえないと観念した。

　男はぴったりと隣となりに立つと、周囲に異変を知らせる間を佳乃子に与あたえず、ドレスのリボンに隠かくれてしまう位置に刃物を構えた。

「叫さけぶなよ。ひと声でもあげたら……これで刺さす。お前の心臓をえぐりとってやるからな。ほら、そのまま扉とびらから外へ出ろ。テラスの先にアトリエがある」

　佳乃子は声をあげることもできずに、肩かたをぐいっと押されてよろめいた。

　男が口にした「えぐる」という言葉が気にかかる。佳乃子は足がすくんだが、背後から刃物の先で軽く突かれる。

　頭のなかにめまぐるしくよみがえるのは、千春が口にしていた言葉だ。

　──そうよ、この人なら商家に出入りできて、パーティで多くの人と接せつ触しよくできる。それに刃物まで持ってて……。

　考えをまとめる間も与えられないまま、廊ろう下かに出され会場を離れる。しかし、すれ違ちがう人に男が愛あい想そ良く会え釈しやくすることで、奇き異いな目を向けられることはなかった。

　佳乃子は男が本当に槇坂商会の関係者なのかを疑ったが、足取りに迷いはなく、どうやら言葉通り屋敷の外にある別べつ棟むねに向かっているようだ。

　背後を歩く男の息が徐じよ々じよにあがってくるのがわかる。この状じよう況きように、男の気が高ぶっているのを知って、佳乃子はおぞましさに血の気が引き足が震ふるえる。

　中庭には芝しばが敷しかれ、西洋式に整えられた庭木が屋敷の外からの視線を遮さえぎっていた。

　敷しき石いしを踏ふんで連れていかれた先は、天てん井じようから半ばまでが温室のように硝子ガラス張りにされた、風変わりな建物だ。

　月明かりだけでも十分見み渡わたせる室内は、やはりアトリエなのだろう。作業するための大きな机や、見たこともない工具が入った棚たなや箱が見える。

　部屋の中央には、人の背せ丈たけをゆうに超こえる巨大なステンドグラスが数々置かれていた。

　薄うす暗ぐらさに目が慣れると、立てかけられた色硝子の向こうに、人が立っているように見えてぎょっとする。

「あ……、石せつ膏こう？」

　置かれていたのはつるりと無機質な石膏の像で、女性の裸ら像ぞうだ。均整のとれたその形と、近くにちらばっている人体デッサンの描かかれた用紙に気づいて、佳乃子はぞっとする。

『薔[image: ]ばら殺人』の犯人が医師でなくとも人体に詳くわしく、刃物の扱あつかいに慣れている理由を佳乃子は理解した。

　──間ま違ちがいない。やっぱり、この人が犯人なんだ。

　男に強く背を突き飛ばされ、佳乃子は大きな作業台にぶつかってうめく。

　男は手にしていたノミを放り投げると、机の上に置かれていた異国の短たん剣けんを手に取った。

　精せい緻ちな装そう飾しよくが施ほどこされたそれは、刃は先さきが長く芸術品のように美しい。

「今日は素す晴ばらしい日だ。あの方に乙女おとめの薔[image: ]を捧ささげれば、願いは届けられる。お前の魂たましいを捧げればこれで十と三つ目、これで俺の芸術を……可能性を、必ず槇坂は認めるはずだ！　絶対にこの場所は誰にも渡わたさない」

　荒あらい息のなか、うわごとのように男の口から漏もれる言葉にぞっとする。

　のしかかってくる男から逃のがれるすべを探して、佳乃子は首をめぐらせたが、アトリエを見渡して絶望した。

　──どうしよう。本ほん邸ていでは音楽も鳴ってるし、叫んでもきっと聞こえない。それに、さっきからしてる変な匂におい……これってなに？

　後ろ手に伸ばした指先に硬かたいものがあり、やみくもにつかんで思い切り振り回す。

　鈍にぶい手て応ごたえがあり、男がくぐもった悲鳴をあげた。

「っぐぅ！　くそっ、くそっ……この女……!!」

　どうやら握ったのは、ノミを叩たたく木き槌づちだったらしい。鼻を強打され苦しむ男を押しのけると、佳乃子は必死に作業台の反対側へとまわりこみ距きよ離りを取る。

　寝しん台だいほどの大きさがある机き上じようには、赤黒い染しみが広がっていた。それに気づいた佳乃子は、うっと口を押さえた。

　壁かべ際ぎわの棚に並べられているのは、硝子ガラス瓶びんの数々と五ご芒ぼう星せいが描かれた額がく縁ぶちだ。

『薔[image: ]殺人』で、被ひ害がい者しやたちから奪うばわれたものがなんであるかを思いだし、佳乃子はとっさに棚から視線をそらした。

　──あの瓶の中身……見ちゃいけない。見たら、きっと動けなくなる。

　とうに足は震え、全身が強こわばっていたが、佳乃子は必死に相手との間を測り続けた。

　気味が悪かったが、作業台に転がっていた錐きりのように尖とがった金属がついた工具を握る。

「近づかないで」

　しかし佳乃子の声には頓とん着ちやくせず、男は獣けもののように荒い息をつくと、口元からだらりと舌を垂らした。

　もつれるような口調で話しながら、男はにたにたと笑う。

「馬ば鹿かぁいうな……おあぇは、まちがいない。生け贄にえの……贄にえの乙女おとめなんだろぉ？　俺にはわかる、この香かおり……どんな奴やつだって誘さそわれる、うっ、うぅぉああぁ……」

　突とつ然ぜん呻うめき出すと、男の膝ひざが折れたようにがくんと姿勢を崩くずす。

　そのまま床ゆかを這はうように佳乃子ににじりよると、勢いよく短剣を突き出した。

「……きゃあぁぁっ！」

　恐きよう怖ふにかられ、手にした工具をやみくもに振ふり回したものの、相手につかみかかられて、佳乃子は床にひきずり倒たおされる。

　激しい痛みを想像して身を縮めたが、ガタガタッと騒そう々ぞうしい音が響ひびくと、男がわめく声が聞こえた。のしかかられた重みがふいに消失する。

「っ痛た。……あれ？」

　床に打ちつけた腰と膝をさすりながら佳乃子が身を起こすと、目の前には思わぬ人物が立っていた。

「艶秋さん？　な、なんでここに!?」

　暗がりに淡あわく浮うき上がって見える髪かみを持つ艶秋は、男の右みぎ腕うでを背後にねじまげ、押さえつけている。

　髪がやや乱れていたが、腕わん力りよくで相手をねじ伏ふせているとは思えない涼すずしい表情だ。

「いや、パーティ会場にあんたがいるって気づいてたさ。この男とあんたが広間を出てくのが見えたから、なにかあっちゃあ親おや御ごさんに顔向けできねぇだろ？」

　艶秋の思わぬ言葉に、佳乃子は泣き出しそうにほっとした。

　──あの、人ひと混ごみのなかで気づいていてくれたんだ。

　艶秋とは初日にあったきり、生活時間帯がほとんどすれ違っており、ろくに顔も合わせていなかったのだ。

　男の右腕をつかんでいた艶秋は、もう片方の手を相手の首にあてた。すると男が唐とう突とつに意識をなくして倒れこむ。

　艶秋にはなにか武道の心得があるのだろうかと意外に思ったが、倒れた男を見て佳乃子は異変に気づく。

　瘦こけていた男の頰ほおは、いまや骨に張りつくばかりにさらに瘦やせ、唇くちびるはかさかさに乾かわき、喉のどの皮ひ膚ふまでが引きつれてシワが浮いている。

　なにより顔をあげた艶秋の両目は、薄暗いなかに赤々と輝かがやいて見え、中心の瞳どう孔こうが縦に細長く変化していた。ぐっと息を詰つめて、佳乃子は視線を上にあげる。

「艶秋さん、そのおでこ……怪我けがしたんじゃ」

　佳乃子はつい艶秋の額に手を伸ばした。

　そこには、うっすらと浮かびあがった[image: ]うろこ状の痣あざがある。

　艶秋はぱっと佳乃子の手首をつかむと、自分から遠ざけた。剣けん吞のんにまぶたを細め、人のものとは思えない瞳ひとみをそらす。

「怪我じゃない。ちょっとした体質でね。あんたが私に触ふれりゃ、これと同じ事が起きるとしたら……どうかねぇ？」

「つまり……艶秋さんが触さわると皆みなそうなっちゃうんですか？」

　すでに自分の手首をつかんでいる艶秋の手を眺ながめて佳乃子は尋たずねる。

「基本的には、私がそうしようと意志をこめれば……かな」

「じゃあ、大だい丈じよう夫ぶです。艶秋さんは、私を助けてくださったんでしょう？」

　そう答えて、佳乃子は艶秋のすぐ隣となりに立つと倒れている男をじっと見た。

「あの……この人死んじゃったり……とかしてませんよね？」

「いや、死んじゃいない。その手前というか、もう少し水気をとばしちまや息絶えるだろうけどね。……むしろ、悪あく魔まに魂を売った時点でもう死んでいるっていやぁそうだ」

　艶秋が男の体を無造作に足で裏返すと、男は乾かん燥そうした丸太のようにごろりと転がった。

「まったく、思ったより豪ごう気きなお嬢じようさんだ。とにかく、あんたもこっちへ──」

　外へ出ようと艶秋が佳乃子をうながすと、目の前でアトリエの扉とびらが閉まった。

　さらに誰だれも触れていない閂かんぬきが勢いよく滑すべると、ガシンと音を立ててはまる。

「くそ」と悪態をついて艶秋が振り返ると、そこには見たこともない醜しゆう悪あくな生き物がいた。

　灰色の皮膚に覆おおわれ、骨と皮だけに見える生き物は、異様に長い手足を動かしむき出しの牙きばをみせつける。

　しかもその輪りん郭かくは、粗あらい砂すな粒つぶが流れるようにざらざらと動きつづけて定まらず、明らかに異質な存在だと感じ取れた。

「こんなときは……千春がいりゃ話が早えぇんだが」

　艶秋は佳乃子を己おのれの体でかばうように前に立つ。

　背後にいる異様な生き物は、喉を鳴らす獣のようなにごった音を立てた。

　シュウシュウと息が漏れる音に、佳乃子がおびえて閂を動かそうとすると、ガタンと頭上に衝しよう撃げきが起こり天てん井じようが鳴った。

「……えっ!?」

　見上げると、天井は硝子ガラスで覆われていたが、そこに下げ駄たが見えた。

「あれっ、なんで!?　千春さんが天井に!?」

　硝子の上に下駄で立っている千春の姿に、袴はかまのすその中が見えそうになって佳乃子は慌あわてて顔を伏せた。

「いたー！　佳乃子ちゃん視し認にん！　理津君、突とつ撃げきしちゃって」

　夜だというのに、千春の目がやたらと煌きらめいて見える。

　すると倒れた男と、異様な怪かい物ぶつの背後にあった壁へき面めんの硝子が、ガシャーン!!　と、けたたましい音をたてて破は壊かいされた。

　そこには軍刀を構えた理津の姿があり、鞘さやごと刀を振りおろして硝子をぶち割ったようだ。

　ゴッ、ゴッ、ゴッ、と音を立てて頭上を下駄で走る音がしたかと思うと、アトリエの天井からひらりと黒い影かげが飛びおりた。

　どうやって天井にあがったのかも不明だが、千春は重さを感じさせないやわらかさで、軽かろやかに地面に着地を決める。

　だがカツッと下駄を鳴らして走り出そうとした途と端たん、思い切りつまずいて地面を転がった。

「千春兄さんっ！」

　冬馬がすかさず千春の袴の裾すそを踏ふんで回転を止めると、着物の襟えりをつかみあげた。千春を助け起こすと、怪物を挟はさんだ位置から佳乃子にも声をかける。

「佳乃子さん、怪我は？」

　異様な状じよう況きようのなかで聞く冬馬の声に、佳乃子はほっとしてへたりこみそうになる。

「怪我はないわ！　艶秋さんがきてくれたから。でも、その人ようすがおかしいの……それに変な生き物が」

　だがふたりの間にいた灰色の怪物は、床に倒れている男の背を踏みつけて、大きく跳ちよう躍やくした。

　佳乃子は肩かたにつかみかかられ、部屋の中央に引きずり倒されてしまった。

「きゃあっ!!　っ痛！」

　硬かたい床に体を打ちつけ、ドレスを着ている佳乃子の肩にひどい痛みが走る。

　自分の背に半ば乗り上げるようにして、気味の悪い生き物に肩を押さえつけられ、佳乃子はもがいた。荒あらい息づかいが頭上にせまり、相手が鼻をうごめかせるのがわかる。

　苦しい姿勢のなか、千春の声が耳に届いた。

「佳乃子ちゃん！　動かないで、それは男が呼び出した悪魔だ。乙女おとめの心臓を捧ささげて、悪魔そいつと契けい約やくを果たそうとしてる」

　叫さけぶ千春の言葉は聞こえても、佳乃子はもはやその意味を考えられない。

　混乱のさなか、悪魔が触れている腕うでにぺたりとした冷たい感覚がある。

　腕から背にかけて、感じたこともないような悪お寒かんに襲おそわれ、佳乃子は息をするのも苦しくなった。

　身をよじって逃のがれようとするが、恐怖と寒さで力が入らなくなる。

　──……恐こわい……冷たい。なに、これは。

　気づけば涙なみだがこぼれ、みるみる視界がゆがんでいく。

　深いところから引きずり出されたのは、どこまでも白い世界だ。

　自らの深くに押しこめていた。忘れてしまいたくて、消えてはくれない幼い日の出来事。

　──これは、あの雪の日だ。父さんが私を捨てていこうとして。恐くて恐くて、必死で走った。でも、父さんは見つからなくて……私は──。

　風が鳴る音がする。耳みみ障ざわりなそれは、自分の喉が立てる音だった。

　息をうまく吸えなくなり、佳乃子は苦しさに体を丸める。

　胸に生まれたひどい痛みが体中に広がっていくなかで、ふっと背中に温かいものが触れた。

　涙が伝うままの顔をあげると、そこには冬馬の顔があった。

　倒たおれている佳乃子の傍かたわらに膝ひざをついて、心配そうにようすをうかがっている。

「佳乃子さん。大丈夫だから、いま助ける」

　蠟ろう燭そくの火が強まるように、冬馬の右目の色が明るさを増していくのがわかった。

「すぐに楽になる」

　この場に不ふ釣つり合いな穏おだやかな声が耳に届くと、冬馬が耳に唇を寄せた。

「君が、そうさせてくれるんだ」

　そうささやかれた途端、佳乃子の喉がしゃくりあげ、一気に呼吸が楽になった。

　冬馬は佳乃子に触れたのとは反対の手で、無造作に悪魔の胸を貫つらぬいていた。

　轟とどろくように不快な声をあげる悪魔を、冬馬は立ちあがりざまにふっとばす。その衝撃で大きな作業台が割れ、悪魔は壁かべに叩たたきつけられた。

　日ひ頃ごろは華きや奢しやに見える冬馬の行いとは思えない、常識を超こえた力だ。

　元からやや明るかった冬馬の右目は、いまは燃えあがるようにはっきりと色を変えている。

「九きゆう尾び、契約を成せ！」

　冬馬がそう口にした途端、その全身をまばゆいばかりの金色の光が包んだ。

　次の瞬しゆん間かん、冬馬の唇から普ふ段だんの彼の声とまるで違ちがう響ひびきで言葉が紡つむがれる。

《　よかろう。その命、喰くらおうぞ　》

　陽炎かげろうのように揺ゆらめく光に髪かみが舞まいあげられ、冬馬の顔があらわになる。

　日頃は静かすぎるほどの端たん整せいな面おも立だちは、いまやまったく雰ふん囲い気きを変えている。

　金色の双そう眸ぼう。髪の間からは尖とがった耳がのぞき、目つきがいっそう鋭するどくなって見える。

　その背後に金色の帯のようなものがゆらめいて、一筋二筋と分かれて立ちのぼった。

　冬馬はふわりと体を宙に浮うかべると、懐ふところから赤い棒のようなものを取り出した。

　手のひらより少し長いそれを握にぎったまま勢いよく振ふると、ぱんっと音を立てて鮮あざやかな緋ひ色いろの扇おうぎがひらかれた。

　ゆっくりと扇を舞うようにそよがせたかと思うと、どこかなまめかしく身を伸のばしてあくびをひとつ。

　口元を扇でそっと覆いながら、宙に浮いたまま行ぎよう儀ぎ悪わるく足を組んだ。

　鋭い目つきで足もとを見み渡わたして、「ふん」と馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らす。

《　くだらん、まったくの茶番だな。こんな下等悪魔ごときで我と契約とは　》

　尊大な口調は高こう揚ようした響きを帯び、金色に変化した両目には、わずかに残ざん酷こくさをにじませた光がある。

「冬馬、よせ！　九尾に意識を渡わたすな!!」

　叫んだのは理津だ。やはり彼は冬馬の憑つき物体質のことを知っている。

　悪魔に触ふれられ朦もう朧ろうとした意識の佳乃子には、冬馬の身を包むまばゆい光がどういった憑き物であるのかわからない。

　全身に力が入らず起き上がれないまま、佳乃子はぼんやりと冬馬をみつめつづけた。

《　こうるさい男だ。冬馬の気に入りでなければ、お前から始末してやるものを……　》

　そう口にして理津を見下ろすと、冬馬は扇をぱちりとたたむ。

　背にあった光の帯がひときわ明るい光に変化し、誰だれもが目元を覆おおった。すると冬馬はたたんだ扇を振りあげ、それを悪あく魔まに向かって広げるとすぱっと横にはらう。

　勢いよく放たれたのは、金色の炎ほのおだ。

「ぎゃぁぁぁあああぁぁっっ!!　がぁっ、ぐふぅ……ッ！」

　炎に身を包まれた悪魔は、その形をひどくゆがめながら、床ゆかをのたうち回る。

　周囲には青い火が浮き上がり、生き物のように模様を描えがいた。

　ぐずぐずと溶とけ固まり、墨すみ色いろの鞠まりほどの大きさに変化した悪魔の下に、青い炎が星の形を生み出そうとしていた。

《　逃すか。お前ごとき下等悪魔、ひねりつぶす！　》

　残酷に、優ゆう雅がにすらみえる所作で、冬馬がふたたび扇を返すと、黒い塊かたまりは業ごう火かに包まれ断だん末まつ魔まの叫びをあげた。

《　契約は成された。ともし火を吹ふき消そう　》

　そういうと、冬馬はひらいた扇を顔の前で水平にかまえ、見えないなにかに向かって「ふっ」と息を吹きかける。

[image: ]

　すると扇の上に金色の炎があがり、そのまま扇は燃えつきると虚こ空くうに散り消えた。

《　娘むすめ、無事だったか？　》

　ゆっくりと冬馬の体が降りてくると佳乃子の頰ほおに触れ、肩かた口ぐちの傷に気づいて不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめた。すっと肩に唇くちびるが寄せられ、黒くろ髪かみが触れるのに佳乃子はどきっとする。

《　下等な生き物に汚けがされてはかなわんな。以後、気をつけろ　》

　冬馬の体を包んでいた光が消えてしまい、浮きあがっていた足が地に着くと、がくっと膝が折れる。

「冬馬！」

　駆かけ寄った理津に支えられ、その場に膝をついた冬馬は、ほっとしたように佳乃子に手をさしのべた。

「もう、大だい丈じよう夫ぶだ。家に帰ろう」




　佳乃子は千春に羽織をきせかけられると、全員でアトリエを出た。

　倒れたままの男が気にかかったが、屋や敷しきの正門の方からこちらに向かってくる将校姿の男が数人見える。槇坂の屋敷に駆けつけた将校たちは、ものものしく建物に入っていくと、なかにいる人間たちをまとめはじめた。

　彼らが駆けつけたのは、佳乃子たちを襲ったアトリエでの騒さわぎが原因ではないようだ。

　パーティ会場でもなにごとが起きたのだろうかといぶかっている間に、佳乃子の荷物は千春が手に入れてきてくれた。

「はい、佳乃子ちゃんの制服。ドレスはまた改めて返へん却きやくにあがるからって伝えておいたよ。ただ、そのときにこの屋敷がどうなってるかわかんないけどねぇ」

　千春は取材、艶秋は招待客名めい簿ぼに名前が載のせられているため、聴ちよう取しゆがあり残ることになった。

　屋敷の前庭には深左緒が乗った車がつけられている。

　佳乃子は冬馬に付き添そわれて車に乗ると、そのまま赤枝家へと帰ることになった。

　車の定員を超こえてしまうため、理津は別の車を呼んで後ほど赤枝の家に向かうと告げその場に残った。




　車が走りだすと、外はすっかり暗く、車はエンジンの音を響かせるだけの静けさに満ちる。

　いま隣となりにいる冬馬からは、普段と同じ穏やかな空気しか感じられない。

　槇坂邸ていで一体なにが起きているのか、自分が見たものがなんだったのかわからず、佳乃子は冬馬の服の袖そでを引いた。

「あの……どうして、ここへ来てくれたの？」

「うん。佳乃子さんの友人の使いから、君が槇坂家に向かったって聞かされた」

　清香の使いの人間は、ちゃんと伝言を伝えてくれていたようだ。

　だが冬馬の表情は後こう悔かいするように曇くもる。

「そのあと、千春兄さんと『薔[image: ]ばら殺人』の件について調べてたら、槇坂家の話が出て、気になったからすぐに追いかけたんだ。深左緒さんにお願いして、赤枝の名前で屋敷には入れたんだけど……あと少し遅おそかったら──」

　あぶなかったと息をつく冬馬のようすに、必死に駆けつけてくれたのだとわかって、佳乃子はすまない気持ちでいっぱいになる。

　冬馬の話を聞くだけでも、自分が軽けい率そつな判断をしたせいで、ずいぶんと迷めい惑わくをかけたのだとわかった。

「ほんとに、ごめんなさい。すごく……恐こわかった」

　そう口にした途と端たん、心の奥からあふれ出す感情に佳乃子は涙なみだがにじんだ。

　人間があれほど異様に変わり果て、さらに悪魔だというこの世ならざる者まであらわれた。

　帝てい都とにきたばかりの日に目にした、無残な娘の死体。

　いまごろ自分もそうなっていたかもしれないと思えば体が震ふるえてくる。

「佳乃子さん……」

　冬馬が佳乃子の肩に触れようとして、すっと手を止めたのがわかった。

　佳乃子は涙を指でぬぐいつつ、冬馬の気づかいがわかって胸の底が痛んだ。

　冬馬は自分に憑き物があると打ち明けてくれた。だが、その力がふるわれる姿をみても、嫌けん悪お感かんなど感じない。

「ありがとう。冬馬さんがきてくれて、『大丈夫』っていってくれたから、すごく心強かった」

　伝えて佳乃子は冬馬の手を握った。

　たとえ憑き物があったとしても、彼自身を恐おそれてはいないと教えたくて身を寄せる。

「うん、無事で良かった」

　冬馬は少し照れくさいのか、佳乃子の手を握ったまま、体は窓のほうに向けていた。

　すると前の座席に座っている深左緒が、小さく咳せき払ばらいをした。

「帰ったら、ふたりとも寄り道が多すぎることについて話をさせてもらおうか」

　落ち着いた声に秘ひめられたお小言の予感に、冬馬と佳乃子はうなだれる。

　誰より忙いそがしいはずの深左緒に迎むかえにこさせるなど、本来あってはならないことだ。

「はい、すみませんでした」とふたりはそろって返事をした。




　その頃ころ、騒そう動どうの現場である槇坂邸を離はなれていく黒くろ塗ぬりの車がもう一台あった。

　広い後部座席にゆったりと座るのは、葉巻を手にしたライズワルド侯こう爵しやくだ。

　深ふか紫むらさき色の瞳ひとみは、暗い車中にあってもはっきりとわかるほど、冴さえた赤い光を宿してみえた。

「特務省の奴やつらめ、意外に早く嗅かぎつけたな。まだまだ悪魔に捧ささげられる魂たましいの数は足りていない。あの男はどす黒くて望み高いだけにつけこみやすかったが……乙女おとめの命を捧げはしたものの、己おのれの欲よくに押しつぶされたか」

　英国国こく籍せきを持つライズワルドは、領事館の知り合いに顔が利きくため、相手が特務省といえど簡単に身み柄がらを拘こう束そくされることはない。

　それでも捜そう査さに巻きこまれるのを避さけるため、踏ふみこまれると同時に槇坂本邸から逃のがれたライズワルドは、すぐにアトリエへと足を運んだ。

　床に転がる男の体と状じよう況きようを見て、何がおきたかを知るや即そく座ざに屋敷を後にした。

「ですが、あの男の痕こん跡せきを消してこなくてよろしかったのですか？」

「あぁ、結構だ。むしろ悪あく魔ま崇すう拝はいの痕跡を残すことで、事件はあの場所で終息する。特務省に証しよう拠こはつかませない。あの男は無む駄だにしたが、じつに有意義な収しゆう穫かくはあった」

　ライズワルドは紫し煙えんをくゆらせると、満足そうに吐はき出した。

「あの少女は間ま違ちがいなく『贄にえの乙女おとめ』だ。あらゆる魔を誘いざない、食くらうと伝えられる甘美な力の持ち主よ。街で嗅ぎつけたおりから捜させてはいたが、よもや槇坂の娘が連れてあらわれてくれるとはな」

「過ぎたことを申しあげますが、『贄の乙女』というのは、我らのような存在にとって脅きよう威いとはなりませんか」

　運転席の男は主あるじを気づかうように疑問を口にする。

「この国でいうところの『諸もろ刃はの剣つるぎ』ともいえるだろうが、その存在を手にいれてこそ利用価値がある。私の力を完全に取り戻もどすためには、『贄にえの乙女おとめ』が必要だ。希まれなる香かおりであらゆる魔をとりこみ、その血肉を私が食らえば、新たに力を増すことも叶かなうだろう。あれは以前にも増して、より強い芳ほう香こうを放っている。九尾の奴が近くにいたが、奴も誘われたか……まずは、奴らの所在をつきとめろ」

　上じよう機き嫌げんになったライズワルドに、運転席の男が応こたえる。

「は、速すみやかにご報告にあがれるようにいたします」

「今夜は『贄の乙女』が、帝都から消えていなかったとわかっただけで上々だ。九尾とやり合うには、あの少女が欠かせぬ存在になる」

　くくっとじつに楽しげに喉のどを鳴らすライズワルドを乗せて、車は闇やみへと走り去った。
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　赤枝家に車がつけられると、すでに玄げん関かん前で理津が待ち構えていた。

「理津さん……もう着いたんですか!?」

　驚おどろく佳乃子には目もくれず、理津は冬馬の前までつかつかと歩みよると、突とつ然ぜん制服の胸むな元もとに手を触ふれた。

　その手がべったりと赤いものに濡ぬれたのを目にして、佳乃子ははっと息を吞のむ。

「冬馬さん、怪我けがを!?」

　車中にいる間、冬馬の声にはみじんもそんな気配はなかった。だが、思えば不自然に窓のほうに体を傾かたむけていたことを思い出す。

　悪あく魔まと対たい峙じしていたときにも、冬馬が傷つけられたようには見えなかっただけに慌あわてる。

「すぐに、手当をしないと──」

　急いで冬馬を連れて家に入ろうとした佳乃子は、理津にそれを遮さえぎられた。

「いったはずだ、冬馬を傷つけることがあれば許さないと」

　街灯のわずかな明かりのなかでも、理津の表情が非常に厳しいものだとわかる。

　落ち着いた声には、佳乃子の軽率な行動を責める響ひびきがあった。佳乃子はきゅっと口元をひきしめると、深く頭をさげる。

「ご迷惑をおかけして、申し訳ありませんでした。私の勝手な判断で、下校時に寄り道をしたことをお詫わびします」

　きっぱりと口にした佳乃子に、理津は片眉まゆをあげてみせる。

「私の軽はずみな行動で冬馬さんが傷ついて、理津さんの心配したとおりかもしれません。悪魔なんて初めて見たし、冬馬さんの憑つき物のことだってわかってなかった」

　思った通りだと言いたげに理津は息をつく。

「なら、もう赤枝家に関わるのはよすんだ──」

　その言葉が終わるより早く、佳乃子は首を横にふる。

「赤枝家からは出て行きません。……もちろん、父さんの仕事が終われば別ですけど」

「こんな目にあって、まだ貴女あなたは懲こりていないのか」

「冬馬さんが許してくれるなら、私はここにいたいです」

　迷いのない佳乃子の言葉に、冬馬が口をひらこうとするのを理津が遮った。

「冬馬……お前は先にいってろ、すぐに怪我の手当をする」

　だが理津の言葉をふりきるように、冬馬は視線をさまよわせて言葉を探す。

「僕が──彼女のことは、僕が守る」

　静かな決意がこめられたその言葉を、佳乃子は不思議な気持ちで聞いた。

「とにかく、話はあとだ。貴女も部屋に戻って着き替がえるといい」

　理津はこれ以上つきあえないというのか、冬馬の傷にさわらぬよう肩を押すと、母おも屋やへ向かって歩き出す。

　ふたりの背を見送った佳乃子は、深左緒にも謝らねばと身み支じ度たくを整えるため離れに急いだ。

　自分の部屋に戻り、借り物のドレスを脱ぬぐ。

　騒動のさなか悪魔に傷つけられた肩かたは、そのあと九尾に触れられたからか、いまは軽い擦すり傷のようになっているだけだ。

　佳乃子は傷口をガーゼで覆おおってから、銘めい仙せんの着物に着替えると、ようやく気分が落ち着く。

　そのまますぐに座ざ敷しきに戻ると、疲つかれがにじんだ表情で深左緒が座っていた。

「少しだけお待ちください」と佳乃子は告げて、台所でお茶の支度を調ととのえる。

　戻る頃には、怪我の手当を終えたのだろう、着物に着替えた冬馬の姿があった。その襟えりもとには白い包帯がのぞいている。

「冬馬さん、怪我……ひどいならお医者にみせたほうがいいわ」

「これは、理津の手当が大げさなだけだから」

　佳乃子の声に冬馬はゆるく首を振ふると、深左緒と向かい合うように座った。

　湯飲みを手にした深左緒が、ふぅと息をついて口をひらく。

「詳くわしい話は、槇坂邸ていに向かう途と中ちゆうで、千春と冬馬から聞かせてもらった。千春が調べていたライズワルド侯爵は、海運王として名高いが、黒い噂うわさが絶えない人物だ」

　ライズワルドが行う取引の、競合相手の船が嵐あらしで沈しずむ。倉庫が火災で駄だ目めになる。

　大型船で疫えき病びようが流行はやり、入国できぬまま引き返したときにも、結果はいつも彼に有利になり奇き妙みような噂が絶えないのだという。

「どれもタイミングが出来過ぎているといわれたが、人が起こせる災わざわいではないものもあるからね。商売敵がたきの憎にくまれ口もあるかと思っていたんだが」

「ライズワルド侯こう爵しやく……そんな方には見えなかったのに」

　佳乃子はパーティで再会した紳しん士しの印象的な出いで立ちを思い出す。

「まさか、佳乃子さん。彼に会ったのか？」

　驚く深左緒に、佳乃子はうなずいた。

「級友の槇坂さんに紹しよう介かいされて、簡単に挨あい拶さつをしました。でも悪魔崇拝者かどうかなんて……わかりませんでした」

　アトリエにいた芸術家の男は、悪魔と契約をしようとしていると千春は言っていた。

　とり憑かれた男は、病やみやつれたうえ、悪魔に心を食い尽つくされてしまったのだろう。

　それを思うと、ゆったりと構えたライズワルド侯爵に憔しよう悴すいの影かげは感じられなかった。

　深刻な表情で、佳乃子の話を聞く深左緒と向き合う冬馬がつぶやく。

「槇坂の屋や敷しきにいた男は、ライズワルドを通じて悪魔崇拝を……いや、ライズワルドからそう仕向けたのかもしれない」

「とにかく、冬馬はこれ以上悪魔について深入りするな。そのために特務省があるんだ」

　厳しい口調の深左緒に、冬馬はすっと口を閉とざす。だがその前まえ髪がみに隠かくれた瞳ひとみは、決して納なつ得とくはしていないように見えた。

「だいたい、どうして艶秋まであの場所に？　普ふ段だんは画が壇だんとのつきあいなぞ、ほとんどしないだろう」

　不審そうな深左緒の口調に、佳乃子も冬馬を見て首を傾かしげる。

「千春兄さんが、事前に話をしてたんだ。艶秋兄さんなら、あの会場に楽に入れるから」

「なるほど。ではやはり事前に、千春がお前たちを巻きこんで動いていたということか」

「千春兄さんが……じゃない。僕も同じです。いま帝都でおきていることは、父さんの行方の手がかりになるかもしれない」

　めずらしくはっきりとした口調で冬馬は告げた。

　千春が単に記者として『薔[image: ]ばら殺人』を調べていたのではなかったのだと知って、佳乃子は複雑な思いで冬馬の横顔を見つめる。

「それと、槇坂邸で僕も……兄さんたちも力を使いました」

　佳乃子ははっとして顔をあげる。

　冬馬に憑き物があるという話は聞いていたが、槇坂の屋敷で目にした兄弟たちの行動を考えると、やはり彼らは常人離ばなれしている。

　その言葉に、深左緒はやや表情を硬かたくしたが、仕方がないと言いたげに吐と息いきをついた。

「佳乃子さん。君のお父様は、赤枝家についてあるていど知っている。貴女にも話しておくべきなのかもしれないな」

「はい」

　深左緒の改まった口調に緊きん張ちようしつつ、佳乃子はうなずく。

「現在行方ゆくえ不明になっている私の兄である景護は、政府の中で特務省を立ち上げたうちのひとりだ。そもそも特務省というものが設立されたのは、十七年前に遡さかのぼるが──」

　佳乃子たちが生まれるほんの少し前、異国の文化が流入しはじめた日本は、混こん沌とん期にあったという。

　そして異国からやってくる人や物と一いつ緒しよに、悪魔という存在がこの国に入りこんだ。

　大正十二年に、そうした闇やみの眷けん属ぞくを束ねる大悪魔が日本に渡わたったことで、あらゆる天変地異と禍わざわいを呼び寄せ、帝てい都とは大混乱に陥おちいった。

「もちろん当時の災害に、悪魔や異国が関係していたことは公おおやけには伏ふせられている。ことが明るみに出れば、開戦にも繫つながりかねない問題だからね」

　深左緒の話が真実であれば、国民の大半は真相を知らないということになる。佳乃子は緊張の面おも持もちでうなずいた。

「この大だい日につ本ぽん帝てい国こくは、長らく神国として在ったが、明治の初期に陰おん陽みよう寮りようが解体されてしまってね。人ならぬものに対しての結界が弱まり、護まもりにゆがみが出ていた。そこへ異国の悪あく魔まが跋ばつ扈こしたことで、大きな災害が引き起こされた」

　当時は誰だれも想像できなかった事態だったのだろうと、深左緒は苦い顔で話をつづけた。

「もちろん陰陽寮の復活も論議されたが、解体された当時の軋あつ轢れきがひどかったこともあり、それはたやすくなかったそうだ。結果、兄の景護のように神に仕える者が有志として集まり対策が取られたんだ。このとき組織されたのが特務省だよ」

　常に冬馬と行動を共にしている風戸理津も特務省に所属し、冬馬の身辺護衛をしているのだと告げられる。

「まぁ、兄は特務省での務めがあったから、赤枝財ざい閥ばつについては不本意ながら私にお鉢はちが回ってきた。とにかく、混乱を少しでも早く収め、悪魔を撃げき退たいするために景護は奔ほん走そうしている。その結果が、私の甥おいとなる彼ら四兄弟になるんだが……その、どう説明したものかな」

　湯飲みを手にした深左緒の前で、冬馬はかすかにうなずいて口をひらく。

「僕たち兄弟の母が全員違ちがうんだ。それにも意味があるみたいなんだけど」

　とかく複雑な赤枝家の家族関係は、行方不明の父である赤枝景護に発ほつ端たんがあることだけはわかった。佳乃子は冬馬に向かっておずおずと口をひらく。

「あの、いま聞いた憑き物筋の話なんですけど、今日のパーティでは艶秋さんにも助けていただいて……ただ、千春さんと冬馬さんも、なんていうのか、兄弟だけどみんな違う感じがしたのはどうして？」

「それは……僕たち兄弟は、全員憑ついてるものが違うから」

「全員……憑いてて、しかも違う……の？」

　だとすれば、槇坂邸にはいなかった夏祈までもそうなのかと想像して、混乱しそうになる。

　一度に多くを聞かされてたじろぐ佳乃子に、深左緒が苦く笑しようしつつ口にする。

「彼らの場合、憑き物は母方の家系によるものだからね。詳しいことは、いずれ千春に聞くといい。仕し事ごと柄がらいろいろと調べていて一番詳しいはずだ。それに──」

　言葉を途と切ぎれさせた深左緒は、気づかうように佳乃子を見る。

「君は小さい頃ころに冬馬に会って、それを知ってるはずだよ。冬馬を赤枝の本家で引き取ったばかりの頃、君のお父様は幼い君を赤枝の家に預けようとした。君はとてもカンの鋭するどい子供だったから、兄の景護に相談したかったんだろう」

　言われて脳のう裏りによみがえるのは、一面真っ白な雪景色だ。

「どうだろうか。こうした事情を知ったうえで、佳乃子さんがここで暮らすのは難しいかな？」

　深左緒の問いに、佳乃子は自然と首を横にふっていた。

「いいえ。この家にいる皆みなさんの事情がわかったら、納得できたというか……最初は、私と父がきたことで、皆さんのお邪じや魔まになったりご迷めい惑わくなのかと思って、少し落ちこんでたんですけど──」

「邪魔!?　どうして」

　思わぬ勢いで声をあげる冬馬に、佳乃子と深左緒がぽかんとする。

「えっと、なんていうか……これまで父の仕事でお邪魔してきたお家うちは、仲の良い悪いに関係なく、家族は全員そろって食しよく卓たくにつくし、女性が家事を受け持って、男の人が台所に立つなんてこともなくて……私たちがきたことで、かえってやりにくいのじゃないかと思って」

　冬馬と深左緒は顔を見合わせると、初めて気づいたというような表情を浮うかべる。

「確かに、家ってちょっと普ふ通つうじゃないことがまかり通ってるし」

「まぁ、男所帯の兄弟で、仕事も違うのに同居ってのが変わってるかもしれないな」

　今いま頃ごろ気づいたようすのふたりの会話がおかしくて、佳乃子はふふっと笑った。

「いいんです。私の勘かん違ちがいだってわかったなら、赤枝家のやり方を覚えていきます。これまで色々な場所を見てきたので、適応力は高いんですよ」

　佳乃子の笑え顔がおに安心したのか、深左緒はもう一度現場のようすを見に行くと告げると家をでていった。

　聴ちよう取しゆされているはずの艶秋や、千春のことも心配なのだろう。

　玄げん関かんまで深左緒を見送ると、冬馬は佳乃子に話しかけた。

「僕に憑いているのは狐きつねなんだ。普ふ段だんは『九きゆう尾び』って呼んでて、共生関係みたいなものだけど……ときどき九尾に意識を乗っ取られる。だから──」

　言いよどんだ冬馬は、頑かたくなな口調で告げる。

「ようすがおかしなことがあったり、恐こわいと思ったら、遠ざけて欲しい」

　その言葉に、佳乃子の胸にわきあがったのは怒いかりだった。

「私は確かに恐がりよ。でも冬馬さんのことは恐く感じたりしないし、あの憑き物……九尾の目を見て……思い出したの。小さい頃、雪の日に助けてくれたのは、冬馬さんと九尾だったって」

　自分から切り離はなせないなにかを恐おそれられ、ひとりにされるのは、ひどく心細いことだ。

「私がすることで傷つくことがあれば、ちゃんと伝えて。悲しかったり、腹が立ったら怒おこって欲しいの」

　冬馬と自分では、境きよう遇ぐうも背負ってきたものも違う。

　だがどんな事情があったとしても、彼の心を裏切るような自分は嫌いやだった。

　幼い日に、助けてもらって嬉うれしかった気持ちは忘れない。いまは少しでも、自分が冬馬の役に立ちたかった。

　憤いきどおる佳乃子の言葉を聞いて、冬馬はふわりと表情を柔やわらかくした。

「佳乃子さんは、変わらないね」

「どういうこと？」

　ぽそっと落とされる冬馬の言葉は、感情がわかりづらいが、口元にはかすかに笑みを浮かべて見える。佳乃子は首を傾げた。

「いいこと……って意味だよ」

　口数がそう多くない冬馬の言葉を推おし量るのは難しい。

　いましがた冬馬の役に立ちたいと佳乃子は思ったばかりだったが、逆に冬馬に相談したかったことを思い出した。

「あの……ひとつ聞いて欲しいことがあるんだけど」

「なに？」

「私がここへきた翌日から、離れの部屋で妙みような気配があるの。憑き物の話を聞いて、私が大げさに感じるのかとも思ったんだけど、やっぱりおかしな感じがつづいてて。夜になると足音が聞こえたり、物が動いてたり……さっきの悪魔みたいな存在が帝都にいるのなら、あれが何なのか気になって」

　帰宅が嫌になったのは、それもひとつの理由だ。

　人である風戸理津には直接立ち向かうこともできるが、相手が正体不明ではそうもいかない。

　佳乃子の話を黙だまって聞いていた冬馬は、「わかった」といって立ち上がる。

「じゃあ、調べにいこう」

「えっ、いまから!?」

　怪我けがをしている冬馬に無理をさせるようで気になったが、次のひとことで佳乃子は黙った。

「だって、今晩も佳乃子さんは、そこで寝ねることになるんだろ？」
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　離れへつづく廊ろう下かを冬馬と歩く。

　佳乃子と父が寝ね起おきしている部屋と面した座ざ敷しきに入ると、冬馬が突然足を止めた。

「九尾……？　まだ引っこんじゃいないんだろう」

　つぶやくように己おのれのなかに語りかけると、冬馬自身の右目の明るさが増していくのがわかった。

　視線が座敷のなかを巡めぐるように一いち巡じゆんすると、佳乃子の部屋につづく襖ふすまで留まり目を細めた。

「そうだね。この場所には……なんだか嫌な気配がある」

　確信を持って口にされ、佳乃子は背筋がぞっとした。

「それって前にいってた、庭で追い払はらってくれたみたいなもの？」

　冬馬はさらに気配をさぐるように、鼻先を天てん井じようにむけてつぶやく。

「いや。これは外から人が持ちこんだものだと思う。物の怪けや霊れい気きの類たぐいなら、僕の憑き物のこともあるから、家のなかまでは入ってこない。佳乃子さんの持ち物のなにか……かな」

　思わぬことを口にされ、佳乃子はつい自分の背後を振ふり返る。

　いますぐにも、得体の知れない存在に足をつかまれるような、寒気が這はいのぼるのを感じたからだ。

「佳乃子さんは子供の頃から、物の怪や妖よう異いに引かれやすかった」

　自分が敏びん感かんな子供だったと、先ほど深左緒も口にしていた。

「だから、お父さんは私を置いていこうとしたのね。憑かれやすいっていうのは、直らないものなの？」

　佳乃子の真しん剣けんな声に、冬馬はそっと目を伏ふせると、静かな声で告げる。

「病気とは違ちがうからね。君のお父さんは、移動の多い生活をしていたよね？」

「私が小さい頃は、とくにそうだったわ」

「惚司さんの仕事柄がらもあるだろうけど、たぶんひとところにいると、佳乃子さんに寄ってくるあらゆるモノに対応しきれなくなるからだと思う」

「あらゆる……モノ」

　冬馬はこっくりとうなずく。

「そう、人が幽ゆう霊れいと呼んだり、物の怪や妖あやかし、神様やその使いと呼ばれるものたち。さっきも見ただろう、悪あく魔まもそのひとつだ」

「あの……急に変なこと聞くみたいだけど、私ってその……なにか匂におったりする？　今日の悪あく魔ま崇すう拝はい者の人がそんな感じのことをいってて、なにかわかりやすい特徴があるとか？」

　すると冬馬は、少し迷うように視線をさまよわせた。

「佳乃子さんが、僕たちみたいな存在を特別惹ひきつける特とく徴ちようはそうたとえられるかもしれない。香かおり……が、つまり一種の体質みたいなものかも」

　だからこそ、佳乃子の父は娘むすめの居場所を嗅かぎつけられぬように、問題が起きそうになると場所を変えて生きる道を選んだのだ。

　体質と言われれば、それは簡単に変えられるものでもない。

　途と方ほうに暮れる佳乃子の隣となりで、冬馬はするどい視線を部屋の片かた隅すみに向けた。

「ちょっと、待って。いま──気になる感じが……」

　しっと指を立てて、ときおりふっと瞳ひとみを遠くへ向けているのは、冬馬の身の内にいるという九尾と会話をしているのかもしれない。

「この部屋に佳乃子さんの持ち物じゃないものはある？」

　冬馬の問いかけに、佳乃子は首をひねった。

　居間や自室にあるのは備え付けの家具や寝しん具ぐ。さらに深左緒から贈おくられた数々の衣装や小物だ。

　佳乃子は数少ない荷物を思い浮かべて、はっとした。

「あの……女学校の初日に、槇坂清香さんから受けとった手紙があるの」

　記き憶おくをたどった佳乃子は、自分の部屋へとつづく襖を開くと、棚たなに片付けてある手紙と便びん箋せんが入った箱を取り出した。

「たしかあの夜は、返事を書くためにこの箱から便箋を選ぼうとしてて……」

　冬馬は箱に手を伸のばしたが、それを受け取る前に手がびくりとはねて宙で止まる。

「冬馬さん？」

　次の瞬しゆん間かん、顔をあげた冬馬の目つきは先ほどまでと違っていた。

　邪じや魔まそうに前まえ髪がみをかきあげると、ちらりと佳乃子に目を走らせる。

《　その文箱、我に見せてみよ　》

　槇坂邸ていのアトリエでも目にした、冬馬に異変が起きたときの声こわ音ねで話しかけられ、佳乃子はぎょっとした。

　冬馬自身も困こん惑わくして自らの口を押さえたが、その右目は強くきらめく金色に変化している。

　どうやら冬馬の意識を押しのけ、九尾が表に出てきたようだ。

「いいわ、でも封ふう筒とうの中身は見ないでね」

　九尾は箱を受け取ると、中に納められている便箋の上に手をかざす。

　やがて手を止めると、嫌なものを見つけたように顔をしかめた。

《　わずかにだが、匂う。この国のものじゃない……悪魔の気配がある　》

　そういうと九尾は、汚きたないものをつまむように人差し指と親指で、一通の封筒を持ちあげる。

　床ゆかにぱさっと落とされたのは、やはり清香からもらった手紙の封筒だ。

　すると九尾は封筒に手をかざしてふわりと持ちあげ、反対の手で幾いく度どか切りはらうような仕草をした。

　宙でなにかに弾はじかれたように右に左に傾かたむいた封筒は、あっけなく四よ隅すみを切られて床に広がる。

　切り開かれた封筒は、大きく広がってその内側があらわになった。

　そこには薄うすい青のインクで刷りこまれた円形のなかに、逆さまの五ご芒ぼう星せいが描えがかれている。

《　これは悪魔崇すう拝はいの証あかしだ。世の理ことわりを覆くつがえし、人に不幸を見み舞まうもの。悪魔の気配がすると、我の血も騒さわぐ。いますぐ邪じや魔ま者ものを排はいし引き裂さいてやらねばならんとな　》

　凶きよう悪あくな言葉をつむぐ冬馬の顔は、右目の瞳どう孔こうが獣けもののように縦に細まり、その手の爪つめも鋭するどく尖とがった変化を見せた。

「それは、槇坂さんが……私を悪魔に捧ささげようとしたってこと？」

　佳乃子の問いに、九尾は獣の右目をぱちりと閉とざし、嫌いやそうに顔をしかめる。

《　どうだかな。この便箋は目につかない位置に、巧こう妙みように崇拝の印をしのばせている。婦女子の好む物にまぎれこませ、無意識のうちに持ち主の欲よく望ぼうをさぐり、契けい約やくを結ばせようという手口であろうな。いかにも悪魔らしい、品のないやり口だが　》

「待って、じゃあ槇坂さんはなにも知らないで、悪魔崇拝をしていることになるの？」

《　かもしれぬ。当然手紙の送り主は、自らの欲望と引き替かえに悪魔に債さい務むを負うことになる。この手紙を受け取った相手を捧げていくことで望みは成じよう就じゆする　》

　だが清香自身が、そのおぞましい仕組みを知らないのだとすれば、彼女もまた悪魔に利用されているにすぎない。

「悪魔との契約を反ほ故ごにすることはできない？　私が助かったってことは、悪魔に代価は支し払はらわれていないってことになるのよね？」

　すると佳乃子に向かって、九尾は小こ馬ば鹿かにするように顎あごをつんとあげて見下ろす。

《　くだらん。お前に危害を加えるのに一役買った女ぞ。悪あつ鬼きになり、悪魔になりくれてやればよいであろう？　》

「……私だって腹は立ってるわ。彼女のしたことを全部は許せない。でも、槇坂さんがこの封筒の仕し掛かけを知っていたとは思えないの。これで悪魔に殺されたら……私の寝ね覚ざめが悪すぎるのよ」

　それは繕つくろうことのない佳乃子の本心だ。

　九尾は面おも白しろいものを見たように、細い瞳孔の瞳を丸くすると、意地悪くにやりと笑う。

《　考えてやらんこともない。望みの答えはお前次し第だいだが……　》

　そう言うと九尾は、自らの首を搔かき切るような仕草を見せる。

　槇坂邸のアトリエで、九尾の尋じん常じようならざる力を目にしたばかりだ。佳乃子はひるみそうになった。

「まさか……命と引き替えとかそういう──」

　酷こく薄はくな九尾の言葉や態度は恐こわかったが、冬馬と共生しているものならば信じられるかもしれないと、佳乃子は腹をくくった。

「いいわ。信じることにする。貴方あなたは楽しみで人を殺したりしないもの。あの悪魔とは違う」

　その言葉に、九尾は肩かたを揺ゆらして眉まゆ尻じりをつり上げた。

《　……っく、冬馬の奴やつめ交代を強要せぬとは、我が乙女おとめに弱いと知ってつけこみおったか……。まぁよい、乙女には借りがある。だが、間ま違ちがいなきよういっておくと、我はお前が思うような存在ではない。楽しみで人を殺したことがないとはいわぬ　》

　冬馬の姿で、九尾は懐ふところにすっと手をやる。

　するとそこに赤い扇おうぎが握にぎられているのがわかった。

《　覚かく悟ごしておけ、我が滅ほろぼすこの逆五芒星は、いわば悪魔の使いよ。その女が心を悪魔に捧げ手紙をお前に手て渡わたしたならば、なんらかの犠ぎ牲せいを払はらうことになるが？　》

「でも、彼女が本当に悪魔崇拝をしてるんなら、このままじゃいずれ、さっき見たあの男の人みたいになってしまうでしょう？」

《　そうだ。魔まの力で己おのが欲望を叶かなえるために、支払う代価からは逃のがれられない。だが娘からこうして手紙を送られたということは、佳乃子、お前にも原因がある　》

「私に……原因が？」

《　狙ねらい定められる者には、必ずそれを呼びこむ隙すきがあるからな。お前が隠かくしてきた弱さや秘密、それを奴らに嗅ぎつけられた　》

「隠してきたことなんて……」

　思わぬ指し摘てきに佳乃子は戸と惑まどったが、九尾はすべてわかっているというように、すっと顎を引くと、右手を再び封筒にかざした。

《　自覚はないようだが……小こ僧ぞうは気づいておるというわけか　》

　独り言のようにつぶやくと、九尾の手の下で封筒は青白く燃え上がり、黒い煙けむりをふきあげる。

　煙は濃こさを増し渦うず巻まいて形を造ると、うつろな眼がん窩かの頭ず蓋がい骨こつが宙に生まれ、哄こう笑しようするように大きく顎をひらいた。

　九尾が手にした扇を鋭く振ふり、宙を切るようにひらくと、頭蓋骨はぐしゃりとつぶれる。

　それは黒い塵ちりと形を変え、気味の悪いうめきをあげながら姿を消した。

　──どうか、明日は槇坂さんが無事でいてくれますように。

　佳乃子はそう願いつつ、九尾に「ありがとう」と礼を告げた。

　だがそこにあるのは、いつも通り穏おだやかな黒い瞳を取り戻もどした冬馬の姿だ。

「あれ……九尾さんは？」

　尋たずねる佳乃子に、冬馬はやや唇くちびるを尖らせて答える。

「……アイツに『さん』なんていらないよ。調子に乗るから、ほっといていい」

　そしていまは色の落ち着いた瞳で、まっすぐに佳乃子を見る。

「九尾との話は、僕も聞いていた。佳乃子さんに悪あく魔まの影かげが近づいた理由のひとつは、自分が隠してきた気持ちに心が疲つかれて弱っているから」

「だから、べつに……隠してることなんか──」

　冬馬の声はやさしいものだったが、佳乃子は逃れられないような気持ちにさせられた。

「きっと、佳乃子さんの寂さみしさが原因だ」

「寂しさ……」

　思いもよらぬ指摘に、佳乃子はぐっと言葉につまる。

「いまも君は、父親とうまく話せていないね」

「だって、それは父さんが忙いそがしいから……邪じや魔ましちゃいけないって……」

　その返答に冬馬はゆっくりかぶりを振った。

「そうやって、いい訳してきたんだろう？　自分に」

　問い返されて、佳乃子はさらに胸が締しめつけられる。

「十年前。僕が、初めて佳乃子さんと出会った日。君が父親に置いていかれそうになった日から、ずっと父親に遠えん慮りよしてる……違ちがう？」

　落ち着いた声だが、ほんのわずかに強い響ひびきがある。

　恐いほどまっすぐに自分を見つめる冬馬の視線に、佳乃子は動けなくなった。

「あの日、君は僕に『大だい丈じよう夫ぶだよ』っていってくれた」

　やはり冬馬は覚えていたのだ。自分と出会った雪の日のことを。

「君が触ふれてくれて、嬉うれしかったんだ」

　佳乃子を気づかうような冬馬の表情は、かすかに痛みをこらえるようだ。

「女学校の前で再会したときには、君は明るくて楽しそうで、とても素す敵てきだった。僕は慌あわててしまって……おかしなことをいった」

　冬馬の言葉に、佳乃子の心は大きく揺れた。

「佳乃子さんがお父さんに遠慮するのは、昔のことが許せないから？」

　尋ねられて、佳乃子はすぐに首を振った。

「……ずっと、恐かったの。いまも、私と一いつ緒しよにいることを父さんが後こう悔かいしてるかもしれないって、仕事で移住するたびにいつも考えてた。行く先々で父さんが仕事漬づけになっちゃうのも、なかなか食事も一緒にとれないのだって、私といるのが辛つらいんじゃないかって」

「お父さんと、話をしたほうがいい。気持ちをちゃんと伝えないと」

　そうするべきなのだとやさしく告げる冬馬に、他ほかに選せん択たく肢しはないことを佳乃子は知る。

　勇気を振り絞しぼる必要があるのは、それだけ自分が逃にげてきたからだ。

「わかった。話してみる」

　父親という存在を意識することで、行方ゆくえ不明だという冬馬の父のことを思い出す。

　思えば、彼の母親についてはまるで聞かされていない。赤枝家の兄弟全員が母親が違うというのに、この家に女性の姿がまったくないのも気になった。

「……あの、そういえば冬馬さんのお母様は？」

「あぁ……僕の母は、もう長く臥ふせってる。那な須すの別宅で療りよう養ようしてるはずだ」

　感情がすっと消えてしまったような口調に、冬馬がずいぶん母親に会っていないのだろうと感じられて、佳乃子は気まずくなった。

「そうだったの、ごめんなさい」

　冬馬はなんでもないことだというように、音もなく立ちあがるとぽそりと告げる。

「佳乃子さんも、もう休んだほうがいい」

「あの、本当に今日はありがとう。迎むかえにきてくれて、嬉しかった」

「……もし、またなにか不安があったり、恐いことがあれば僕に話して」

　冬馬は少しだけ照れくさそうに告げると、廊ろう下かを渡わたればすぐに自分の部屋があるのだといいたげに視線を向けて、母おも屋やへと戻っていった。

　佳乃子はその背中を見送ると、覚悟を決めるために息を吐はいて、離はなれの玄げん関かんから外に出た。

　部屋に父親がいないとなれば、食事も取らずに土蔵にいるはずだ。

　案の定、土蔵の入り口に吊つるされた電灯の下、書物を広げている父の背中が見える。

　──もう、父さんったら……私が帰ってないことにも気づいてないんじゃないかしら。

　だが近づくと、惚司はわずかに振り返りかけて小さな声で「遅おそかったな」と告げた。

　どうやら佳乃子が帰っていないことはわかっていたらしい。

　佳乃子は勇気を持って、父のすぐ後ろにしゃがみこむ。なにから話そうかとめまぐるしく迷った末、思い切り核かく心しんに切りこんだ。

「ねぇ、父さんは私といるのが辛い？」

「…………」

「それとも、単に仕事の虫で夢中になって、戻ってこれなくなっちゃうの？」

　努めて明るい声で佳乃子が問いかけると、しばらくの沈ちん黙もくがあって答えが返される。

「お前の……母さんにも同じことをいわれたことがあるな」

　どこか懐なつかしむような口調の父から、母親のことを聞かされて佳乃子は驚おどろいた。

　普ふ段だんはふたりでいても、さほど口数が多い人ではなく、亡なくなった母についてほとんど話してもらったことはない。

「それに……私は一度、お前を景護のもとに置いていこうとした。そのほうがお前のためだと自分にいい訳して……」

　父もまた、あの日からわだかまりを抱いだいていたのだと知り、佳乃子はきゅっと眉まゆ根ねを寄せた。

「いいよ。わかってる……父さんだって苦しかったって、私もいまならわかる」

　お互たがいにもう許し合うべきなのだと、佳乃子は感じていた。

　娘むすめを置いていこうとした父の苦く悩のうも、父の足手まといだと己おのれを卑ひ下げした自分のことも、受け入れて歩み出さなければ、ずっと寂しいままなのだ。

　互いに必要だと信じて隣となりにいたいのだと、佳乃子は父の背にさらに告げた。

「お願いがあるの。できるだけ食事は一緒にとって欲しい。それに、夜はちゃんと眠ねむって欲しい、根をつめてばかりで体が心配だから」

　口にしてみればごく当たり前の、普ふ通つうのことばかりだ。

　だが、ずっと閉じこめてきたこの気持ちと弱さが悪魔につけこまれてしまった。

「わかった。そうだな……そうしよう」

「それと、もうひとつお願いがあって……」

　言いかけて、佳乃子の胸がどくりと打つ。これまで仕事の滞たい在ざいのことで、父にわがままをいったことはなかった。

　だが、いまはそれを口にしなければいけないのだと佳乃子にはわかっている。

「深左緒さんに通わせていただいてる女学校が、とても気に入ったの」

「そうか……」

「友達もできて楽しいし、学べることもたくさんある。だから、卒業まで通いたいです。学費は、ちゃんと働いてお返しします」

　贅ぜい沢たくすぎる望みだろうかと、言葉の最後が小さくなる。そんな佳乃子の気持ちを知ったのか、父親はふっと息をもらして笑った。

「そんなことは心配しないでいい。なにしろ仕事は山積みで、依い頼らい主の景護の行方もしれないのでは、結果報告もしようがないだろう」

　安心させるように口にすると、立ち上がって着物の裾すそをはたく。どうやら土蔵を出るようだ。

　佳乃子とすれ違いざまに、ぽんと肩かたに手を置いた。

「卒業する頃ころには、お前ももう大人だ」

　将来を考えろという意味がこめられたような、自分を認めてくれるような父の声こわ音ねに、佳乃子はぱっと笑えみを浮うかべる。

「ありがとう、父さん！」

　土蔵の扉とびらを閉める父の背に告げて、佳乃子は食事の支し度たくを調ととのえるために台所へと向かった。

　昨日までとは、まるで世界が違ってしまったようだ。

　父親に気持ちを告げられた嬉しさと、冬馬が自分にくれた言葉のおかげだった。




　その夜、佳乃子ははやる心で文机につくと日記帳をひらいた。

　書き留めることはあまりに多く、どこから書こうかと迷ってしまう。

　帝てい都とにきてからの日記をぱらぱらとめくってみて、佳乃子は愕がく然ぜんとした。

「おかしいわ……東京にきて、女学校にも通えるなんて夢見心地ごこちのはずなのに……赤枝兄弟のことはともかく、殺人とか、憑つき物とか、今日に至っては悪あく魔ま、なんて……日記に書くの？　この愛らしくも浪ろ漫まんあふれる日記帳に!?」

　帝都での日々は、もはや日記というより事件記録のようである。

　せめてもと冬馬と交かわした会話を書き留めて、佳乃子はわずかな乙おと女め心ごころを取り戻もどした。

　めずらしく早く床とこにつくと、父親の気配がとなりの間にあることが嬉しい。

　佳乃子は安心して布団ふとんに入ったが、明かりを消してもなかなか眠りにつけない。

　事件の興奮がさめきらないのだろうが、不思議ともう恐きよう怖ふはなかった。眠ろうとすると目の前にちらちらと金色の光が瞬またたく。

　冬馬の瞳ひとみに宿ったまばゆい光と、自分に触れた指の感覚を思い出すと、佳乃子の胸は落ち着かなくなる。

　だが自分の迷いと弱さに踏ふみ込んでくれたのは、黒くやさしい瞳の冬馬だ。

　ぐるぐると、ふたつの印象がまじりあう。冬馬は憑き物を嫌きらっているようだったが、佳乃子には九尾がそれほど悪い存在には思えなかった。
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　佳乃子と別れて冬馬が部屋に戻ると、そこには理津が待ち構えていた。

　背筋をぴんと伸のばして正座している姿は、軍人であるせいかそれだけで覇は気きがある。

「……理津」

「気が済んだのか？」

　ひやりとした声は、明らかに怒いかりを含ふくんでいる。

　先ほど冬馬の傷を手当してくれたときには、表情に動どう揺ようの色もあったが、いまはそれが怒りに変わっているようだ。

「そこに座れ。すぐ座れ。ほんとならお前は、出歩けるような状態じゃないはずだ」

「大げさだな」

　冬馬は答えたものの、九尾と契けい約やくを交わしたのはじつに十年ぶりのことだった。

　思った以上に体がふらつき、ひどく消しよう耗もうしているのがわかる。

　冬馬の胸にはもともとある二筋の長い傷に並んで、新たな三本目の傷が刻まれていた。

　理津によって止血され包帯がまかれていたが、完全に癒いえることのない傷は、自分の憑き物である九尾の狐きつねと交わした契約の証あかしだ。

　弱っていることを理津に知られれば、より心配をかけるばかりだとわかるだけに、冬馬はおとなしく畳たたみに座る。

　それでもまっすぐに理津を見つめると、迷いなく告げた。

「後こう悔かいはしてない。決めていたことだから」

「馬ば鹿かをいうな。お前は九尾との契約をこれで三回も交わしたことになるんだぞ」

「じゃあ……あと六回もある」

「冬馬、お前──」

「九尾とのひとつめの契約で、僕は命を捨ててしまいたかった」

　説得には応じないという意志をこめて、冬馬は言葉をつむぐ。

「それでも、ふたつめの契約で彼女に救われた。だから、この命は僕のものじゃない」

　冬馬は悪びれず答えると、壁かべにかけられた制服の上着が、血で駄だ目めになってしまったのを眺ながめてため息をつく。

　頑かたくなな冬馬に、理津はとうとう怒りを抑おさえきれなくなったのか、立ち上がり肩をつかむ。

「わかっているのか？　お前が九尾と九回の契約をすべて交わしてしまえば、命をとられる。魂たましいを食われて、あの化け物を復活させるだけだ」

　怒りもあらわな理津に、冬馬は静かにその顔を見あげる。

「……契約をすべて交わしても、このまま僕が十八歳を迎むかえても結末は変わらない。だろう？　それは父が九尾と交わした約束だ。だから僕は、悪魔を滅ほろぼすためにここにいる」

　冬馬の静かな声に、理津は息を詰つめると苦しげに顔をそむけた。

「それに、兄さんたちがここにきてくれたのは、自分が生まれたわけを知りたいからだと思う。九尾との契約で僕が役立てることがあるなら、それは彼らのためでいい」

「どうして、お前が罪悪感を持つ必要がある。お前にだって父親を憎にくむ権利はある」

　やり場のない、憤いきどおりがこめられた声でつぶやく理津に、すっと冬馬がうつむく。

　すると次の瞬しゆん間かん、右目が凶きよう悪あくな金色に輝かがやいて、肩に置かれた理津の手をたたき落とした。

　正座していた姿勢から、ゆらっと後ろに傾かたむいてだらしなく足をくずす。

《　どう理り屈くつをこねようと、こいつの父親に乞こわれ交わした契約だ。愚おろかな人間うぬらの尻しりぬぐいをしてやったのは我ぞ。この大たい妖ようの力を貸すにあたり、人ひとりの魂で許してやる我の度量の深さと高潔さに、畏おそれひれ伏ふすがよいわ　》

　声音が変化した冬馬の意思は、いまや完全に九尾にとって代わられているとわかる。

　十七年前。

　帝都は大悪魔の脅きよう威いにさらされ、父の景護は大妖である九尾の狐と取引をした。

　人に力を貸し、侵しん入にゆう者である大悪魔を追い払はらって欲しいという人々の願いに、九尾は応じた。

《　非力なうぬらが陰おん陽みよう寮りようを排はいし、自ら国の護まもりを削そいで悪魔につけいられた。これを自じ業ごう自じ得とくといわずなんとする。結局は、偉い大だいなる大妖の力を借りたいと懇こん願がんするしかないとは、愚かの一言につきる。違ちがうか？　》

　九尾が条件に出したのは、景護の子供を差し出せというものだった。

　その約束が結ばれた後、当時日本の地を荒あらした大悪魔と九尾の追走劇は長期に亘わたった。

　ようやく決着を迎えた年、冬馬は二歳にしてその身に九尾の狐を宿すことになったのだ。

　理津は怒りを秘ひめた視線で、九尾を睨にらみつける。

「狐……絶対に、お前の思う通りにはさせない」

《　吠ほえるだけなら、犬ころの方が得意だろう。だが特務省は我を排はい除じよできぬよ……またぞろ悪魔が闊かつ歩ぽしているようではな。我も血がたぎってこようというもの……それにあの娘むすめ、帝都にやってきたとなれば奴やつらも黙だまっておらぬだろうて　》

　九尾の言葉の意味を測りかねて理津が身を乗り出すと、九尾ははぐらかすように、すっと体を傾け自分の胸むな元もとを軽くなでる。

《　しかし、やわい体だな。これしきのことで消耗しきるとは……疲つかれた、我も眠ねむる　》

　そう言うと、九尾はごろりと畳に体を横たえ、すうっとまぶたを閉とざしてしまった。

　あとには疲れ切り倒たおれた冬馬が、畳で寝ね息いきを立てている。

　冬馬が十八歳を迎える前に悪魔を討うち、さらにその身に宿る狐を祓はらう。

　それが叶かなわなければ、目の前の友人を失うことになるのだと、理津は痛いほど理解していた。
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　翌朝、朝食の支し度たくをしている佳乃子は、台所にあらわれた冬馬にいわずにはいられなかった。

「おはよう、冬馬さん。聞いて！　もうほんと、父さんたら信じられない。昨日ちゃんと話あったばっかりなのよ。食事も一いつ緒しよにとるって──」

　佳乃子が文句を連ねているのは、一通の置き手紙が原因だ。

　朝目が覚めるとすでに部屋に父の姿はなく、机にはそっけない書き置きが置かれていた。




〈　古い知り合いから急の連れん絡らくをもらった。少し遠出するので、お前は深左緒さんのいうことをよく聞いて勉強に励はげむように　〉




　眉まゆ根ねを寄せた佳乃子に手紙を見せられて、冬馬も言葉を失っているようだ。

「昨日、仕事の無理をしないで生活も改めるって約束してたのに。それに、どこへいくとかいつ戻もどるかもちゃんと書いてないのよ？」

　佳乃子の言い分はもっともだと、冬馬もうなずいたもののほんのりと笑えみを浮うかべた。

「きっとすぐ戻るから、細かいことをはぶいたんじゃないかな。佳乃子さんのこと信しん頼らいしてるってことだろう？」

「そ……そう？　ちゃんと私のいったこと伝わってるのかな」

「佳乃子さんの声、元気いいから。昨晩ちゃんと話ができたんだと思う。それに、今日戻られなかったら、僕からも深左緒さんに伝えるよ」

　冬馬がそう請うけ合ってくれたことで、佳乃子はずいぶんと気持ちが軽くなった。

　ふたりでぽつぽつ話をしながら、佳乃子はだし巻き卵を焼き、のりを皿に並べる。

　めずらしいことに、今朝は朝食の席に夏祈や艶秋が加わるらしい。

　ご飯をいれたおひつを冬馬が運んでいくと、入れ替わりに艶秋がのぞきにきた。

　やや乱れた髪かみが襟えりもとから背に流れ、透すけるような肌はだや白いまつげに縁ふち取どられた目元は、朝日の下で見てもどこか色めいている。

「お、おはようございます。あの、すぐお支度できますから」

　なぜか目のやり場に困る気持ちにさせられつつ、佳乃子が盆ぼんをとるため調理台に手を伸のばすとその手に白い指が重なる。

「あ、あの!?　え、ぇーと、艶秋さん!?」

　いつのまに忍しのび寄ったのか、佳乃子の肩かた口ぐちにあごを乗せるようにして艶秋がしなだれかかってくる。

「朝は……寒いし、あんたはあったかくて気持ちいいねぇ」

「き……気持ち……!?」

　耳元に声を落とす艶秋の手は確かにひんやりと冷たく、ほんのりとクチナシの甘い匂においに包まれる。

「私に触ふれられるのはお嫌いやかねぇ」

「え、あの、艶秋さんが嫌とかいうまえに、殿との方がたとあまり近すぎるのは……困ります」

「うぅん。面おも白しろい嬢じようちゃんだねぇ。私に触れられて、恐こわがるのでもなきゃ、好いてもくれないだなんて……」

　ゆったりと話す艶秋の声はどこか楽しげで、慌あわてている佳乃子のほうがおかしいような気になってくる。

　──なんで、艶秋さんてこんな人だったっけ……これって、私からかわれてる!?

　これほど気安く男性に密着されるなど、怒おこって振ふり払うべきだとわかっていたが、悪びれたところのない艶秋の調子に、気勢をそがれてしまった。

「まったく、朝っぱらからこの阿あ呆ほう！」

　鋭するどい声とともに、艶秋の腕うでがずるっとほどけて体が離はなれる。

　容よう赦しやなくむち打つ口調で、艶秋の長い髪を引いたのは夏祈だった。

「座ざ敷しきに戻ってこないと思ったら、朝からさかるな。お前のその振る舞まいが、どんな女性にも許されると思うなよ」

「夏祈さん……おはようございます」

　憤ふん怒ぬの表情で仁に王おう立ちになった夏祈は、ぐいっと艶秋を廊ろう下かへ押しやってしまう。

「おはよう。この愚ぐ弟ていは引き取るから、つづきを急いでやってくれ」

　すでに隙すきなく身支度を終えたようすの夏祈は、そっけなく告げると自分も座敷へと引き上げていく。

　佳乃子が人数分の茶ちや碗わんにご飯をよそい味み噌そ汁しるを運んでいくと、冬馬が手伝ってくれ、夏祈がてきぱきした動きで各自に皿を配はい膳ぜんしてくれた。

　さらに夏祈は、卓たく上じように倒れ伏ふしている千春をぐいっとつかみ起こして小言を口にする。

「ほんっとに、朝は千春が使い物にならない。艶秋もだらっと座ってないで、箸はしぐらい並べたらどう？」

「いいけど……じゃあ、酒飲んでいい？」

「『いいけど』との繫つながりがさっぱりなうえに、駄だ目めに決まってるだろ！」

　怒ど鳴なられてつまらなそうな顔をしながら、艶秋は箸はし置おきを並べはじめる。

　朝の思わぬ騒そう々ぞうしさのなかで、父に腹を立てていた佳乃子の気持ちもまぎれていくようだ。

　炙あぶった干ひ物ものを運びこんで、佳乃子もようやく席につく。

　なにより、今朝は夏祈や艶秋が朝食にも顔を出してくれたことが嬉うれしかった。

　全員が席について手を合わせ、食事をはじめて少したつと、夏祈がこほんと小さく喉のどを鳴らした。

「朝食の席でなんだけど……いまなら全員が揃そろってるから、この家の憑つき物のことを説明しておいたほうがいいだろう。じゃあ、千春兄さんからどーぞ」

　夏祈に強くうながされた千春は、まだ目が開ききらないような顔をあげると、手にしていたぬるい味噌汁をとんと置く。

「俺は猫ねこ又また憑きでねぇ……まぁ、冬馬以外は母方の血筋ってことになるか……うにゃあ……」

　こらえきれずにあくびをすると、涙なみだ目でふふふとほくそ笑む。

「結局、あれだよねぇ。佳乃子ちゃんが良い匂いさせてるから、みんな食しよく卓たくにつられてきちゃうよねー」

　その言葉に佳乃子ははっと箸を置く。それは食事のことを指しているように聞こえるが、冬馬が教えてくれた、憑かれやすい自分の体質についてなのかもしれない。

　千春の言葉を裏付けるように、夏祈が電光石火で長男の口に卵焼きをつっこむ。

「ふぐっ……」

「長男だろう、慎つつしみある食卓を心がけろ」

　もしゃりと口を動かす千春を横目でにらみつつ、夏祈が口をひらいた。

「鎌かまいたちの家系だ」

　ぶっきらぼうにそれだけを端たん的てきに告げると、そのまま隣となりに座る艶秋の髪を軽く引く。

「ほら、次はお前。ちゃんと説明しろ」

　先ほどもひどく手が冷えていた艶秋は、朝がかなり苦手なのだろう。一いつ拍ぱく遅おくれて顔をあげると、手にした茶碗を下ろした。

「母はみずち憑きの家系だ。見ただろう？　悪あく魔ま崇すう拝はいの男に触れたときのこと……私は水を操あやつれる。人体は美しい水の袋ふくろだからねぇ」

　槇坂家のアトリエで、艶秋の額に浮きあがってみえたのは、やはり[image: ]うろこだったのだと佳乃子はうなずく。

　──でも、自己紹しよう介かいか誕生日でも知らせるみたいに、全員に憑き物告白されるなんて……これってどういう朝なの。

　全員がそれぞれの憑き物を告げると、誰だれもがすっきりした表情で朝食が再開された。

　それぞれが食事を済ませる頃ころ、佳乃子が箸を置くのを見て、冬馬が声をかけてくる。

「片付けはフミさんがしてくれる。そろそろ出よう」

　食器を台所に運んで、鞄かばんを手に玄げん関かんで靴くつを履はいていると、冬馬がなにかいいたげに見えた。

「どうしたの？」

「今日は土曜日で、授業は半ドンだ」

「そうね。午前で終わるから、小夜さんに今日はお弁当いらないわよって聞いてる」

「あの……だから」

　そのとき背後から気配もなくあらわれた千春が、ふふふと含ふくみ笑いを聞かせて、ふたりはびくっと肩かたを揺ゆらした。

「つまりねー、冬馬はこういいたいんだよ。『今日、お昼で終わりだからさ、一いつ緒しよに美味おいしい洋食でも食べにいかない？』ってね」

「…………ぅぐ」

「どうしてわかっちゃうかって？　冬馬にお勧すすめの店を教えたのが俺だからなんだねー」

　黒目をきらきらとさせて、楽しくてたまらないというようすで語る千春の背を、冬馬はぐいぐいと廊下に押し返す。

「千春兄さん。目が覚めたなら、どっか消えて」

「ひどいな～。冬馬ってば、ご意見番を邪じや険けんにすると後こう悔かいしちゃうぞ」

　一ひと悶もん着ちやくがあり、冬馬は少し照れたように「それで、今日のお昼だけど」と口にする。

　佳乃子は嬉しい反面、冬馬のようすにつられて照れてしまい、やはり視線がうろうろしてしまった。

「え、あの嬉しいけど……その、ふたりきりで外食なんて……」

　人目にどう映るだろうかと佳乃子が気をもむと、冬馬がはっと顔をあげた。

「ごめん。たぶん……理津もついてきちゃうと思うから。三人になるけど」

　どこか焦あせったそのようすに、佳乃子は拍ひよう子し抜ぬけしてくすっと笑った。

　冬馬とふたりででかけたなら、注文ひとつするにも何度も会話を重ねそうだ。

　もどかしいけれど、冬馬がちゃんと言葉を選んでいるのだとわかるから腹は立たない。

　理津が同席してくれるなら、冬馬とうまく話せるやり方もわかるだろう。

「わかった、学校が終わったら待ち合わせしましょう」

　玄関を出ていくと、門の外にはいつも通り理津の姿がある。

　表情はまだどこか厳しいが、佳乃子も本音を打ち明けたことでひるむ気持ちはなかった。

　朝の新聞には、帝てい都とを騒さわがせた連続殺人犯は捕つかまえられたとすでに報じられていた。

　槇坂商会が悪魔崇拝の芸術家と関かかわっていたことは、しばらく雑誌や新聞をにぎわせそうだ。

　それでも三人で連れ立って歩く街は、これまでとなにも変わらず人や車で騒々しい。

　学校では清香のことが騒ぎになっているだろうかと思うと、佳乃子は気が重かった。




　女学校に着くと、小夜が「おはよう、佳乃子さん」と変わらぬ挨あい拶さつをくれる。

　その声に日常に戻もどってこられたようで、佳乃子はほっとして挨拶を返した。

「おはよう、小夜さん」

　そろそろ生徒の数も増えてきた教室で、佳乃子は清香の顔を探した。

　しかしその姿は見えないまま、始業の鐘かねが鳴ると教師がやってくる足音がする。

　慌ただしく生徒たちが席に着くと、教師と一緒に清香が入ってきた。

　無事な姿を目にして、九尾に使い魔まを消しよう滅めつさせてもらっていた佳乃子は、心底ほっとする。

「おはようございます。今日は残念なお知らせがございます。槇坂さんがお家の事情で、急ぎ転居なさることになってしまいました」

　すでに今朝の朝刊で事件を知る者が多いのだろう。教師の声に教室がざわっとした。

　その隣で、清香はいつもと変わらぬ笑えみを浮うかべると、すっとお辞じ儀ぎをする。

「本当に急なことで残念ですけれど、皆みな様さまと過ごせた時間は忘れません。どうぞお元気で」

　校門に迎むかえの車が待っているという清香は、今日は授業を受けることなく出発してしまうという。

　教師と共に清香が教室を出て行くと、佳乃子は慌あわててあとを追った。

「槇坂さん！」

　廊下を歩き出していた教師は、友達同士の話があると思ったのだろう。

「迎えの方をお待たせしすぎないでね」と清香に言うと教員室へ戻っていく。

　廊下で向き合った清香は、昨夜のことなど噓うそのように日ひ頃ごろと変わらぬ態度と装いだ。

　佳乃子に挑ちよう戦せんするような視線を向けると、ふんと息をつく。

「父は悪魔崇拝だの、殺人犯を匿かくまったのっていわれてるけど、そんなの濡ぬれ衣ぎぬを着せられたのよ。異国人との取引でしてやられたってわけね。まんまと特務省に踏ふみこまれて……しばらくは帝都で商売にならないわ」

　そう口にして、けれど清香はちっとも悪びれず「だから、お別れね」と口にした。

「……あの、お家のことは残念だったと思うわ。でも、貴女あなたが私にしたことは、赤枝家に繫つながりがあるからって利用しようとしたのよね？　そんなのって──」

「そんなのは卑ひ怯きよう？　失礼？　どうとでも受け止めなさいな。でも、こうして利用されたのが悔くやしかったのなら、負けない知ち恵えか立場を身につけることね。貴女自身が赤枝家の人間に取り入ってのし上がることだってできる。ただの田舎いなか者じゃない何者かになったらいかが？」

　堂々と言い放たれて、佳乃子の怒いかりは気持ちよいほど鮮あざやかに打ち返されてしまった。

「私は赤枝家の人を利用したりなんてしない。こうして学校へやってもらえてるだけでも、すごく感謝しているもの」

　佳乃子の言葉に、清香は憐あわれむように目を伏ふせた。

「おめでたいのね。貴女が誠実に向き合ったからって、相手に同じことを望んで返される保証はないのよ。馬ば鹿か正直に信じないことね」

　しかし佳乃子も負けじと清香に微笑ほほえみ返した。

「えぇ、貴女のおかげでようくわかったもの。でも私は、誰も騙だましたり利用したりなんてしない。それが私の誇ほこりでやり方なの。槇坂さんもご自身が信じる道をいけばいいわ、貴女は卑怯者だけど賢かしこいから、きっと社交界に向いていると思う。でも、どんな手を使うんだとしても、自分に本当に必要なものを選んでみせて」

　清香は社交界のなかで、商家の娘むすめとして必死に己おのれを築きあげたのだろう。そしてこれからはいっそう風当たりも厳しくなる。だがきっと清香は負けないはずだ。

　自分の欲よつ求きゆうを、求めるものを恥はじない清香には、それを非難する気持ちを奪うばってしまう強さがある。

　こうして話していると、出会ったころの遠回しな会話より互いの距きよ離りがずっと近く感じられた。

　清香もそう思ったのか、くすっと楽しそうに笑うと佳乃子を見つめる。

「羽原さん、そうしてるほうがずっとらしいわよ。馬鹿にされたら怒おこりなさい、腹が立ったらいまみたいにいい返せばいいの」

　ごきげんようと告げて、清香は袴はかまの裾すそをつまむと優ゆう雅がに会え釈しやくして歩き出した。

　その背中を見ていると、次に清香に会えることがあれば、やはり華はな々ばなしく優雅に笑みを浮かべているのだろうと予感がする。

「佳乃子さん、お話は済んだのかしら？　授業が始まってしまうわよ」

　教室から声をかけてくれた小夜に、佳乃子は慌てて手をあげると、急いで自分の机へと戻った。

　これまでと同じ、必死についていかねばならない授業が始まる。




　それでも聞かされていたとおり、土曜日の授業はお昼で終わりになった。

　ひときわ元気な声で「おジャンでございます！」の号令があがると、つい口元がほころんだ。

　鞄を手に佳乃子が机から離はなれると、小夜が近づいてきた。

「佳乃子さん、今日はこのあと予定がありますの？」

「……あの、お世話になってる赤枝の家の人と、浅草近くに出かけるつもりなの」

　佳乃子の答えに小夜は「まぁ、浅草には、私もお誘さそいしたいと思っていましたのに」と残念そうにつぶやく。

　その言葉に驚おどろいて、佳乃子ははっと思いついた。

「よかったら、小夜さんも一緒にいらっしゃらない？　美味しい洋食屋さんにお昼を食べにいこうってお話なの。あの……将校の理津さんも同席されるけど」

　突とつ然ぜんの外出など、小夜の家では許可されないだろうかと案じたが、ほんの少し思案したあと小夜はすっと顔をあげた。

「そうね。お邪じや魔までなければ、ご一緒させていただきますわ」

　帰りは家の者に迎えにくるよう伝えるから大だい丈じよう夫ぶだと、小夜も一緒にくることになった。

　小夜と並んで廊ろう下かを歩きながら、佳乃子の気持ちは浮き立ってくる。

　──不思議、ついこないだまで赤枝家に戻るのがとても憂ゆう鬱うつだったのに、いまはすごく楽しみなんだもの。

　外へ出ると、校庭の敷しき地ち沿いに植えられた桜が、春風にいっせいに舞まいあげられる。

　花はな吹雪ふぶきの先にある校門の向こう側に、待っている冬馬に付き添そって立つ理津の姿が見えた。

　はっと顔をあげた冬馬と目があって、佳乃子の記き憶おくによみがえったのは雪空だ。

　だが、いま近づく冬馬はわずかに笑みを見せている。

　ふたりが立っている場所は、明るい春の日差しに満ちて、花びらが降りそそぐ。

　佳乃子は大きく手をふって、ふたりに駆かけ寄った。

「お待たせしました！　あの、今日は小夜さんもご一いつ緒しよしていいかしら」

「僕らも、きたところだから……もちろん彼女も一緒で構わないよ」

　冬馬は少し驚いたようだがすぐにうなずいた。

　隣となりに立つ理津は小夜の姿を見てふっと瞳ひとみを細めたが、口を閉とざすことにしたようだ。

　槇坂邸ていでの事件のあと、佳乃子が赤枝の家を離れるつもりはないと宣言してから、理津が自分に向ける眼まな差ざしは、以前より落ち着いたものになっている。

　これから自分が見定められるのだとしても、この気持ちを証明できるのは自身の行動だけだ。

　佳乃子は小夜と並んで、冬馬は理津と連れだってそれぞれ歩き出すと、ざっと春風が吹ふいて一いつ瞬しゆん足を止められる。

　すると背後から冬馬が近づいてきて、佳乃子に向かって手を伸のばすと肩かたに触ふれた。

「ちょっと待って、佳乃子さん」

[image: ]

　なにげないその動作に、佳乃子はついおののいた。

「なにっ、ひょっとして……またなにか憑いたりしてる!?」

　慌てる佳乃子に、冬馬は小さく笑って指につまんだものを見せた。

「花びら」

「お、脅おどかさないでよ。もう！」

　怒る佳乃子に冬馬が笑いながら歩き出すと、とてもめずらしいものを見たといいたげに理津が眉まゆをあげて後につづいた。







　あとがき




　本作は大正（パラレル）ベースに、作者の趣しゆ味みのっけまくりの作品となりました。

　和風のうえ近代とあって、名前をつけるのにわりと苦労したような。

　ヒーローが色々と訳ありで、実は表紙にヒーロー（冬馬）がいないという状じよう況きようです（読どく了りようしていただけるとわかるかと）。冬馬は草食男子だったり化石男子だったりするので、総合して雑食男子の位置づけなのかと思ったり。

　四兄弟もおりまして人数が多いですが、『東西南北』とか、『上下左右』的に覚えてもらいやすいかもしれないと、『春夏秋冬』に沿って名付けてみました。

　綺き羅ら星ぼしのごとく素す敵てきなイラストをＣｉｅｌさんにいただけて、キャラの色気にドキドキしっぱなしです！　カバーの男子たちは……もう視線だけでやっていける！（何を）佳乃子の愛らしさと可か憐れんな衣い装しようも、とっても楽しませていただいてます♪

　担当女史をはじめ編集部の皆みな様さま、制作に関かかわって下さる方々にお礼を申し上げつつ。

　手に取っていただきました読者様に、心から感謝を！　またお会いできると光栄です。
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